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　　　鍛錬メニューはこちら！　サブクエスト受付カウンター







「おやぶーぶーよ、今日は一体どうしたのだ」




　一段高い岩の上から。

　人間の足なら歩いて三日程度でぐるりと一周できる小さいながらも自然豊かな島・グランズニールでは、鈴を鳴らすような可か憐れんな声が響き渡っていた。妖よう精せい達たちの女王【ストリオーナ】。長い銀髪に白い肌、赤紫の瞳を持つ見た目は一〇歳程度の少女。服装は黒いリボンを全身に巻きつけてから大きな花弁やミニスカートなどの装飾を足していく事でドレスのような意匠を整えたリボンワンピース。そして謎の上から言葉。何もかもアンバランスな存在だが、彼女の正体は『魂を持つ逆説』『目撃情報そのものが臨時速報扱いになる騒乱の核』とまで呼ばれる【ブレイクニュース】の堂々たる一角、全長一〇〇〇メートルを越える巨竜【サウザンドドラゴン】を末席と呼んで憚はばからない環境激変因子である。

　台風が来ると困るが、全く来なければ国家の水みず瓶がめは満たされない。噴火が起きては一大事だが、はるか昔に降り積もった火山灰が肥沃な大地を作る手伝いをしている。それを一個の生命体が担になっていると考えれば良い。

「ぶー？」

　そして、何だかんだあって最終的には可か憐れんな美少女（[image: ←]重要）の言葉に首をひねったのは、人間基準で考えて四メートル弱もの巨体を誇る人身豚面、【イベリコオーク】のぶーぶーだ。

　彼はグランズニール山中にてびちびちと跳ね回る大蛇のようなものを両手で押さえ込みつつ、自分より高い所からこちらを見下ろしてくる（実ははいてないらしい）小さな女王の方を見て、

「ぶーぶーな、今【白身大トカゲ】の尻尾を捕まえたトコ。こいつはそのままでも美味おいしいし本体から何回千切っても生えてくる優れモノだけど、海に行けば【赤身大王ホタテ】を釣り上げられる」

　岩の上の【ストリオーナ】は思い出す。確か【赤身大王ホタテ】はベッドより巨大な二枚貝で、貝の奥に巨大宝石や超絶美少女などの幻影を見せて近づいてきたターゲットにがっつり喰くらいついて離さない、宝箱の罠わなめいた悪夢のように凶暴なヤツだったはずだ。異世界からやってくる人間達があまり海に近づきたがらない原因の一つだったような？　ちなみにぶーぶーの言う通り、真の中身は赤くて美味おいしい。たっぷり脂の乗った肉と魚の両得みたいな不思議な味がするのだ。

　が、ストリオーナが気になっているのはそこではなく、

「いやぶーぶーよ、わしが言っているのはお前の背負った籠かごの話だ。まあおそらくお前の家に居着いているわしの眷けん属ぞく辺りがまたぞろ一夜で編み上げたものだろうが」

「これな、軽くて丈夫だからぶーぶーはとても助かってる」

「……その軽くて丈夫な籠の中に、何で人間大の大岩を四つも五つも詰め込んでおるのだ？」

　当然ながら、大物釣りの餌となる【白身大トカゲ】を捕まえるのにそんな大岩は必要ない。それどころか、ただでさえ食うか食われるかの野生動物の痕跡を追って起伏の激しい山中を走り回るだけでも十分危険なのだ。見た目は地味だが、各種の【魔法】で徹底的に自己強化した人間のカンスト組でもギリギリまで命を削るであろう暴挙である。

「これは修行な訳」

「うん？」

　子供のような言い回しだが、現存する最後の【イベリコオーク】であるぶーぶーの生き様を知っている者なら誰しも驚くだろう。彼の強さは生活スタイルと結びついた、必要性に迫られての鍛錬によるところが大きい。食糧を得て家屋を守るために何が必要か、川を越えて崖を登って獣を追い詰め、木々を切り倒して家を組み立て……それだけでここまで筋力を増やしていった種族である。

　その【イベリコオーク】が奔放さを捨て、ただ鍛えるために筋肉を酷使すると言っている。

　さて、現状すでに一〇〇〇メートル級の【サウザンドドラゴン】を鈍器一つで叩たたき伏ふせるぶーぶーの伸び代はどれほどか。

「……ぶーぶーな、前はディザスターもベアトリーチェも守ってやれなかった」

　多大な可能性とは正反対に、俯うつむいて籠の肩かた紐ひもを摑つかみ直なおすぶーぶーの声はどこか頼りなかった。

「【賢者】が出てきた時に、ベアトリーチェが助かったのはたまたまの偶然だった。ほんのちょっとの気き紛まぐれがあったらベアトリーチェとはもう会えなかった。ぷきー、だからぶーぶーはもっと強くならなくちゃならない。自分のご飯を自分で獲とれるようになったら一人前だけど、それだけじゃダメなんだ。ぶーぶーは自分以外の命も守れる大きなぶーぶーにならなくちゃ」

　ふっ、と【ストリオーナ】は静かに目を細めた。

　笑みの形に。

　当人ばかりが気づいていないようだが、すでにこの人身豚面は掌てのひらサイズの【妖よう精せい】を含め多くの命を助けている。こういう人助けは自覚がないからこそ華かもしれないが、ぶーぶー自身が大切なものを見み出いだしたのなら祝福するより他ない。そしてその気持ちがある限り、ぶーぶーの伸び代に天井はないはずだ。自分の力に吞のまれて変質するような事もあるまい。

「なるほどな」

　総合的に判断し、（はいてない）妖よう精せい達たちの女王は片手で長い髪を払って両手を腰に当てた（リボンワンピースは【妖よう精せい】達たちが【グラウンドスパイダー】の糸を織って作った特別製なのでいくら暴れても布地が自然に動いてガードするのであった！）。こんなに楽しい事なのに、口を開けばついつい上から目線になってしまうのを心の中で反省しながらも、

「ならぶーぶーよ、体に無用な負荷を掛ける以外にももっと効果的に自己鍛錬を成功させる方法があるのを知っているか？　それもお前のすぐ目の前に」

「ぶー？」

「おいおい、初めて会った時の話を忘れているのか。わしは確かにこう言ったはずだぞ。お前は中々筋は良いいが、このわしに師事すればその我流を改めてやらん事もないとな」

「ほんとか【ストリオーナ】……？　ぶーぶーのために協力してくれるか！　ベアトリーチェ達を助けるための力を授けてくれるって!!」

　パッと顔全体に希望を乗せて、両目をキラキラ輝かせてこちらへ前のめりで喰くいついてくる獣臭のきつい人身豚面を見て、【ストリオーナ】は自分が恵まれていると改めて思った。尊大で高飛車で見み栄えっ張ぱり。人と顔を合わせればこんな話し方しかできないわがまま放題の自分を文句一つ言わず当たり前のように受け止めて輪の中に入れてくれる誰かがいるのだから。

　だから妖よう精せい達たちの女王は、他者に寄りかかって甘えるような心境で、あくまでも偉そうに両手を腰に当てたままこう笑った。

「おう。ぶーぶーさえその気になれば教えてやらん事もないけどな」







　そして地球から【サインイン】で異世界グランズニールにやってきた人間達のカンスト組の代表格、赤い鎧よろいにミニスカートの【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェは頭を抱えていた。

【賢者】に敗北した。

　今現在の大事件の裏で糸を引くのみならず、遠い過去で軍隊崩れの【エルキアド】と手を結んで【イベリコオーク】集落粛清にも深く関与したと思おぼしき重要人物。その上、漆黒のゴスロリドレスや各種の銀の拘束具を焼き尽くした後に現れたのは、ベアトリーチェ自身と瓜うり二ふたつの容貌。地球とグランズニールを結ぶ、距離を超越した【ゲート】が時間にまで干渉し、はるか未来からベアトリーチェ当人が全ての騒乱の元凶として飛来した可能性まで浮上してきた。

　にも拘かかわらず、ベアトリーチェの脳裏を占めるのは恐怖、混乱、罪悪感などよりも、まず恥の概念、羞恥心であった。

（あっ、ああー……。ぶーぶーにどんな顔して会えば良いのやら。思えば信頼信頼なんて言っていたけど、私はぶーぶーに弱い所を見せた事がなかったんだなあ……）

　過去にも【エルキアド】リーダーの命を巡って暴走したベアトリーチェはぶーぶーと直接対決し、派手に負けた事はある。だが今回はアレとも違う。本当に情けない、どうしようもない、文句のつけようもない完全敗北だ。いわゆる『お姉ちゃんの顔』という仮面は完全に剝がされた。あれだけ一緒にいたぶーぶーとの距離さえ見えない。何を考えても顔全体にカッカと熱が溜たまり、ベアトリーチェは装甲に覆われた両手でおもてを覆ってしまう。

（……そう考えれば、あれだけ強い所も弱い所も全部見せてくれるぶーぶーは本当にすごかったんだなあ。あんな剝むき出だしの心を人にさらけ出す事ができるだなんて）

　何にしても、一から積み直しだ。

【賢者】はふわふわとした雲を摑つかむような話ではなく、実体を伴ってベアトリーチェ達の前に現れた。そいつは周囲へ危害を加える姿勢を改めず、こうしている今も二つの世界で暗躍している。その上、【賢者】の正体は未来からやってきたベアトリーチェ当人である疑惑さえ浮上。一方で同じカンスト組の【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナなどは、ベアトリーチェそっくりに容姿をアジャストした他人という別の仮説も打ち立てていた。

　相手がベアトリーチェの目鼻立ちを借りた全くの別人なら、何故なぜそうしたのかを尋ねる必要がある。今彼女が世界の裏側で計画している『何か』についても調べ上げ、それが多くの人を苦しめる内容なら絶対に阻止しなくてはならない。

　そして、もしも、仮に。本当に【賢者】の正体がベアトリーチェ自身で、時空を越えて【イベリコオーク】の集落を潰してしまったのなら。その時は、だからこそ、その罪を償わなくてはならない。過去や未来と地続きのベアトリーチェが現在を変える事で、未来に影響を及ぼして過去の事件を回避させなければ。

　何もかも暗中模索だが、立ち止まってはいられない。

　一人でできる事とは思えない。

　全ての力を借りても成し遂げられるのかは分からない。

　そういう意味でもぎくしゃくなんてしていられない。何者かが敷いたレールの上から一歩でも外へはみ出るためには、ぶーぶーとも新しい関係を築かなくてはならないのだ。

（おっ）

　そんな訳で宿屋街から離れた山中を歩くベアトリーチェは、ガサゴソという物音を耳にした。野生の動物ではない。不思議とそれが一発で分かる。

（ぶーぶー、か？）

　何故なぜだか近くにあった大きな木の幹の陰に身を隠してしまう【剣つるぎ聖せい女じよ】。ひょっとしたら自分で考えているより覚悟とやらが決まっていないのかもしれない、と軽めに自己嫌悪。

　そうこうしている間に、茂みの向こうから声が聞こえてきた。

『……ぶー。【ストリオーナ】、ぶーぶーはもっと立派になりたい。自分で自分が恥ずかしくない、大きなぶーぶーになりたい』

（すとり、何だって？）

　いよいよ状況が見えなくなってきた。見た目だけなら一〇歳程度の、（実は人の事を言えた義理ではないが）水着に似た格好の小さな少女を頭の中でもやもやっと思い浮かべる恋する乙女。

　そして彼女は耳にした。

　後に続く言葉を。




『だから【ストリオーナ】、ぶーぶーに協力して！　お前のカラダを使ってぶーぶーをオトナにしてほしい!!』




　頭が真っ白になった。

『魔ま法ほう離り殿でん』に半ば幽閉されて一般の学校社会から隔離された彼女とて、赤ちゃんがどこから来るのかは理解している。つもりだ。月に一度のアレは神様の嫌がらせではないのである。

　よって。

　だから。

「待て待て待てちょっと待ってえーっっっ!!　ぶーぶー、そなた私が【賢者】にフルボッコされてダウンしている間に一体何をしようとしてんの？　鬼の居ぬ間にとか上手うまい事言ったら許さないからねえーっっっ!!!???」




　奇くしくもぶーぶーの願いは成じよう就じゆされた。

　彼は【ストリオーナ】に師事する事で、大岩を担かついで山中の野生動物を追い回すよりなお効果的な鍛練法を実戦感覚で養う機会に恵まれたのだ。

　みっしょん。

　業ごう火かに燃える真紅の【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェを全力で何とかせよ!!













　　　第一章　Boss_Quest　01　〝Kill_House.〟（☆☆☆☆）







　　　　　１




「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　ポカポカ陽気のお昼前。人間達の拠点、宿屋街の片隅にて。

　両手で顔を覆って動かないベアトリーチェに、同じくカンスト組でマントの下に短過ぎるワンピースとショートパンツに包まれた肢体を隠す【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンと腰上まで派手にスリットを入れた僧服の【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナの二人は対応に困っていた。

　ぼしゅううううー……と頭の上から湯気を出して耳まで真っ赤になっている少女へ恐る恐るといった調子で声を掛けていく。

「あ、あのうー。ベアトリーチェ、せっかくグランズニールまで来たんですよ。大失敗したのは分かりますが、一度の滞在期間は数日と決まっているんですから、さっさと【迷めい宮きゆう】に行くなり何なり時間は有意義に使いませんか……？」

「その大失敗とやらを自分の口から説明できたんなら大丈夫だよ。あんたの表層はどうあれ深いトコではもう処理を終えて引き出しの中にしまえてる。自分に引きずられるなベアトリーチェ、それより今はこれからの事を考えないと」

　言っている意味は分かるのだ。

　こうしている今も見えないだけで、【賢者】は確実に暗躍を続けている。ただ酔狂でこの時代を満喫している訳ではないだろう。ヤツが本当に未来から来たベアトリーチェ本人にせよ、そうでないにせよ、最悪に備えて止めるための『力』が必要だ。そしてそれは黙っていても手に入るものではない。一に【迷めい宮きゆう】二に【迷めい宮きゆう】、三、四がなくて五に【迷めい宮きゆう】である。前回の戦闘で己の未熟さを嫌というほど味わったのなら、それこそ【経験値】を山ほど手に入れて新たな【魔法】の習得に精を出さなくてはならない。

「……それは分かってる、すんごく良く分かっているんだけどさあ」

「かえってじっとしている方が自家生産の恥記憶が蘇よみがえってのた打ち回るんじゃありません？　こういう時は無理にでも体を動かし続けた方がダメージ少ないような気もするんですけど」

「それもそれで家庭を顧みない仕事没頭型お父さんになりそうで嫌だなあ。しかも戦闘スキル頼りきりで恥の記憶を追っ払うとか、丸っきりバーサーカーになりそう」

　ぐずぐずと鼻を鳴らすベアトリーチェだが、確かに時間は有限だ。そして再びの邂かい逅こうがいつ何時やってくるかは分からない。いざその時になって、小さな怠けの積み重ねが自分や大切な人達の生死を分かつような事態は避けるべきである。

「……で、どこから準備を固める？　今、狩り場のトレンドって【アイスバーン72】とかでしょ。はっきり言って炎一択の私にとって【属ぞく性せい】的てきに不利な面ばっかりなのよね」

「あっ、それでしたら」

　メガネが大きな胸の前で両手を合わせた。

「ベアトリーチェは噂うわさに疎うといかもですが、最近宿屋街に強力で長持ちする【バフ】をつけてくれる酒場ができたんですよ。氷が苦手なら追加で一時【水力耐性】を付与してみては？」

「今さらっと人をディスったの忘れないからね牛。にしても、【バフ】ねえ」

　難しい言葉を使うといわゆる強化支援系【魔法】で、【ＨＰ】、【ＳＴＲ】、【ＶＩＴ】などの基本的な【ステータス】の上昇目的の他に、フィリニオンが言った通り苦手な【属ぞく性せい防ぼう御ぎよ】を埋め合わせ、補う目的でも使われる。そもそもグランズニールに滞在するベアトリーチェ達の衣服はそういう形をした【ステータス】を補整する【魔法】だ。つまり小さなアクセサリを一つ譲り受ければ、その時点で何かしらの支援を受けるとみなされる。……のだが。

「見も知らない他人の【バフ】って怖くない？　使用済みの手術道具を使い回すというか、誰でも使えるネット喫茶のパソコンからＵＳＢメモリでデータ抜いて自宅に持ち帰るというか」

「ろくすっぽ外に出ない籠かごの鳥がネット喫茶とか何言ってんだよ。ほんとはどんなもんか知らないだろベアトリーチェ」

「ふふーふー。回復専門の【白しろ魔ま女じよ】さんとしては、今のは素直になれないお嬢様が体を預けてくれる信頼の証あかしと受け取ってあげますけどねー☆」

　ぐうっ、と一本取られてしまった思春期の少女がちょっと怯ひるみ、胸の前で人差し指と人差し指をくっつけて唇を尖とがらせながらも、

「そもそも私、いくら六法全書が通じない異世界だからってこの歳としでお酒を吞のむ気にはなれないんだけど。薬用酒だから医療行為だよ、って言い訳もあんまり使いたくない」

「ああ、そういう【バフ】の付け方ではないみたいですよ。ドリンクの中にご注文の【魔法】で作った指輪を落として、そいつを取り出して身に着ける事で【バフ】るみたいです」

「……お洒落しやれで実用的なフォーチュンクッキーってトコか。まあそれくらいなら」

　他人ひと任まかせの強化だといつ効果が切れるか分からない、または第三者の手で不利なタイミングで切られる可能性も、おまけに【魔法】を使う際の管理ターミナルの【兵へい輝き】に干渉されるリスクさえ……と、決して楽観できないのだが、まあ人気店のお手並み拝見といこう、と考えるベアトリーチェ。最悪、怪しければ店だけ覗のぞいて【バフ】を拒否すれば良い話でもあるし。

「そういや何パーくらいか聞いてんのか？」

「噂うわさ程度だから話半分ですけど、最大で一〇％くらいいくらしいですよ」

「破格だぞおい……」

【属ぞく性せい防ぼう御ぎよ】は一〇〇％で完全無効化だから、一〇％程度で何を騒いでいるのかと思う人もいるかもしれない。だが自前の【経験値】を一切削らずインスタントにそこまで吊つり上あげられるのはやはり大きい。貨幣代わりに使っている歯車の中にも【経験値】は入っているが、全く伸ばしていない【魔法】の系統樹を一から育てていくよりは、専門家の手でダイレクトに一点、【属ぞく性せい防ぼう御ぎよ】をつけてもらった方が手っ取り早かったりもするのだ。

「じゃあフィリニオン、そのお店とやらに案内して」

「いえっさー。正直、初めてのお店なので一人で向かうには勇気が必要でもあったんです」

「ちなみにさ、酒場っつっても色々あるだろ。何メインの店なんだよ」

「ふふふふふ。肉!!　溢あふれんばかりの肉料理でございます!!」

「……酒場の話だっつってんのに何で肉に意識持っていかれてんのかねこのメガネ牛は」

　きっとそうやって（カラダの一部、というか胸が）すくすくと育っていったからだろうが、何となく認めたくないお弁当（と胸部装甲が）小さい系の二人。

「前までパッとしないピザ屋さんがあった辺りなんですけど、どうやら店じまいの話を聞き付けて物件を買い取ったみたいですね」

「似たような建物ばっかりだから分かりにくいかもしれないけどさ、こっちの方って何気に一等地だよ。空き家になった後にまともな取り合いしていたら競売合戦でどんだけ値を釣り上げられていた事か。こりゃあ情報に強い人間と見た。やり手の匂いがするね」

　宿屋街にはグランズニールに関わる全ての人間が集まる。よって盛況でない時はない。今も目的のお店に向かう三人は様々な人とすれ違っていた。

「なんか寝巻きにこだわる人増えたよね。前は【迷めい宮きゆう】の中に持ち込む荷物は少ない方が良いいとか言って、みんな寝袋代わりの結界魔法を修得していたのに」

「そりゃ【魔法】の起点になる【精神力】の回復に直接関わりますからねえ。いかに短い時間でいかに効率的に回復するかって考えれば、快眠グッズにこだわるのも道理だと思いますよ。ほら、トレンドの【アイスバーン72】は特に寒いから分厚い寝巻きや毛布なんかが恋しくなる訳ですし」

「どうせ一過性の流行はやり廃すたりだろ。にしても、寝れば治るなんて私達も単純だよなあ」

【グラウンドスパイダー】の糸や【だまし大カイコ】の繭まゆを使った反物や完成品の着ぐるみパジャマやネグリジェなんぞを売り出す露店の列を横目で見ながら三人は街の中を歩き続ける。

「ああ、そこの角を曲がった所だと思いますよ。ガールズグリルって名前のお店で、カワイイ盛りつけでしっかり食べさせてくれる花丸急上昇の評価だそうです。開店早々人気が高くなり過ぎて気軽に入れないってトコだけが欠点だとか」

「フィリニオンって【迷めい宮きゆう】探たん索さくに必要ない情報ばっかりどこから仕入れてくる訳？」

「ふっ、オシャレの基本は実用無視、無駄と非効率をどれだけ極められるかだぜ？」

　リアル女子大生がリアル思春期を小馬鹿にしてきたのでこればっかりはヘッドロックを掛ける事やむなしなベアトリーチェ。

「痛い痛い痛い！　べあとっ、メガネのっ、メガネのつるがこめかみに食い込んでいます!!」

「メガネに生まれた自分の業カルマを呪うが良いい牛」

「別にこのまま生まれてきた訳じゃねえわ！　あともう標準装備みたいに言われていますが牛も牛で地味にダメージ蓄積してんですからね!!　この怒りが爆発したら何が起こるか分かっているんですか!?」

「やれやれ」

「……まだ大きくなるのかよう」

「ちょっと待ってくださいここに詰まっているのはストレスの塊じゃないんですよ!!」

　そんなこんなで【白しろ魔ま女じよ】の頭をぎりぎり固めて問題の角を曲がった時だった。

『いらっしゃいませー、ガールズグリルへようこそ！　四名様でよろしいですか？』

　出入口で対応しているウェイトレスの声が外にまで響き渡っている。元気が良く、可か憐れんで、良く通りながらも耳には刺さらない柔らかな声色。自分には真似まねできない技能だ、と素直に感心するベアトリーチェだったが。




【賢者】の野郎が可愛かわいらしいふりふりのウェイトレス服を着て全力の笑顔を作っていた。




　いきなりであった。

　妖よう艶えんボディに似合わぬザ・ツインテール。安全圏と危険域が丸っきりひっくり返ったおかげで【剣つるぎ聖せい女じよ】は心の準備が追い着かず、結果として自分の足をもつれさせて石畳の道路で盛大にずっこけた。

　胸元にハートの布とかある。ミニスカートとストッキングで隙間を空けて太ふと股もも強きよう調ちようとかしている。

　うつ伏せに倒れたまま顔を上げ、そしてあらん限りの声を上げるベアトリーチェ。

「なん、ばっ……。ちょっと待てそなたァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

「あらお客様、大丈夫でございますか？　はいこれおしぼり、顔も体も汚よごれた所は拭き取ってくださいませ。それで、ええと、本日は三名様でよろしいでしょうか」

「何してんの……？　こんなトコでいきなりお店開いて私と全く同じ目鼻立ち使って何してくれてんの！　【イベリコオーク】集落全滅の真実を巡って本気の殺し合いをやってたよね!!　そなたはなんていうか岩と猛毒の沼地しかない大魔界最深部の魔王城とかで玉座に座ってふんぞり返っている系じゃなかったの……!?」

「おほほいやですわお客様、全く同じ目鼻立ちだなんて誇大広告を。違う所があるでしょう、例えば胸とかそう他にも胸の大きさとか月とすっぽんというかまさしく胸の話とか」

「ぶっ殺されたいのかそなた……ッッッ!!!!!!」

「事実を述べたまでです。ではお客様、奥の席へどうぞ」

　完璧な笑顔で対応されてしまっては、まるでこちらが悪役だ。

　真実を知らない周囲の視線も痛い。

「……てか何で誰も違和感を覚えないのか。全く同じ瓜うり二ふたつの顔が二つ並んでいるのに」

「え？　ですから胸が全く───」

　キョトンとした声に対してはガリガリゴリゴリ奥歯を軋きしませる事で黙らせた。まさかそれだけでそんなに違って見えるとでも言うつもりか。

　思わず火力系幻覚の【魔法】で四角い枠とラインを呼び出して情報整理しようとするも……駄目だ、どうにもならない。何と何をラインで結べばこんな風になるのか起点も見当たらない。

　キッ!!　と地に伏せたベアトリーチェは顔を上げてフィリニオンを睨にらみつけるが、メガネ牛はぶんぶんと全力で首を横に振っていた。どうやら彼女も噂うわさの名店の話を聞きつけただけで、具体的に誰が働いているかなんて知らなかったらしい。

「だっ、大体ウェイトレス服って言っても色々あるでしょ。これ、ヘッドドレスとかコルセットとか追加の飾り袖とかで上手うまくワンピース風の衣装っぽく誤魔化しているけど、よくよく見ればベースは透け透けの真っ赤なネグリジェだよね!?　黒い下着が見えそうで見えなそうで黒って分かっちゃってるって事はつまりだよね!!　私の目鼻立ちだよね!?」

「何の事だか分かりませんが、おかげさまで大盛況ですよ？」

「生きる名誉棄損がここに!?」

「何やら寝巻きが流行はやっているという話でしたので、乗っかるしかないかなあというだけで」

　ベアトリーチェにはいまいちピンと来ないたとえを使っても許されるならば、客のいるフロアはカウンターとテーブルを合わせても学校の教室二つ分ほど。これとは別に、奥には厨ちゆう房ぼうや食糧庫などが別にあるはずだ。ちなみに牛は肉料理で有名だと言っていたが、店の内装はどこか船を彷ほう彿ふつとさせるものだった。壁かべ際ぎわには舵だ輪りんや木の浮き輪みたいなものが飾ってあるし、丸いテーブルの中央に置いてあるランプも船内活動用のランタンを再利用しているようだった。

「再利用資材ですかね？　南の浜辺で座礁している『ネクスト・ボイジャー』にも似たようなものがあったような気がするんですけど」

「ほんとに【吸血鬼】が寝転がっている幽霊船なんぞから板材とか調度品とか毟むしり取とってきたとしたら罰当たりすぎるぞ……」

　フィリニオンとアルメリナがそんな風に言い合っているが、営業スマイルの【賢者】はやっぱり気にしない。

「はいこちらが皆様の席、テーブル担当も不肖わたくしが務めさせていただきます。こちらのメニューを眺めてお待ちくださいませ」

　キンキーン、とハンドベルが鳴らされる音が響く。

『はやーく！　追加の肉持ってきてー』

『【水力耐性】って何発上乗せできるんだっけー？』

『【ＳＴＲ】とー、【ＩＮＴ】とー……あともう【ＡＧＩ】と【ＬＵＫ】のドリンクもいっちゃうか！　超攻撃的【バフ】全部載せで!!』

　はいはーいお待ちくださいませー、と【賢者】は陽気な声を上げてよそのテーブルに移ってしまった。単なる一発ネタの嫌がらせではなく、本気で給きゆう仕じをしている。

「ほ、本当にあの格好で働いている……。私と同じ目鼻立ちで、でも何でよりにもよって透け透けネグリジェ……っ!?」

「うーん、そりゃあファンタジー異世界でウェイトレスと言ったら例のアレだからかもしれませんねえ。何だかベアトリーチェと比べて胸も盛ってるみたいですし」

「？」

「ばふｂ

　冗談にしてもついに我慢の限界に達したベアトリーチェは、装甲付きのチョキでメガネごとフィリニオンの目玉に目潰しを放った。薄いガラスの割れる音と共に両手で顔を覆ってのた打ち回る牛。まったく今日はメガネにとっての厄日である。【白しろ魔ま女じよ】本ほん体たいについては自じ業ごう自じ得とくの連続だが。そして当のベアトリーチェは全く気にせず観察を続けていた。

　決して広くはない木目調の店内だが料理を運んでいるのはテーブル席担当の【賢者】とカウンター担当の、二人のウェイトレスだけだ。ベアトリーチェ達が入った事でちょうど満席となったお店をフル回転させるのはさぞかし大変だろう。いくら腰に手書きのメモ帳を常備しているとはいえ、良く注文を間違えないものだ。

『とにかく【アイスバーン72】はクソ寒いから体を温めていかねえとな』

『【ギミック】だの【トラップ】だのってよりも、何につけても寒さだ。準備ナシじゃ一睡もできねえから【精神力】も回復しねえ』

『ほんとは【水力耐性】一〇〇％にすれば安心なんだけどね。でもまあ、あれは一〇〇％に近づくほど二次関数の曲線みたいに馬鹿げた量の【経験値】を求めてくるから非効率か』

　ちなみにもう一人のウェイトレスは、【賢者】と違い華きや奢しやと呼ぶにも線の細過ぎる少女だった。【賢者】と同じくツインテールにした長い金髪に青い瞳、おまけに耳が異様に尖とがっている。基本的に人間以外お断りの宿屋街だが、あれはひょっとしたら【エルフ】系統かもしれない。

『シビュラちゃーん、【属ぞく性せい防ぼう御ぎよ】って相反するもの掛け合わせても打ち消しとか起こらないよね？　水力と火力どっちも載せときたいんだけど注意事項とかあるー？』

「はい、はい、はい。効果は持続しますが、いくら重ね掛けしても時間は同じ、二四時間限定です。【迷めい宮きゆう】に潜ってから不意打ちの効果消失で泣きを見ないよう、手の甲にでも開始時間を書いておいてくださいねー」

　……そういう【魔法】で【エルフ】っぽく容貌を作り替えていると見られているのか、あるいは相手が有能な美人や美少女なら【亜あ人じん】でも関係ないのか。ぶーぶーは断固ノーなのに、グラスの底に指輪を落とした色とりどりのドリンクを運ぶシビュラとやらは普通に受け入れられている辺りに不公平感を募らせるベアトリーチェ。

「へえ、雑な地ビールくらいかと思ったら、麦一つでも結構あるな。ジンにウォッカに、おっと、ウィスキーまで揃そろえてあるのか。各種のカクテルも申し分なし。この短期間で醸成したのは【錬れん金きん】系けいの大鍋を使ってる酒造系の連中に頼っているとして、グランズニールだと材料は何で代用してんだろ」

　アルメリナがメニューを眺めて楽しそうな声を出す。彼女は横目で、テーブルの端に貨幣代わりの【歯車】を積んで会計を済ませる他の客達を観察しながら、

「それに、客の回し方も上手うまい。【バフ】系には時間制限があるから、少しでも指輪の効果を使いたいならだらだら長話しないですぐ【迷めい宮きゆう】に向かうだろうしな。道理で繁はん盛じようする訳だ、酒場のくせに一〇分二〇分で次々客が入れ替わる店なんてリアルでもそうそうないぞ」

「か、感心してる場合なんですかね？　【賢者】が表で笑顔を振ふり撒まいているとして、裏では誰がお料理しているんでしょう。半分腐ったディザスターがコック帽被ってフライパンを振っているとかでなければ良いんですけど」

　想像するとちょっと笑えるが、現実に出てきたら笑っている場合ではなくなる。

　何しろ今の今まで、数十年単位で歴史の闇に隠れ潜んできた【賢者】やその一味が堂々と表に出てきたのだ。絶対に酔狂ではない。何か目的があって始めている。それも、ベアトリーチェ達が【賢者】の隠れ家に踏み込み、変化を促した事で、だ。

　何かがある。

　大きな騒乱への前触れがさざ波のように伝わってくる。

　多くの【イベリコオーク】の屍し肉にくを使ってディザスターという手駒を作った【賢者】の事だ、この人間達の宿屋街でもどれだけの危害を及ぼすか。

「……ねえフィリニオン、アルメリナ。あれがみんなの長年追い求めた【賢者】だって言って、周りは信じると思う？」

「絶対ないですよ、こっちの頭を疑われるのがオチです。なまじ今まで素顔を全く見せてこなかったのを逆手に取っているじゃないですか」

「美術館が名画を運ぶ時は、敢あえて大規模な護衛団を組まないで普通のバイク便に頼んだりするらしいからな。それにしたって緻密な計算の他に度胸もいる話だぜ。向こうも向こうで押し引きの妙、世界の仕組みとやらを理解してやがる」

　ややあって、テーブルのハンドベルも鳴らしていないのに【賢者】が再びこちらに来た。下着が見えそうで見えない程度に短い裾すそを危なっかしく揺らして、両手を使ってお腹なかの辺りで丸いトレイを抱えて大きな胸を下から持ち上げたまま、彼女はあくまでも完璧な笑顔を向ける。

　あれだけ最強を極めた【イベリコオーク】の群れを、一日で滅ぼした絶大な力の持ち主が。

「ご注文は決まりましたか？」

「ええ。【アイスバーン72】へアタックを仕掛けたいので、オススメの【バフ】をノンアルで。後はドリンクを邪魔しない食べ物をいくつか適当に。予算は【紅玉の歯車・小】五枚ほどよ」

　ベアトリーチェがさらりと言うと、【賢者】はニヤリと笑みの中に邪悪な色を滲にじませた。今のは曖昧な注文で一見店員の技量を試す台詞せりふに聞こえるかもしれないが、致命的な穴がある。

　そもそも元となる【剣つるぎ聖せい女じよ】の【ステータス】を知らなければ、長所を伸ばして短所を埋める適切な強化を施す事などできないのだから。

「かしこまりました。我々の衣服は装飾品込みでそういう【魔法】。ですがお客様ほど【精神力】のキャパが大きければ上限越えで装備不可、などという事態にも陥らないでしょうし。どうぞご期待くださいませ」

　にも拘かかわらず、真っ赤なネグリジェを改造してウェイトレス服に仕立てた【賢者】は一秒も空けなかった。

　お前の事なら他の誰よりも、まるで自分の事のように深く理解している。

　そんな宣告を放つように。

「では、他のお客様はいかがいたしましょう」




　　　　　２




　そして東とう京きよう六ろつ本ぽん木ぎを直径一キロほど抉えぐり取とった緑の楽園『魔ま法ほう離り殿でん』では、三姉妹の真ん中、可もなく不可もなくな次女の密花みそかが啞あ然ぜんとしていた。

「おぶあばふー……」

　館の主人たるあの少女は知るまい。

　普段はあんなに可愛かわいらしい艶つややかな黒のショートヘアのオドオド小動物系メイド、その三女・悠はる花かが、主の見ていないトコだと荒々しくエプロンドレスを脱ぎ散らかしてすっ裸にぶかぶかジャージの上着一丁、まだまだ初うい々ういしい生脚をさらして自室のベッドでごろ寝スタイルでポテチの袋（お徳用ファミリーサイズコンソメ味）に手を伸ばしているなどとは!!

「お、お、お前一体そこで何やってるんだもうすぐ夕飯だろー!?」

「……私はですねえ、別にこんなどこで税金プールして造ったんだか分かりゃしない腹黒なお屋や敷しきに仕えている訳じゃないんですよ。お嬢様！　お嬢様がいないとやる気が出ないんです!!　うあー……なぁーんで今日もグランズニールにお泊まりかなあー……？」

「お嬢は世のため人のために技術革新に直結した【ピース】かき集めている真っ最中なんだから仕方ないだろ！　この前だって衛星兵器の大口径レールガンに転用されかねん常温超伝導素材の完成を捻ねじ曲まげるために怪け我がを押してだな……」

「そんな優等生な答えを誰が求めましたかすっとこどっこい!!」

「お、おい。今日の食事当番のお前がやる気出さないって事は私達のご飯はどうなるんだよ。ディナーだぞ、おい！」

「知りませんよそんなの表に出てコンビニ弁当か牛丼でもテイクアウトすれば良いじゃないですかお姉ちゃんも文明人でしょうやだもーお嬢様いないと張り合いないなーつまんないなー」

　ぐでーん、とうつ伏せでポテチをもそもそ、特にダイエット印もついていない普通のコーラをペットボトルから直じかでごくごく。ジャージの裾からはみ出そうになっている小さなお尻も首回りから覗のぞけそうになっちゃっている胸元の控え目な起伏も気にしている素振り全くなし。

　ダメだこいつは、と密花みそかは真剣に思った。

　このまんま成長させるとキッチンドランカーとか深刻なのになりかねない。そして軌道修正するならここしかない、鉄は熱い内に打つのだ!!　と。

「時に悠はる花かよ」

「あんれふかお姉ちゃん」

「……今の会話の一部始終は全てこのＩＣレコーダーに録音されている訳だが、こいつを姉貴に提出したらお前の未来はどうなると思う？　明るくなるのかなー？？？」

「ちょっ!?」

　ガバッと慌てて身を起こす悠はる花かに、密花みそかはスティック状の電子機器をひらひら振りながら、

「いやあ恥ずかしいなあその歳としになって本気のお尻ぺんぺんを喰くらうだなんて。姉貴の事だからマジでやるぞ、メガネを光らせ全くの無表情でスカートめくってパンツだのドロワースだのも下ろして一〇〇発数えるぞ」

「ぷっ、プライベートというか舞台裏については紳士協定を結んでいたはずじゃないですか！　何だどうした口約束だから書面で交わした訳じゃないとか言いませんよね!?　ねっ!?」

「分かったらもう早くメシの準備しろよお前職業メイドだろ」

　呆あきれたように言う密花みそかだが、実際にはＩＣレコーダーの録音ボタンは押していない。紳士協定については理解しているつもりだ。このご主人様が見ていないところではやる気を出せない限定的自堕落妹が心を入れ替えて仕事に励んでくれればそれで構わないのである。

　と、心を鬼にしてお姉ちゃんぶる次女へ、部屋の外から長女の色いろ花かの声が。

「密花みそかー、頼んでいた廊下の生け花放ほったらかしって事はサボり認定で良いいのかしら。いやだわこの歳としにもなって一発一発カウントしながら丁寧に妹の尻を叩たたく羽目になるだなんて」

「ちょっとちょっとちょっと待ったーっっっ!!!???」
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　不穏な胎動であった。

　だが相手が【賢者】であると証明する客観的な証拠がなく、具体的に何を仕掛けるかも摑つかめない以上、闇雲にレイピア状の【兵へい輝き】を摑つかんで振り回してもこちらが悪役にされるだけだろう。【賢者】達が短期間の内に人気の名店としての地位を確立し、宿屋街全体から好意の注目を集めた事さえ作戦の一つのように見えてくる。あの店はもはや宿屋街から取り外せない柱の一本になりつつある。このままだとウェイトレス服の【賢者】に摑つかみかかると宿屋街の人間全員を敵に回すような構図が完成しかねない。

　と、ベアトリーチェのそんな重大な懸け念ねんなど露知らず。

「ぶー、ぶー、ぶー」

　宿屋街から離れた夕焼けに染まる山中では、今日も今日とて【イベリコオーク】のぶーぶーが自慢の鼻を鳴らして食糧探しに明け暮れていた。【賢者】の脅威からベアトリーチェ達大切な人を守る力が欲しい。【ストリオーナ】に特訓メニューを組んでもらっているものの、やはり日々の暮らしは捨て置けない。何もかも自給自足のぶーぶーはコンビニやネットスーパーを利用できる訳ではない。必要なサイクルを自ら怠れば、待っているのは明確な死である。

「んっ、上手に掘れた！　【ステーキいも】!!」

　太い木の根元にしゃがみ込んで両手で黒土を掘り返していたぶーぶーが弾んだ声を上げる。彼の巨体をもってしても一抱えはありそうな太い円筒に似た何か。輪切りにして焼くと脂の乗った肉のような味がする精進料理の王様なのだが、見た目の大きさに反して見つけるのが難しく、また、折らずに取り出すのが滅法大変な野菜でもあった。そういう意味では今日のは大物だ。特訓メニューの関係で一緒にご飯を食べる事が多くなった【ストリオーナ】も喜ぶだろう。

（ぶー。美味おいしいものを見つけるとにこにこしちゃう！）

　と、そんな時だった。

「確かに良いい出来だけど、少し時間が経たち過ぎてるね。新芽が出てしまった【ステーキいも】は少しえぐみが出るから、焼く前に軽く茹ゆでてアク抜きをしておいた方が良いい」

「っ」

　不意打ちで優しく声を掛けられて、しかしぶーぶーは弾はじかれたようにそちらへ首を振った。多くの野生動物がひしめく山中で、これだけの距離を近づかれても気づかなかった。幽霊のように捉えどころのない存在は、不ぶ躾しつけに木の枝や幹を薙なぎ倒たおして進む猛獣よりなお恐ろしい。

　赤の鎧よろいに白のミニスカート、ストレートに伸ばした銀と赤の髪。その幽霊は近くの木の幹に背中を預け、そして自分の足元に指を差していた。

　あくまでもにこりと微笑ほほえんだまま、彼女は旧知のように語る。

「ついでに【陽気のアラウネ】でも採っていったらどうかな？　アク抜きと同じ鍋に入れておくと、えぐみを取りつつ余計な匂いもつけない効果的な香草だったはずだよ。ぶーぶーは苦いのも辛いのも平気だが、昔からハーブ系というか薬品臭いのは滅法ダメだったからね。まあ、これは舌というより鼻のせいかもしれないけど」

「けん、じゃ……？」

「やだなあ、ぶーぶー」

　角の丸まった柔らかい声色。

　だがその声が途切れる前に、すでに彼女は木の幹から背中を離し、そして直後にはぶーぶーの致死圏内まで踏み込んでいた。




「ベアトリーチェって呼べよ、昔みたいにさ」




　後ろへ下がるどころか、声を放つ暇もなかった。

　その時、赤い鎧よろいの【賢者】がそっと立てたのは人差し指の一本だけ。腰に差したレイピア状の【兵へい輝き】を抜く事もなければ、その繊細な掌てのひらを拳の形に握り締める事さえなく、ただただ指の腹でぶーぶーの腹の真ん中に軽く触れただけだった。

　まるで恋人の体にそっと指を這はわせていたずらするような優しい動き。

　にも拘かかわらず。

　ドンッッッ!!!!!!　と巨大な太鼓を打ち鳴らすような轟ごう音おんが山中に炸さく裂れつした。一〇〇〇メートル級のドラゴンさえ腕力でねじ伏せる強きよう靭じんな筋肉の塊が、あっけなくくの字に折れる。腹から背中に向けて恐るべき衝撃が突き抜け、彼をその場に残したまま、背後にあった木々が不可視の波を受けてまとめて一直線に薙なぎ倒たおされていく。

「お……っ」

　抵抗、反撃の機会など一切認めず。

　ぬいぐるみや抱き枕のように抱いていた【ステーキいも】を取り落とし、ぶーぶーは二本の足で立つ力さえ維持できず、その場で崩れ落ちて意識を投げ出してしまう。

「……ぶ」

　ゆっくりと倒れていった【イベリコオーク】を眺め、そして【賢者】は片手で長い髪を払って満足そうに頷うなずいた。

「三秒も耐えたか。うん、精進してるなあ、ぶーぶー。漢おとこらしかったぞ☆」

　そう呟つぶやきながら、彼女は視線を固定したまま左手を真横へ飛ばした。

　それ自体が弾丸の勢いで虚こ空くうを切り裂く指先が、桜色のワンピースを纏まとう掌てのひらサイズの【妖よう精せい】の胴を軽く摘まむ。

「あっ!?」

　捕らわれてなお状況が理解できずに目を白黒させているのは、ぶーぶーの家に居い候そうろうしているメリディアーナだ。それにしたって珍しい。基本的に食物連鎖の下位にあり人見知りの激しいショートヘアの【妖よう精せい】は、他者の手の届く所には現れない。磯いその小魚を掌てのひらですくおうとしたり木の枝に留まる小鳥を摘まみ上げようとするように、いくら捕まえようとしてもひらりとかわしてしまう。近くて遠い隣人。そんな立ち位置を常にキープしてきたはずなのに……。
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　桜色の【妖よう精せい】を指先で摘まんだ何者かは、笑みの質を邪悪に変えてこう囁ささやいた。

　ちょっと力を込めれば簡単にひねり潰してしまえただろうに、彼女はそれをやらない。

「どうせすぐバレるだろうから、あらかじめ言っておく。私はこれからぶーぶーを宿屋街のガールズグリルまで運んでいく。【クラフト】系特化で直接戦闘の苦手な【妖よう精せい】には何もできないでしょう。だから、誰にでも好きなように報告すると良いい」

「……、」

　どうして、どうやって、と。

　メリディアーナの瞳には激しい困惑と恐怖があった。

　ぶーぶーは心の優しい彼女の命の恩人だが、多くの人間は【イベリコオーク】そのものを毛嫌いしている。そんな人間が集まる宿屋街に彼を連れていけば、大きな混乱になるだろう。それは間違いなくぶーぶーの心に悪い傷を刻み付けるはずだ。

　対して。

【賢者】は空いた手の親指でどこか別の場所を示した。この茂みからわずかに離れた、人間達がおざなりに石畳を敷いた細い街道。そこに置いてある荷車と束ねてまとめた太いロープを。

　そして彼女は言った。




「ガールズグリルの新メニューとして。四メートルに達する人身豚面の血肉からどれだけ莫ばく大だいな【経験値】を受け取れるか、みんなの注目を集める楽しいイベントになるとは思わないかな？」
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　夕暮れになって、情報はベアトリーチェ達に伝わった。

　地道な【迷めい宮きゆう】探たん索さくよりも突如現れた【賢者】の動向を探るため、ガールズグリルを出た後も地上に残っていたのが幸いだったのかもしれない。

「あの野郎、ふざけやがって!!　やっぱり良いい事なんか一つもなかった!!」

「落ち着けってベアトリーチェ、闇雲に動いてもぶーぶーは助けられない！」

【妖よう精せい】達たちがレンガで造ったぶーぶーの家に、みんな集まっていた。掌てのひらサイズのメリディアーナはぐずぐずと鼻を鳴らし、何度も手の甲で自分の目元を拭っていた。

「うえっ、ひっく……」

　だがいくら同じ行動を繰り返しても意味はないだろう。ぶーぶーを無事に取り戻さない限り、その涙の原因が取り除かれる事はない。

「私、わらひ……ぶーぶーさんが連れていかれる間、何もできなかったんです。彼女がぐったりしたぶーぶーさんを荷車に乗せて全身を縄で縛って、宿屋街へ向かっていくところを全部この目で見ていたのに、なのに、うええっ!!」

「あんたのせいじゃない。むしろ良く我慢してくれた。無理に挑みかかって撃破されていたら、この情報だって私達まで伝わらなかったんだから」

　お巡りさんのアルメリナはそう言うが、メリディアーナの心を縛る重い枷かせを外せはしない。何しろ命の恩人の危機を前にして何もできずに引き返し、まんまと敵の言いなりになってメッセンジャーを務めたのだ。どれだけ魂を炙あぶったかは本人にしか分かるまい。【亜あ人じん】は種族ごとに一つ【スキル】を持つようだが、直接戦闘に役立つものでもなかったのだろう。

　オレンジ色の装束を翻し、【妖よう精せい】達たちの長老のモルガンもひらりと舞いながら泣きじゃくる同胞の肩に手を置いて、

「それ以上泣くでないメリディアーナよ、客人の前だぞ」

「うええ、れも、らって、でもお……」

　そんな小さな隣人達を見ながら、ベアトリーチェは強く思う。

　勝ってぶーぶーを取り戻さなければ、その涙を拭ってやる事もできない、と。

　宿屋街の噂うわさや流行に強いフィリニオンはメガネをくいくいさせながら、

「ガールズグリルでの新メニューの話はすでにちらほら出回っているみたいです。やはり、気絶したぶーぶーさんがお店の裏へ荷車で運び込まれる際に軽い混乱があったようで。【賢者】がにっこり笑って乞うご期待と言っただけで場は収束したようですけどね」

「……ようは一風変わった公開処刑を期待しておる訳だろう」

【ストリオーナ】は指先でメリディアーナの頭を撫なでつつも苛いら立だった声を出し、

「聞いているだけで胸むな糞くそ悪わるい話だ。首謀者もギャラリーも皆まともな話が通じるとも思えん。そのような愚劣な人間ども、わしが『赤き狂熱の砂嵐』でまとめて排除してやっても構わんのだがな」

「ふうー……」

　他人のヒートアップを見てかえって落ち着いたのか、ベアトリーチェが細く長い息を吐いた。そして気持ちを切り替え、彼女はこう告げる。

「私も是非やってほしいところだけど、ちょっと待って。無責任な野次馬ごと【賢者】達をとっちめるだけならそれで良いいけど、破れかぶれで【賢者】達が身動きの取れないぶーぶーに包丁を突き立てても困る。大暴れするのは安全確実にぶーぶーの身柄を確保してからって事で」

「冷静なふりして全然落ち着いてない!?　宿屋街壊滅を前提に話を進めるのやめましょうよ!!　あっ、アルメリナからも何とか言ってやってください!!」

「ああ、こういう人質救出ならお巡りさんの私に任せてもらおうか」

　地図マニアでもあるアルメリナは派手なスリットの入った太ふと股ももの辺りへ手を伸ばし、羊皮紙でできた宿屋街の図面を取り出して床に広げながら、

「ほぼ間違いなくぶーぶーはガールズグリル店内に運び込まれただろうが、実は内部の構造には不明な部分も多い。一方で、いくらこっちを挑発しているからって、あの【賢者】からぶーぶーを助け出すなら真正面から手土産持参で訪問するのは絶対に間違いだ。ただでさえ実力差ははっきりしてるし、みすみすぶーぶーの首元に刃を押し当てるチャンスを相手に与えるだけだろ」

「だったらどうしろっていうのよ、ぶーぶーはこのままにしておけない」

「だから頭に血が上ったお前の純粋な火力に期待しているんだよベアトリーチェ。この救出作戦の要はあんただ、こう言えばちょっとはやる気が出るか？」

　アルメリナは肩をすくめて、

「やるなら【賢者】の不意を打って突入するしかない。つまり表も裏口も無視して外壁をピンポイントで爆破し、ぶーぶーの囚とらわれた部屋への侵入口を作って最短で突入する。ついでに言えば、【賢者】含め内部の人間を衝撃で薙なぎ倒たおして昏こん倒とうさせられればベストだけど、そこまで期待できるかは未知数。何しろベアトリーチェの話だと、ヤツは全ぜん属ぞく性せい完かん全ぜん網もう羅らでどんなダメージも通らないみたいだからな」

「でも、内部の構造は分からないんですよね？」

「ああ」

　続いてさらにアルメリナはもう一枚地図を取り出す。

　ガールズグリルには昼頃に入ったが、あくまでも自分の足で歩いて目視で測量できたのは客が自由に見て回れる表のホールや化粧室程度。料理のメニューや捌さばく速度、受け渡し口の位置、後は建物を外から見た時の煙突などから厨ちゆう房ぼうの場所とサイズなどは概算で求められるが、食糧庫や従業員の居住スペースの有無など、空欄のままの箇所も多い。グランズニールの真下はどこも【迷めい宮きゆう】が走っているため、あまり深い地下構造を造る傾向はないのが唯一の救いか。

「店の外観から不明部分の面積を算出して、図面を埋めていく必要がある。その上で人員配置とぶーぶーが囚とらわれている部屋を探るのも」

「つまり、誰かが店内に潜る必要があるって言いたいのね？」

「当然、ベアトリーチェはすでに【賢者】から顔が割れているし、私とフィリニオンはあんたの顔見知りとして認識されてんだろ。同じテーブルでメシ食ってた訳だしな」

　見た目だけなら一〇歳の可か憐れんな逆説が片目を瞑つぶった。

「面の割れていない客がいればよいのだろう。わしが行こうか？」

「そう願いたいけど、理由が弱い。ガールズグリルじゃ捕まえたぶーぶーの解体ショーの準備を進めてんだろ。少なくとも宿屋街の人間達の認識では確実に。多分、有象無象の野次馬達が哀れなぶーぶーを見ようと噂うわさの名店に押し寄せてる。そんなの対処してらんないから、門外漢は一律で店の奥へ入るのを禁じてるはず。つまり、『ただの客』くらいじゃ懐ふところには潜れない」

「だったら誰が適任だっていうの？」

　唇を尖とがらせるベアトリーチェは火力系幻覚の【魔法】を呼び出し、いくつかの四角い枠をラインで結んでいく。にっくき【賢者】とシビュラ、囚とらわれのぶーぶー、それに救出要因としてのベアトリーチェ達。しかし潜入役の項目はどうしても空欄のままだった。

　そしてアルメリナは片目を瞑つぶってこう答えた。

「ぶーぶーをきちんと敵視、いいや激しく憎ぞう悪おしている人間。その事実が少なくとも【賢者】達の手で裏を洗って確かめられる人間。それなら何としても自分の手で恨みを晴らすため、解体前のぶーぶーに会いたいってしつこく食い下がって取引を持ちかけても自然に映るはず」

「……？」

「ま、潜入用の人材選出はこっちに任せておけって。……あんな猛獣を檻おりから出すなんて私も真っ平だが、今は背に腹はかえられないだろうからな」

　コンコンコン、とノックの音があった。

　全員がドアの方を見る中で、アルメリナの顔にだけ驚きがない。おそらく最初から準備を進めていたのだろう。

「入れよ井いの上うえ。その調子だと手こずったか？」

「こっちにいる時は【錬れん金きんチアリーダー】のフルドラちゃんですう」

　許可をもらってからぶーぶーサイズの大きな扉を開けたのは、泣きぼくろが特徴的な身長一四五センチの小柄な少女だった。ピンクの長い髪をツインテールにして左右へ流し、服装についても白や桜色をベースにしたタンクトップとミニスカートにおざなりな革のポーチや色とりどりの宝石に偽装した目薬に似た薬液容器を付け足しただけ。足回りなんて細いストラップのサンダルである。両手で持っているポンポンにどんな効果があるのかも不明だ。ただし背丈は小さいくせに胸はある。まったくイラつく体型であった。そういう【魔法】なのか、ちょっと動くたびにあちこちに星やハートの光が飛び交うのも含めて。

　ベアトリーチェの知り合いではない。

　アルメリナはアルメリナで気軽な調子でこう付け足していた。

「ああ、イラつくのは仕様だから気にすんな。こいつは【錬れん金きん術じゆつ】で作った化粧品で【ヘイト】値を調整して敵の注目を集める係を兼任してるから。ダメージゼロのキラキラエフェクト使って獲物を引きずり回すのが仕事なの」

「うへえ、自分からマイナス装備を身に着ける的な？」

「モーションしかないデコイの回復魔法ポーズを決めたりしてな」

　衣服はそういう形の【魔法】であり、【パラメータ】を補整する役割を追う。なので大雑把に衣装を外からスキャンするだけでもある程度なら【パラメータ】は推測できるが……確かにピーキーだ。真っ当な攻撃や防御よりも、まず見み栄ばえを最優先している、とでも言うべきか。

　そしてアルメリナの本題も彼女ではなさそうだ。

「例のヤツは？　必要なんだ」

「分かってはいますけどお、マジで気をつけてくださいねえ。すでにリアル世界でも保護観察期間中に暴れて少年院に逆送、そこからさらに六回脱走を企てています。自殺未遂を装よそおって警察病院に搬送されてから、看護師の同情を誘って半ば洗脳めいた事にまで手を伸ばして手駒を増やしたり。あと少しで彼女を擁護しようとした間抜けで優しいカウンセラーさんの右耳だって食い千切られるところだったんですからあ」

　びくびくしているのは話を聞いていたフィリニオンだった。

「い、一体誰の話をしているんですか。そんな知り合いに心当たりなんてないんですけど」

「いいやあるはずだ。私達はヤツをようく知っているはずだぞ」

　連れてこい、とアルメリナが指示を出すと、フルドラは道でも譲るように横へ移動した。

　かつん、という硬い足音が出入口の方から良く響く。

「あ」

　ベアトリーチェの頭が空白で埋まる。

　火力系幻覚の【魔法】でもって呼び出した、いくつかの四角い枠とライン。その最後の一枠、ガールズグリルの潜入役が満たされていく。

　だがしかし、これは……。

　目の前を埋めるのは青。長い髪を豪快な縦ロールでさらにボリュームを増やし、豊満な肢体をお姫様のようなシルエットで着飾る冷酷な淑女。だが胴を縛いましめているのは貴族のコルセットではなく、鞘さやに収まった一本の十字剣だ。多数のベルトで体に固定した剣の他に、膨らんだスカートを再現するよう鋭い氷の装甲で腰回りを覆っている。

【火か力りよく属ぞく性せい】に特化したベアトリーチェとは真逆に、【水すい力りよく属ぞく性せい】への完全特化。

　新たなる闘技場の女王にして、絶対零度の支配者。

「【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウ!?」

「まあ、わたくしなら【イベリコオーク】含めて皆様に強い恨みがあると言えば誰でも納得でしょう？　まして、バックについていた自称『会議室』は【賢者】ご本人様にへこへこ取り繕うためにわたくしを派遣していたのでございますから」

　氷の扇で口元を隠しながら、冷酷な猟師はくすくすと邪悪な笑みを浮かべる。

「しかし一方で、わたくしの『上』は電撃作戦で瞬またたく間まに撃破壊滅されてしまいましたから、わたくしの顚てん末まつが【賢者】側にまで伝わっているかどうかは分からない。本当に、帰還直後で直接言葉を交わして報告する暇もありませんでしたもの。平たく言えば、わたくしも捕まってしまったのか、一人逃げ切って野放しになっているのか、向こうには判断材料がないのです」

「……、」

「だから安心してわたくしに状況を預けてくださいな。わたくしとあなた方は一いち蓮れん托たく生しよう、同じ船に乗る仲間として仲良くやっていきましょうよ。ねえ？」
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「話が上手うまくいけば刑期が半減するよう『上』に掛け合ってやる。【賢者】の正体に関する重要な情報なら法務大臣も無視できないし。だが途中で裏切れば終わりだ。少年院に逆送とか甘い話ではなく、そもそもリアル世界に帰る暇もなくお前は死ぬ。分かったか、ヴィルデフラウ？」

　宿屋街への道すがら。アルメリナからの説明は明瞭簡潔なものだった。

　グラマラスな【氷ひよう瀑ばく姫き】は笑みを浮かべたまま肩をすくめて、

「むしろ、条件が破格過ぎてかえって身構えてしまいそうですけれど。わたくしの【魔法】の冴さえはご存知のはず。それを【兵へい輝き】も奪わず、手足の拘束も解かずに表を歩かせるなんて」

「逆に言えば」

【殴おう僧そう侶りよ】の目は笑ってなかった。

「その自由を取り上げなくても、いつでも貴様に引導を渡す手段に心当たりがあるんだ」

「ま、まあまあ」

　両手を顔の左右で広げて割って入ったのは【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンだった。やや口くちの端はしが引きつりつつではあるものの、彼女は何とか笑みの形を作りながら、

「今はぶーぶーさんを助けるために一致団結しなくちゃならない時でしょう？　ギスギスしながら身内で足を引っ張り合ったって成功率が上がる訳じゃありません。過去の事はいったん水に流しましょうよ、ねっ？」

「……、」

　ヴィルデフラウは音もなく、しかし驚くほど滑らかに首を回してメガネにゆるふわ金髪のお姉さんへ目をやった。

　かち、かち、かち、と。

　口の中で上下の前歯を規則的に鳴らした後に、




「がァっっっ!!!???」




　吼ほえた。

　とっさにベアトリーチェがフィリニオンの肩を摑つかんで手前に引っ張った直後、長い金髪が流れる空間をヴィルデフラウの歯が容赦なく打ち鳴らす。

　先ほど言っていたではないか。間抜けで優しいカウンセラーは危うく右耳を持っていかれるところだった、と。

　アルメリナが叫ぶ。

「井いの上うえ!!」

「こっちにいる時はフルドラですう」

　ジャコン!!　という金属音が間延びした声に続いた。

　それでようやくヴィルデフラウの動きが止まる。いつの間にか、【錬れん金きんチアリーダー】の両手のぽんぽんからそれぞれ先端の湾曲した三連の金属爪が長く鋭く飛び出していた。青い【氷ひよう瀑ばく姫き】の喉元をなぞり、ギリギリのところで止まっている。

　口元をちょこんと覆うカワイイアピールだけではない。立派な【兵へい輝き】だ。

「分かってもらえたかヴィルデフラウ。あんたはまだ鎖付きだ」

【氷ひよう瀑ばく姫き】は【氷ひよう瀑ばく姫き】で、フルドラの爪そのものよりもほっそりした両手首にぐるりと巻きつくように浮かび上がった無数の【アイコン】に目をやりながら、

「そのようですわね。ただし鎖の長さと太さが分かってしまえば、どうとでもなりそうではありますが。……ダメージゼロ、低確率の即死系【魔法】に、お得意の【錬れん金きん】アイテムで成功率を無理矢理吊つり上あげている訳ですか。なるほどなるほど、なるほどねえ」

　チッ、とアルメリナが舌打ちする番だった。

　彼女としては、手札をさらさずに牽けん制せいしておける状況が最善だったのだろう。疑心暗鬼、自縄自縛は最大の鎖だからだ。必要に迫られたとはいえ、のっけから明かしてしまったのは痛手のようだった。

　ベアトリーチェ、フィリニオン、アルメリナの三人に、追加でツインテールのフルドラと縦ロールのヴィルデフラウ。結構な大所帯になった彼女達が宿屋街にやってきてみれば、夕焼けでオレンジ色に染まる街並みはこんな大事件の渦か中ちゆうであっても全くいつも通りであった。どこもかしこも夕飯の準備で良いい匂いが漂ってきている。当然、ぶーぶーを捕まえて監禁している噂うわさの名店、ガールズグリルにも多くの客が足を運んでいるはずだ。

　問題の酒場に近づくと、羊皮紙に活版印刷で量産したであろうビラをばら撒まく若者とすれ違った。

『号外、ごうがーい！　ガールズグリルが激レアの【イベリコオーク】を生きたまま仕入れたらしい!!　不細工なくせに今ではすっかり見なくなった希少種だ、おそらくディナーにありつけばかなりの【経験値】が手に入るぞ。【迷めい宮きゆう】探たん索さくの足を止めてでも解体ショーは覗のぞいてみるべきだぜ!!』

「……、」

「睨にらむなベアトリーチェ、自然体だ。きちんと溶け込まなくちゃ救出の見込みもなくなるぞ」

　実際にガールズグリルへ近づく前に、ベアトリーチェ達三人とフルドラ・ヴィルデフラウはいったん別れる。あんな怪物を野に放つなんておっかない話だが、【賢者】やシビュラ側に五人一緒にいるところを見られても問題だ。せっかくの餌である【氷ひよう瀑ばく姫き】と裏で繫つながっているのがバレたら、潜入の糸口を失う。

『いらっしゃいませー。二名様でよろしいですか、ではカウンター席はいかがでしょう？』

　聞き慣れた声を耳にしつつ、ベアトリーチェ達はベアトリーチェ達で大通りから一本外れた裏手に回って、もはや小さな戦場と化したガールズグリルの隣の建物に入る。

「パン屋は夜中から早朝がラッシュなんだ。モーニングとランチ、後は【迷めい宮きゆう】探たん索さく用ようの携帯食がメイン。何にしたってディナーには向いてないから、この時間帯なら貨幣代わりの【歯車】を積めば簡単に場所を譲ってくれるって訳」

「ふええ。やっぱりお巡りさんは手て際ぎわが違いますねえ」

「なんて言って買収したの」

「お互いポッと出の人気店のせいで商売あがったりってのはつまらんだろう。妨害してやるから力を貸せ。これで応じるようなヤツは【賢者】側には寝返らない」

　誰もいない閉めきったパン屋の床にアルメリナは羊皮紙の図面をいくつか広げて準備を始めている。地図の他に彼女は【魔法】を使ってネックレスのような細い鎖とシャボンの泡でできた四角い枠を空間に表示した。そちらにはふらふらと揺れる視界でフルドラの顔が映っていた。

『へーい、聞こえていますか主任。ヴィルデフラウの視界と映像をリンクしました』

「結構。感度は良好だ井いの上うえ、準備ができているならそのまま始めてくれ」

【迷めい宮きゆう】探たん索さくの時にも使う短距離通信だ。壁などの障害物の厚さに左右される上、距離の制約が厳しいため実戦では必ずしも役立つとは限らないが、こういう時には頼もしい。

　ベアトリーチェもベアトリーチェで火力系幻覚の【魔法】でいくつかの四角い枠とラインを呼び出しながら、アルメリナやヴィルデフラウの話を耳にしていた。

『わたくしは何をすれば？』

「例のガールズグリルは大量のアルコールやハーブ類を仕入れているが、実際に表へ出てくるメニューだけでは消費しきれない事は分かっている。なら裏で何かをするためのカムフラだ。蛇口となる仕入れ業者をお前が締めた事にして、一枚嚙かもうとしているように見せかけろ」

　ようはアルメリナの部下達が業者を買収したり恫どう喝かつしたりして宿屋街のアルコールを独占したので、ヴィルデフラウにはいかにもボスっぽく振る舞ってもらいたいという訳だ。

『例の【イベリコオーク】への復ふく讐しゆう心しんをスパイスにして？』

「分かっているなら話は早い。中に潜って図面にある灰色の空欄を埋めてほしい。部屋の構造と人員配置、後は壁の材質と厚さ、ぶーぶーの閉じ込められているアタックエリアの確定。これらを頼むよ。やましい事を考えている者同士のシンパシーで仲良くな」

　指折り確認するように、アルメリナは一つ一つの条件を嚙かみ砕くだいて説明していく。

　ヴィルデフラウが転べば全て瓦が解かいするのだから、彼女に合わせるのは当然ではある。

「それから、あんたはフルドラの支援を受けている。その瞳で目を合わせた人物は、以降こちらの地図にも浮かび上がってリンクする仕掛けだ。狙うべきはぶーぶーと【エルフ】系。他にも中に人物が出入りしている場合は一通り頼む」

『あら。大本命の【賢者】はよろしいんですの？』

「【スクリーンショット】は見たか」

『ええ。多少の外見年齢を除いて瓜うり二ふたつ。……正直、今でも担かつがれているのではないかと半信半疑ではありますが』

「真実だ。そして履き違えるなよ、最優先はぶーぶーだ。あと【賢者】は【魔法】に精通しているから見抜かれるケースが想定される。むしろ発見しても目を合わせるな。ただし、あくまで自然にやれよ」

　ベアトリーチェはそんなやり取りを耳にしながら、壁の一面に目をやっていた。

　間の小道を挟んでも、直線距離ならガールズグリルの屋内まで一メートルない。それだけの距離が無限の壁に思えてくる。こうしている今もぶーぶーが厨ちゆう房ぼうの調理台に寝かされて、肉切り包丁をお腹なかに当てられているかと想像するだけで背筋が凍るのだ。

「落ち着けってベアトリーチェ」

「でも……っ」

「新メニューだの解体ショーだのの話はおそらく宿屋街の人間を丸め込むためのブラフだ。あんたの話が正しけりゃ、地の底の怪物とやらと戦おうとしている【賢者】側にそんなショービジネスへ精を出す理由を見つけられないからな」

「でも、少なくとも宿屋街の人達はそう思っているでしょ。ぶーぶーが暴れて壁を壊して外へ出たら絶対に容赦しない。その時点で珍味の食材になるはずだった人ひと喰くいワニが表へ逃げ出したって認識される。宿屋街のカンスト組全体が彼の敵になる！　ヤツらは自分の支配するガールズグリルと宿屋街、二重の包囲網でぶーぶーを苦しめているんだ!!」

　話をしているだけで頭に血が上るのをベアトリーチェは自覚する。

　自覚してなお、どうにもならなかった。

「それにどんな理由があれ、わざわざぶーぶーを気絶させて自分の拠点に連れ込んだって事は、【賢者】はぶーぶーに用があるのよ。あの【賢者】が！　目的はどうあれ【イベリコオーク】の集落を襲って皆殺しにした上、屍し肉にくをかき集めてディザスターなんて怪物を造った【賢者】だ!!　根っこに何があろうがぶーぶーにどんな危害を加えるか分かったものじゃない!!」

「だからそいつを食い止めるために私達が頑張るんだ。そうだろう、ベアトリーチェ」

　両手で顔を覆うベアトリーチェの背中へ、【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンがそっと掌てのひらで触れた。

　ここは異世界グランズニール。

　刑法もなければ基本的人権も書面で確約されていない、全ては口約束の島。いいや、仮にあったとしても、人間でないぶーぶーまで守ってくれるものかは果てしなく疑問だったろう。

　だからこそ、なのだ。

　他の誰も守ってくれないから、彼女達が大切な仲間を助け出すしかないのだ。

　極限環境での『対話』は相手に大きな心理的影響を及ぼす。ストックホルム症候群などを引き合いに出すまでもないだろう。自身のために用意された調理場で一人ぼっちになり、絶大な『力』を持った【賢者】から囁ささやき続けられれば何が起きる事か。恐ろしい声も、優しい声も、怒った声も、涙混じりの声も、全ては彼の精神を揺さぶる凶器なのだ。

　あれだけ歪ゆがんだ方法でディザスターという戦力を確保していた相手だ。

　それにぶーぶーの過去も良く知っている。話術に個人的な味付けもできる。あらかじめ内部の脆ぜい弱じやく性せいを理解しているエンジニアが外から改めてサイバー攻撃を仕掛けるようなものだ。彼の好みもトラウマも全てを利用して人格を壊しに来る可能性も否定できない。

　つまり。

　洗脳じみた手段に訴えてくるリスクも。

（させない）

　かつてのディザスターと同じく、ヤツの手駒として腐食して崩れ落ちるまで戦い続ける【イベリコオーク】の末路を想像する。

（心優しいぶーぶーを、そんな目には遭わせない!!）

「……、」

　そして顔を覆っていた両手をどけて、改めてベアトリーチェは冷酷な世界と向き直る。ややあって、恐ろしく低い声で彼女はこう宣言した。

　そう、あらゆる覚悟を決めたのだ。

「始めよう。……何があっても必ずぶーぶーを助け出す」
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　肌の表面を擦る太い縄の感触で、ぶーぶーは目を覚ました。ぱちぱちと両目を瞬まばたきさせるが、前後の記憶がない。見慣れない石造りの冷たい天井と、金属の匂い。空気の流れは感じられず、どこかに閉じ込められている事が窺うかがえる。

　荷車の上だった。

　体を動かそうとしても、思ったよりも太くて頑丈な縄のせいで何もできない。こんなに硬い蔦つたは森の中でも目にする事はなかった。

「【グラウンドスパイダー】の糸を使ったものだよ。元々、蜘蛛くもの糸は束ねれば薄手の防弾装備を作れるなんて話もあったんだが、異世界まで来てそんな話をするのも無粋か」

「っ」

「やあぶーぶー、思ったよりも遅かったね。頑張って気絶までの時間を伸ばした分、無理がたたったのかもしれないけど」

　女性の声があった。【賢者】その人であった。

　ベアトリーチェと同じ赤い鎧よろいやミニスカートではない。薄手の寝巻きにコルセットや飾り袖などを付け足してウェイトレスのように着飾ったおかしな格好だった。髪も流れるようなストレートからツインテールに。元の少女より大きく成長している事も含めて、何となく印象が違って見える。

　見慣れない誰かのような。

　そして彼女は人間が扱うにしてはあまりにも巨大すぎる、丸太か鉄骨に似た趣の【兵へい輝き】を木の枝のように軽々しく手にしていた。いいや、それで正解なのだ。彼女以上に相応ふさわしい持ち主はいないのだ。何故なぜなら、惨ざん殺さつされた【イベリコオーク】達の魂を封じてぶーぶーにその得物を預けたのは、他ならぬ【賢者】自身なのだから。

　今ここで気楽に振り下ろされれば、身動きの取れないぶーぶーは荷車ごとひしゃげて真っ二つにされている事だろう。

　ごくりと喉を鳴らすぶーぶーだったが、しかし【賢者】は首を横に振った。

　右に左に次々持ち替えられた【兵へい輝き】がいきなり唸うなって銀の流線を描いたかと思ったら、あれだけ暴れても全く千切れる気配のなかった太い縄が一瞬で断ち切られていた。砕いて潰すのではなく、切って捨てる。以前激突したディザスターと同じ、重さと速度を活いかした『鈍器で斬る』神業であった。いいや、それもまた【賢者】からディザスターに授けたものだったのか。

　ぶーぶーにすら再現不能な、極みの技。

　複雑で難しい【魔法】の話だけではない。ぶーぶーの意識を刈り取った指先一本と同じく、【賢者】は純粋な格闘戦においても【イベリコオーク】を圧倒するだけの技術を有している。

「うん、確かに細かい傷は多いけど、状態そのものは極めて良好だ。それだけ大切に使ってくれていたんだね、ぶーぶー。預けた側としても嬉うれしくなる履歴を見せてもらったよ」

　まるで包丁を使って魚を捌さばき、刃物の切れ味を確かめるような口振りだった。今の一撃だけで、否いやが応おうでも実力の差を見せつけられたというのに。

「返すよ、体と一つになった得物がなければそなたも落ち着かないでしょう」

　その上、捕らわれの彼へ無造作に【兵へい輝き】を手渡してしまう。ようやく荷車から身を起こしたぶーぶーの頭は疑問でいっぱいだった。いくら基本的に相手を信じる彼でも、流石さすがに【賢者】の行動には信じられない部分が多過ぎる。

　返しても、彼女は困らないのだ。

　手にした【兵へい輝き】でいつ何時不意打ちを仕掛けられても、涼しい顔で一〇〇・〇％返り討ちにすると無言の宣言を放っている。

　ぶーぶーはぐるりと辺りを見回す。心が自然と出口を求めたのかもしれない。しかし窓らしい窓はなく、外の様子は分からなかった。ドアは人間大のものが一つと、別の面の壁に荷車がそのまま入りそうな両開きのものがもう一つ。木の板を組んだ樽たるや木箱が部屋の隅に並んでいるので倉庫のようにも見えるが、それだけではないようだ。

　部屋の中央。

　そこにぶーぶーの身の丈を越える直径の奇麗な大穴が開いていた。完全な円形。そしてその周囲を奇怪な形のガラス容器が取り囲み、いくつも伸びたチューブが大穴の奥へと延びていた。

　当然、グランズニールの足元には誰もが知っているアレが眠っている。

　人間達を除いて、そう、ぶーぶーだってベアトリーチェからのお誘いを受けなければ絶対に足を踏み入れる事のなかった……不定期に形を変える生き物じみた【迷めい宮きゆう】が。

「何を、しているの？」

「さあ、何だと思う？　これでも面倒だったのよ、地図を基に座標を計算してみれば宿屋街のど真ん中。しかも【迷めい宮きゆう】へ干渉するには不自然な量のアルコールやハーブが必要だし。おかげで慣れないお店を開いてウェイトレスの真似まね事ごとに勤いそしむ始末。いやあ、本職はやっぱり大変だ、よくもまあ毎日あんな激戦を続けられるものだと感心させられる事ばっかりだった」

【賢者】ははぐらかしているが、ひた隠しにするつもりもないようだ。

　そもそも自前の『秘密の中心』へぶーぶーを運び込んだ事からも分かる通り、明らかに彼女はその秘密を開示して楽しんでいる。あるいは箱に入ったお誕生日プレゼントの正体が何であるか、小さな子供に当てさせようとしている母親のように。あるいはボディラインを見せつける妖よう艶えんなナイトウェア一枚で寝そべり、獲物の男性をベッドに引き込む毒婦のように。

　そう、楽しんでいるのだ。この極限状態での会話を。

「何か勘違いしているようだけど、私は別にぶーぶーのやろうとしている事を止めようとするつもりはないよ。ぶーぶーはぶーぶーの好きなようにやれば良いし、私は私の好きなようにする。それが結果としてground's_nir……地の底に眠る大いなる敵を葬ほうむる包囲網を形作れるのだとすれば、むしろ『候補』は多い方が良いいくらいだしね」

「ぐらんず……え？　でもだって、それはベアトリーチェ達が言う……」

「そう、分からない事ばかりだよね。だからそなたをここまで招待した」

　ぱん、と胸の前で両手の掌てのひらを合わせ、にっこりと微笑ほほえんで【賢者】は告げた。

　そして彼女はこう提案してきたのだ。

「生あい憎にくとこっちも時間がない。思った以上に、ずっとずっと、世界は深刻だった。そのために私はやり方を変えて表に出てくる事にしたし、もっと大事な事もある」

「？」

　率直に言って、目の前の誰かは恐ろしい。

　だけどこの相手が、遠い記憶の中にいる優しい誰かと重なってしまう事の方が、ぶーぶーは哀かなしかった。笑っているのに哀かなしい目をした、あの人と。

「話をしよう、ぶーぶー。お互いの情報を共有しておきたいんだ。無駄を省いて重複を避け、少しでも効率的に『怪物』への包囲網を固めるために。みんなを助けるために協力してほしいって言っているんだよ、ぶーぶー」




　　　　　７




『ちえっ、今日は随分早い店じまいだな。誰か金にモノを言わせて貸し切りやがったか？　やだよーせっかく見つけた良いい店なのに金しか取り柄のないＩＴデブなんかの巣にされちゃあ』

『大丈夫だって、例の食材の世話でもしているんだろ。大きなイベントには準備期間も必要なのさ。……にしても、ちゃんと食えたもんになるのかね、アレの肉って』

『いや、安易に莫ばく大だいな【経験値】が手に入るって意味じゃあ、かえって食えないくらいの方が効果ありそうじゃね？』

　店から出ていく男達とすれ違うように、空間に浮いた四角い枠の中の視界が移動していく。出入口の扉にはCLOSEDの看板が下がっていたが、それでも遠巻きの人だかりは多い。やはり【イベリコオーク】を食材として持ち込んだ件が響いているらしい。

『おいっ、何だ……』

『……やだ、【氷ひよう瀑ばく姫き】じゃない』

『あのカンスト組まで関わってんのかよ。どういう人脈持ってんだ、あの店』

　人の波は面白いように左右に割れていった。ベアトリーチェも周囲から恐れられる事は少なくないが、ヴィルデフラウのそれはまた反応が違う。次に何をするか分からない、不発弾を見るような目がいやに印象的だった。

（これが【氷ひよう瀑ばく姫き】の視界。あいつの見ている世界の色か……）

　ベアトリーチェがそんな風に思っている間にも時間は進む。まだ陽も完全に落ちる前から早々に閉店したはずの店内へ入りながら、おどけたように『彼女』は囁ささやいた。

『……ヴィルデフラウ、参ります。それでは皆様、吉報をご期待くださいませ』

「お前の呼吸や鼓動まで全部聞こえているからな、【氷ひよう瀑ばく姫き】。声色を誤魔化すだけで私達を騙だませるなんて考えない事だ」

　ブラフかもしれないが、そう脅せば分かりやすく心拍に影響を及ぼすはず、とベアトリーチェは心の中で推測する。もっとも『あの』ヴィルデフラウの肝っ玉が小さいとも思わないが。

【氷ひよう瀑ばく姫き】が今いるのは誰もいないカウンターの椅子やテーブルが並ぶ飲食フロアだ。ここまでならすでにベアトリーチェ達も足を踏み入れている。

　そして当然、最初から相手も部外者を店の奥まで自由にさせるつもりはないだろう。

『で』

　応対したのは【賢者】ではなく、シビュラとか呼ばれる【エルフ】系統のウェイトレスだった。普段（？）とは打って変わって、テーブルに直接腰掛けるツインテールの彼女はどこか行儀が悪い。

　彼女はこちらを覗のぞき込こむようにして、

『どういうおつもりですか。今からメインのディナーという時間帯でお店を閉めさせるなんて』

　おっと、とアルメリナが声を出し、床に広げた羊皮紙の地図へカラフルなヘッドのついた金属ピンを投げつけた。ピンは刺ささるでもなく転がるでもなく、図面の飲食フロアのテーブル上で垂直にピタリと止まる。

「生体磁気でリンク、緑のピンでシビュラを【マーク】したぞ。フルドラの支援とヴィルデフラウの悪運に感謝だ。これで以降は私達も動向を追い駆けられるぞ」

「へえ、ヘッドにわざと傷をつけて、前後の概念をつけているんですね。大雑把ですけど標的の目線がどこに向けられているかも把握できる、と。潜入向きですねえ」

「有効視野の角度と距離が分からないからあくまで目安だけどな。にしても、ヴィルデフラウとやり合った雪山にフルドラがいればあんな延々歩き回る必要もなかっただろうに」

　そうしている間にもすぐ隣の建物では命のやり取りが続けられている。

『あなた方が勝手に聞かれたくない話と判断されたまででしょう？　それに、さっさと済ませれば日没のタイミングでまた開く事もできるのではなくて』

『どこで聞きつけたかは知りませんが、お酒の仕入れ先を片っ端から脅しておいて』

『あらあら。あれだけ大量にストックしてあるなら、一月くらい蛇口を締められたってそのままお店を続けられたでしょうに。一体何を焦あせっているのですか？』

　細い鎖とシャボンの膜の四角い枠を一緒に覗のぞき込こみ、フィリニオンは眉をひそめていた。

「あのうー、結局これって上手うまくいっているんですか？」

「上出来だよ。シビュラの方からヴィルデフラウの目を覗のぞき込こんでくれたのは正直かなり助かった。おかげで【マーク】の手間が省けたしな。大体、いきなり目的を言うとそれを逆手に取られて交換条件を積み上げられかねないからな。娘の命を助けるためにあなたの手にあるワクチンをどうしても今ここで譲って欲しいなんて頼み込んだら、いくら要求されるか分かったもんじゃないだろ。交渉事の基本は、自分の目的を伝えずに相手の急所を押さえている印象を与えられるか否いなか、だ。つまり」

「『お店の奥の構造を知りたい』、『お前達の持ち場を知りたい』、さらに言えば『ぶーぶーを助けたい』という要求を伝えないまま、相手が何か別の目的を思い浮かべながら店の奥へ誘ってくれる構図を作れればベストって事ね」

　そしてそのための材料はすでに揃そろっている。

　ヴィルデフラウは続けてこう言ったのだ。

『ともあれ、何に使っているのか知りませんが、そちらも大量のアルコールが必要なのでしょう？　ええ、何に使っているのかは、し・り・ま・せ・ん・が』

『……何が言いたいのですか』

『わたくしの事は新しい出入りの業者とでも考えてくださいませ。大事な交渉事を終える前に先方が干上がってしまわれても面倒ですし、ある程度は前払いで供給しましょう。焼け石に水程度、かもしれませんけどね』

　ふん、とシビュラは鼻を鳴らした。不本意だが仕方がないといった顔だ。

　彼女は細い顎で店の奥を指し示しつつ、

『ならこちらへ。お分かりの通り、時間は限られていますので』

「……えと、ほんとに奥で何をやっているんでしょう？」

「馬鹿デカい【イベリコオーク】の洋酒漬けとかでない事を祈るしかないな」

　悪趣味にもほどがある回答に、不ふ貞て腐くされたベアトリーチェが軽くアルメリナの頭を小突く。

　ちなみに店の表には一抱えの木箱がいくつか積まれているはずだ。フルドラ含む、アルメリナの子飼いが宿屋街からかき集めてきた度数の高いアルコール類である。普通に両手で持って運ぶのは相当難儀するはずだが、【氷ひよう瀑ばく姫き】の場合は木箱の底を凍らせてしまえば片手で押すだけで簡単に滑らせられるらしい。

　しかし、そこでシビュラ側から待ったがかかった。

『【魔法】で底を凍らせているのですか』

『まさか温度変化でアルコールの質に影響が出ているとでも？』

『いいえ。瓶の中で生き続けるワインやブランデーでもない限りは、冷凍など無茶をしなければ品質が損なわれる事もないでしょう』

　いったんは肯定した後に、

『……ですが、【賢者】からいただいた資料ですと【氷ひよう瀑ばく姫き】の本性は一四歳程度の少女だったような。人間達の習慣ではその歳としで飲酒を嗜たしなむという話も耳にしませんけど』

　まずい、とベアトリーチェの心臓が不自然に跳ねた。

　相手を騙だまそうと事前資料を頭に叩たたき込こんだあまり、かえって不自然な状況を作ってしまった。何故なぜそこまで詳しいのか、という追及をかわせなければここで瓦が解かいする。

　が、

『ぷっ』

『？』

『あっはっはっは!!　いえ失礼、ですがご自分が普段どなたのお相手を務めているか考えた事はありませんの？　ここはグランズニール、地球での条約や法律が一切通じない場所。【迷めい宮きゆう】での殺人や過失致死さえ見逃される無法地帯で、よもや今さらお酒や煙草たばこ如ごときを咎とがめられる日が来るとは思いもしませんでしたので。ぷっくく！』

『そういう事、ですか』

『ええ、見た目と違ってワルなんです。あなた方を脅して利を得ようとするように☆』

　そっと胸を撫なで下おろすベアトリーチェ。

　ようやっとの店内だ。適当に積んだ木箱を丸ごと滑らせてフロアを横切るヴィルデフラウは、そのままシビュラが開けたドアを潜って従業員用のエリアへ踏み込む。

「まず一歩」

　アルメリナがパチンと指を鳴らして床に敷いた図面に向かった。

「才能も善よし悪あしだ。散々雪山でいやらしい頭脳プレイを見せてくれただけの事はあるな」

『手前に二つ、奥の一つ。色々扉がありますけどどちらまで？』

『ひとまず奥まで』

　言われた通りに逃げ場のない建物を進むヴィルデフラウの心境はいかばかりか。連中は屈強な【イベリコオーク】さえ連れ込んで肉切り包丁で捌さばくと公言した。隙を衝つかれて昏こん倒とうさせられれば、死体処理のために同じ方法で解体されて正体不明のシチューやハンバーガーにされてもおかしくはない。ここは中性洗剤で一〇回洗っても血液の痕跡を消せないルミノール反応やナノレベルの繊維解析まで行う科学捜査で満たされたリアルの地球とはルールが違うのだ。

「……ぶーぶーの救出に成功したら、印象を改めないといけないね」

「ああ。あいつの前じゃ刑期半減なんて言ったが、あの【賢者】を生け捕りにしたなんて話にできれば丸ごと恩赦をつけてもらえるかもな」

　そうこうしている間に奥の部屋まで到達した。

　予想通り、何の変哲もない石造りの小部屋だ。家具の類たぐいはなく、壁かべ際ぎわに沿って木箱や樽たるが並べられている。おそらく物置だろう。

「アルメリナ、東にドア、西に窓。おそらく私達が隠れているパン屋の向かいね」

「分かってる」

『ところで』

　シビュラは木箱を押して壁かべ際ぎわにドッキングさせた【氷ひよう瀑ばく姫き】に向けてこんな風に切り出す。

『あなたの目的がいまいち見えないのですが』

『あら。人の獲物を横から奪っておいて良く言いますね。雪辱を晴らしたいというのは割とポピュラーな願望だとは思いますが』

『過去に手痛い敗北を喫した者が取るべき道は二つ。より過激な報復か、あるいは逃避です。何故なぜあなたはそうまでして、自分の天敵ともう一度顔を合わせたいと願うのか。その熱情の部分が理解できないと言っているのですよ、客観的に見て』

　この謎かけは難しい。

　人の心に形はない。例えば、あなたの愛情を客観的に確かめるために物的な証拠を提示してくださいと言われて、さあ何ができる？　バレンタインに手作りチョコレートを渡すか。それとも給料三ヵ月分のダイヤモンドの指輪でも見せれば相手は納得するか。しかも相手は何をやっても結婚詐欺師を見るような目で悪意的に取ってくる人物なのだ。滅多な事では納得しないだろう。

　だが乗り越えられなければおしまいだ。

　何としても、ヴィルデフラウはこの手でぶーぶーに直接引導を渡したいと思っている事を、客観的に信用させなくてはならない。

　ベアトリーチェは火力系幻覚の【魔法】で呼び出していた四角い枠とラインの一群に新たな項目を加えていく。必要なのはシビュラからの信頼。それを得るためにこちらからヴィルデフラウにどんな支援ができるか。

（……最低でも私と、フィリニオンと、ヴィルデフラウ。後は必要ならフルドラも！）

　決断の時だった。

　どれだけ引き延ばしたところで、猶予は長くて一分。

「どっ、どうするんですか？」

「アルメリナ、ヴィルデフラウには適当な相あい槌づちで時間を引き延ばすように伝えておいて。フィリニオンは手が余っているなら私に手を貸して」

「えっ、えっ？」

「【賢者】達は私達とヴィルデフラウが激突した事までは報告を受けていると思う。だけど具体的な戦果はきっと知らない。【氷ひよう瀑ばく姫き】は報告を伝える暇もなく電撃作戦で始末されたなんて言っていたけど、仮にそうでなかったとしても『会議室』は【賢者】に取り入るため、私達の撃破報告を欲しがっていた。なら【氷ひよう瀑ばく姫き】はこんなにすごくてこのタイミングで私達を倒しますとは散々事前プレゼンをしたとしても、結果失敗でしたごめんなさいの事後報告会なんて開く訳がない。詳細を話せば話すほど【賢者】の落胆、失望は広がっていくばっかりなんだから」

「……つまり【賢者】や御お付つきのシビュラとやらは、私達がどういう風に戦ってどんな顚てん末まつになったのか、それが分からない状態になっているというんですか？」

「私達は昼前にガールズグリルに顔を出している。つまりヴィルデフラウが撤退したのは何となく推測がつくでしょ。……でも、きちんと捕まっているかどうかまでは分からない。野放しの【氷ひよう瀑ばく姫き】がグランズニールを自由に闊かつ歩ぽし、あの後私達を背後から闇討ちした。そういうシナリオを刷り込むチャンスもあるはずよ」

　ベアトリーチェはゆっくりと息を吐いて、

「ヴィルデフラウの凶暴性をアピールできる材料があれば何でも良いいんだ。短距離通信いけてるって事は、【氷ひよう瀑ばく姫き】の【兵へい輝き】への送受信はできるんだよね。【スクリーンショット】を捏ねつ造ぞうしよう。さぞかしおぞましい秘蔵のアルバムを作ってシビュラをドン引きさせれば『客観的な物的証拠』の出来上がり」

　当然ながら、ヴィルデフラウが得意としているのは雪と氷の世界。だが本日中に宿屋街や【迷めい宮きゆう】など、多くの人が行き交う場所でそうした白い地獄が顕現したという報告はどこからも上がっていないはずだ。だとすると、

「前にやられたのと同じ環境にしよう。北部山岳地帯の雪山で闇討ちされた事にする。元から猛吹雪の中でなら一面の氷結地獄も目立たない、ニュースにならなくて当然ね」

　とはいえ、本当に今から山に入る時間などない。

　フィリニオンの【調合】スキルで打撲手当て用の氷を生み出す魔法薬を作ってもらうと、アルメリナが広げた図面の邪魔にならないよう、パン屋の角の方に細かく砕いてばら撒まいていく。今はとにかく床が見えないくらいに白く染め上げられればそれで良いい。

「パン屋さんならケチャップくらいあるよね。どこかに生卵ない？　卵白と混ぜて粘り気と色合いを調整したら、それを使って私の顔面を潰した事にしよう」

「……何で料理はできないのにそういう応用編ばっかりスラスラ出てくるんだ」

「うるさい一人メシ熟練者」

　ああっ!?　と低い声で叫んだうっすーい（笑）を放置してベアトリーチェは先を続ける。

「フィリニオン、回復の専門家として多くの傷を見てきたそなたのセンスに預けるよ。私が横倒しに寝転がって顔隠すから、上手うまくケチャップで水みず溜たまり作っておいて。外から見てもらわないと加減が分からない」

「だ、大丈夫なんですかねえこんなので」

　両手の親指と人差し指でそれぞれＬ字を作って組み合わせ、四角いフレームで様々な角度から寝転んだベアトリーチェを撮影しながらフィリニオンがおどおどした声を上げる。アングルによってはパン屋の壁が写り込んでしまうから確実にアウトとして、プロならじっくり見れば光源の反射などでも屋内か屋外かを見抜かれる恐れもある。

「おい、北ほつ方ぽうの雪山は何枚か【スクリーンショット】で保存してたろ。あれ参考にしろよ」

「うーんと、光源の位置はこんな感じで、色彩もちょっと青みがかった方がらしいのかな」

「ベアトリーチェ、早くしないと肌とくっついた所から雪が融とけていきますよ！」

　結局、写真の提示の仕方も含めて【氷ひよう瀑ばく姫き】の演技頼みの部分もあった。

「一応できました。後はこれをヴィルデフラウの【兵へい輝き】に送れば……」







　そして孤立無援の酒場の中では、ヴィルデフラウは思わず反射的に眉をひそめてしまうのを渾こん身しんの力で押さえ込んでいた。

　問題なのは味方（？）から送られてきた捏ねつ造ぞう写真だ。

（この下手くそ!!）

【スクリーンショット】はいかにもそれっぽい。おそらく実際の雪山の資料を参考にして光源などを調整したのだろう。だが本物の吹雪の雪山で人が寝そべった場合、まず肌周辺の雪がじわじわ融とけ、それから氷点下の空気にさらされて再び凍結するのだ。それは雪というより氷に近い。こういう細部を詰めないとあっという間に見抜かれる恐れがある。

「この写真が？」

　空間中に浮かび上がった薄氷のような四角い枠に表示された【スクリーンショット】を眺め、シビュラがどこか嘲るような調子で尋ねてくる。真意は分からない。できるだけノイズを増やして細部を潰しているが、それも込みでこちらの『恐怖』を嗅ぎ取られている恐れもある。

　押し切るしかない。

　ヴィルデフラウは口元に笑みを張り付けて、ねじ込むように言った。

「ええ、わたくしの闇討ちコレクションですわ。ヤミコレ☆」







　しかし、【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェもまたそこで満足しなかった。

　彼女はこう続けたのだ。

「あ、フィリニオン。まともな回復薬のストックもあったよね？」

「は、はあ。でも何で」

　言いかけたメガネ牛の言葉がぶつ切りに切断された。




　ゴドン!!　と。

　ベアトリーチェが自分で自分の頰を思い切り殴り飛ばしたからだ。




　何しろ手首や指先まで器用に関節をつけた金属質感の籠手で包んだ拳だ。その重さ硬さは金かな槌づちなどの比ではない。ケチャップやトマトピューレでは絶対にありえない、もっと鉄てつ錆さび臭くさい匂いがパン屋の屋内をうっすらと漂った。

「ぺっ」

　気にせず、【剣つるぎ聖せい女じよ】は自分の掌てのひらへ口の中で転がしていた何かを吐き出す。

　彼女自身の奥歯であった。

　これで火力系幻覚の【魔法】で呼び出していた四角い枠とラインの一群に、最後のアイテムを当てはめられる。

「確か倉庫は裏通りに面した窓があったよね。【氷ひよう瀑ばく姫き】には位置取りに気を配ってもらって、私がこいつをこっそり受け渡しに行く。確かそなたの部下のフルドラは【ヘイト値】の調整が得意だったのよね。だったら店の表で適当な騒ぎを起こさせて。貨幣代わりの【歯車】をたくさん抱えたまま盛大にコケてばら撒まけば、店を遠巻きに見ているギャラリーが勝手に摑つかみ合あいを始めるでしょ。彼女は【賢者】やシビュラからはノーマークだから仮にバレても大きな問題にはならないはずだしね」

「お、おい」

「分かってる、地図のピンの位置、特にシビュラの目線の向きについては報告して。こっちにできるって事は、向こうにもできるかもしれないんだし。いったん【賢者】に目撃されて延々追い回される展開はもう避けたいからね」

　アルメリナはそういう意味で『引き止めよう』とした訳ではないのだが、ベアトリーチェは自分で処理しているより強い怒りで我を忘れているのかもしれない。

「ヴィルデフラウが飴玉感覚でここに来るまでずっと口の中で転がしていたものをシビュラに見せつければ、流石さすがに【賢者】の御お付つきでも胆きもが冷えるはずよ。写真は見る者の印象で大きく色彩が変わる芸術。天井の染しみも囁ささやき続ければ人の顔に見えてくるくらいだしね。ここまでやれば【スクリーンショット】だけでは胡う散さん臭くさかった、顔を潰してお土産を手に入れた話も、最後に取りこぼした獲物のぶーぶーへの執念も、みんな理解してくれるでしょ」
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「つまり【イベリコオーク】は最初からそのために生きてきた特別な種族だったんだよ」

　窓のない殺風景な部屋。適当な木箱に座るウェイトレス服の【賢者】は小さく笑って言った。

「ground's_nir。地の底の怪物。そいつが一度でも完全駆動して地上まで出てくれば、表層に張り付いているあらゆる動植物は死滅してしまう事でしょう。そうならないように【迷めい宮きゆう】の動きを観察して、胎動の限界を感じた時には持てる力の全てを使って群れ全体で『怪物』の産うぶ声ごえを阻止する。時代の節目節目で多くの犠牲を出しながら、それでもみんなを守るために人知れず戦い続けてきた勇者達の一族。それが、そなた達の正体なの」

「ぷきー……」

「いきなりこんな事を言われても信じられないかな。だけど冷静になってみて、ぶーぶーの体にはそんなにも強きよう靭じんな力が蓄えられている。何故なぜ？　全ての物事には理由があるんだよ、だとすれば『それほどまでの力を蓄えなければならなかった理由』があると、そこまでの強大な敵が存在すると考えるのが自然でしょ？」

【迷めい宮きゆう】はとても怖い所だと教えられてきた。

　そして、ある日突然やってきたニンゲンは【迷めい宮きゆう】に挑み何かよからぬ邪悪が地の底の穴から噴き出すのを止めてくれているとも。

「あはは、そいつはまだ小さかったぶーぶーを怖がらせないための方便だよ。まさか地の底の怪物と戦うのが自分自身の宿命だったなんて聞かされるのは怖いだろうからね。本当は段階的に伝えたかったんでしょう。まず【迷めい宮きゆう】があって、そこには怪物がいて、怪物に立ち向かう仕組みがあって、実はそれを担になうのはぶーぶーを含めた群れのみんなだった、ってね」

「……そのお話が本当だったとして」

　おっかなびっくり、ぶーぶーは口を開く。

【賢者】は彼を縛り付ける強きよう靭じんな縄を自ら切って、さらには手に馴な染じんだ【兵へい輝き】をぶーぶーに返していた。そこまでの自由を与えても関係なしと、無言で宣言しているのだ。

　逆らえば殺す、そんな事いつでもできる。

　そういう意味だ。

「そいつは一体誰なんだ？　何のためにみんなを苦しめたいの？」

「ふふっ、順番が逆なのかもしれないね」

「？」

「そもそもグランズニール自体が巨大な兵へい器き工こう廠しようなの。そなた達地表の生き物は、後からこの島へやってきて居着いたか、あるいは地表から湧き立つようにして生まれた生命の後継なんだよ。大元のground's_nirが何のために地上へ出ようとしているかは分からない。だけどこの島は、【迷めい宮きゆう】は、そのためにある。逆に言ってしまえば、究極最強の兵器が完成してしまえば、もう工場に用はない。おそらく役目を負えた施設は全エネルギーを完成体に譲り渡し、工こう廠しよう自体も巨大装甲や駆動装置として再利用されるでしょう。つまり島が島の形ではなくなる。地表に張り付いていた生き物の暮らせる環境ではなくなってしまうんだ」

「そんな……」

「だけどぶーぶーが引け目に感じる必要はないと思う。どっちが先か後かは関係なく、そなた達はここで生まれたんだから。だからこれは、善悪の話じゃない。生き残るための戦いなの」

　言葉を切って、木箱に腰掛ける【賢者】は部屋の中央にある大穴を指差した。

　多くのチューブを地下に広がる巨大工廠へと突き刺し、大量のハーブやアルコールで作った薬液を絶えず注入し続ける謎の設備へと。

「思ったよりも組み立て作業が早い。こちらから【錬れん金きん】系けい……つまり金属に影響する薬剤を流し込んで【迷めい宮きゆう】そのものの床や壁、もっと言えば目に見えない歯車やシャフトなんかの構造変化を促して妨害しているけど、それでも足止め程度しかできない。このままではground's_nirの完成は止められないでしょう」

　そして、と彼女は美しい唇でもって囁ささやく。

「今回はいつもと違って【イベリコオーク】集落がまとまった数を維持できていない。いざ『怪物』が表に出れば、誰にも止められなくなる。現状のまま見過ごした場合、まず一〇〇・〇％あらゆる動植物は死滅するでしょう。何としても、それだけは止めないと」

「そんな、だって、そんな！　ぶーぶーはボロボロになったベアトリーチェから話を聞いた、自分の罪でも告白するみたいに。お前がぶーぶー達に意地悪して集落を全滅させたって!!　なのにどうして!?　どうしてお前がぶーぶー達がいなくなった事を哀かなしい顔で言うの!?」

「……向こうの長老に頼まれたんだ。これ以上成長の見込みがない、決定的に壊れて錆さびた集落を一度リセットしてくれって。ずっとあの選択を悔やみ続けてここまで来た。長老は唯一健康体だったぶーぶーを軸に集落は再び数を取り戻すって言ったけど、結局その前に『怪物』の完成が迫っている。あれだけ犠牲を許容しておいて、目もく論ろ見みは外れたんだよ。私も長老もね」

「……、そんなの」

「だから、私は『怪物』から逃げられない。何としてもあれを倒して長老達と約束した平和な日々を守るしかない。それこそ、どんな手を使ってでも」

　得体の知れない話を聞きながら、ぶーぶーは静かに思った。

　ここにいるのは確かに『ベアトリーチェ』だ。

　だけど何かが決定的に歪ゆがんでしまっている。そう、ぶーぶーのためを想おもい怒りに任せて【エルキアド】のリーダーを殺しかけた、あの時のベアトリーチェと同じような匂いを感じる。あるいは、その先まで行って二度とその手を摑つかめなくなったベアトリーチェ、とでも呼ぶべきか。

「私は私の方法で『怪物』に挑むよ、どうあっても」

　それは笑顔であっても、人の心をひどく搔かき毟むしる声色であった。

　決定的な一線を越えてしまった者が放つ、箍たがの外れた決意の表明。あるいは最初から想定されていた災厄をも上回ってしまいそうなほどの絶望的な火薬庫を思わせる何かを秘めて。

「だからどうか、ぶーぶーもぶーぶーで自分のやり方を目指してくれ。方法は一つ限りである必要は特にない。一〇〇・〇％の破滅からほんの少しでも確率を縮めるために、その積み重ねでもってみんなを守れるように」
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　吹雪の雪山に転がって真っ赤に顔を潰された女性の写真画像と、下手人の口の中で転がされていた『奥歯』の存在。

『……信じましょう、あなたの人柄ではなく、あなたの趣味を』

　心しん底そこ嫌けん悪おを滲にじませて、シビュラはそんな風に言っていた。

　窓をうっすら開けて自分の歯を受け渡していたベアトリーチェは、隣のパン屋に戻ってくるなりフィリニオンやアルメリナから経過を説明されていた。

『しかしそれなら席を予約すればよろしいのでは、とも思いますが』

『映画を撮るのと観みるのでは感覚が違いますわ。いえ失礼、グランズニール育ちには難しいたとえかもしれませんが』

　ベアトリーチェは額に手をやり、頭を軽く左右に振って、

「？　なんか、頭が重い。気だるいな……フィリニオン、何使ったの？」

「当たり前でしょう。回復薬だって万能じゃないんです。特に顔みたいに繊細な部位だと痕を残さずバランスを保って治すのには苦労するんですから。大雑把に折れた腕へ添え木を当てるのと目鼻立ちを完璧に治す整形手術の違いみたいなもんで、難易度は全然変わってくるんですっ。単純に【ＨＰ】を数値分だけ引き戻せばおしまいって訳にもいきませんからね。その分そっちにも【精神力】を消耗してもらって当然です」

　……そういう話ならぶーぶーを助け出すまで顎の痛みに耐えても良かったのだが、今さらどうにもならない。回復薬はとっくに吸収分解されているだろう。

　一方で、アルメリナが表示している四角い枠の中では、ネグリジェを改造してウェイトレスの服装に作り替えたシビュラが肩をすくめていた。どうぞ、と言って退室を促す。

「おっと、注意が必要だな。新しいエリアに向かうのかもしれない」

　アルメリナが床に敷いた図面に向かう。廊下にあったのはドアが三つで、まだ見ていないのはその内の二つだ。これから向かう場所にぶーぶーがいれば当たりだし、いなければ最後の一つで確定という事になる。

　廊下に出てから、シビュラは再び口を開いた。

『アルコールの蛇口を締めて私達に干渉してきた事から分かっていると思いますが、私達は額面通りに料理を作って儲もうけるためにお店を開いた訳ではありません。まあ、想像以上に面白かったのは【賢者】ともども理解してもいますけど』

『つまり、無理して【イベリコオーク】の料理ショーを開きたい訳ではないと？』

『……意気揚揚と捕まえてみたは良いいものの、試しに耳を削そいで食べてみたら、とてもじゃないけどえぐみと獣臭がきつすぎてお客様にお出しできるものではなかった。悪あく食じきの割に【経験値】も入らない。そういう風に喧けん伝でんしてイベントは中止にするつもりでした』

『なるほど、なるほど、なるほど。無理にでも割って入ったのは正解でしたわねえ☆』

　ため息をついて、シビュラは二つ並んだドアの片方を指差した。アンティークな再利用資材なのか、ニスを重ね塗りした程度では出せない深い色の木のドアだった。

　ヴィルデフラウが開け放つと、その先は厨ちゆう房ぼうだった。リアルな地球と違って電気が存在せず、水道ではなく手押しポンプの井戸がある。冷蔵庫もないので、代わりに冷水で満たした大きな水槽のようなものがあった。それ以外はガス台やオーブンの代わりに焚たき木ぎを使うシステムがあるだけで、全体的な形は普通のレストランの業務用キッチンと差して変わらない。ただし料理人がいない。包丁にフライ返しにフライパンに寸胴鍋。様々な調理器具がひとりでにカタカタと揺れている。まるでそういう生き物がこちらの様子を窺うかがっているかのように。

『【賢者】の手によるものですよ。【迷めい宮きゆう】内ない部ぶをうろつく【ギミック】の再現実験だそうです。もっともあちらは既存の動植物の構造を真似まねているようですが』

『確か我々人間がそれをやって派手に失敗していませんでしたか。その巨大な実験場の名残なごりが今日ある闘技場に化けていたはずでございますけど』

『人間の範囲によります。【賢者】なら成し遂げられるんですよ、あなた達に不可能な事でも』

『と、いうか……』

　ヴィルデフラウはあちこちを見回して、それからシビュラの方を振り返った。

　ちょうど後から厨ちゆう房ぼうに入ってきた彼女が背中を使ってドアを閉めた時だった。

『……肝心要の【イベリコオーク】はどちらに？　ここまで来て焦じらされても困りますわよ、それともすでにオーブンの中にでも詰め込まれているのかしら』

　こんこん、とヴィルデフラウは隣の部屋に面したタイル敷きの壁を手の甲で軽く叩たたいた。

　それを四角い枠越しに見ていたアルメリナが指を鳴らす。

「ビンゴ、厨ちゆう房ぼう隣で確定だ！　外から建物を観察した情報と照らし合わせると窓はなさそうだが、外壁に面しているから爆破で突入できる。かえって外を覗のぞかれない分好都合だ」

「えっえっ？　で、でもまだぶーぶーさんと【賢者】のピンは……」

　フィリニオンがうろたえた声を出すが、アルメリナは動じない。

「【賢者】相手じゃ見抜かれるかもって話をしたろ。二人が同じ部屋にいるなら、それ以上の事はできない。情報戦から総力戦にシフトするべきだ。情報は鮮度が命、何かの気き紛まぐれでよそへ移される前に壁の爆破の準備に取り掛かろう!!」

「ちょっと待ったアルメリナ、何か様子がおかしい」

　ベアトリーチェの言う通りだった。

　ではそもそもシビュラは何のためにヴィルデフラウを厨ちゆう房ぼうへ誘ったのか。

　……それも、包丁や肉叩きがひとりでに蠢うごめくような場所へ。

『一つ、言い忘れていた事があります』

「まずい、ああ、何かまずい流れじゃないですかこれ」

『あなたは【賢者】が下々の報告を上から目線で受けて満足していたと勘違いしていたかもしれませんが、例の【イベリコオーク】の動きに関してはじきじきに監視役を派遣していたんです。……そう、私、シビュラという【ロイヤルエルフ】を、ひっそりとね』

「っ、まずい！」

『したがって、あの雪山での騒乱の後にあなたが捕縛されている事実も摑つかんでいる。自由に動き回って闇討ちなんてありえないんです。そんな中で写真はともかく奥歯が出てきた時にはびっくりしましたよ。しかも他人の歯を使ったデコイではなく当人のオリジナル。この事から分かるのは二つ。一つ目。【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウには私の目を欺いてでも店内の奥に踏み込みたかった理由がある。これは今さら驚くに値しませんし、ひょっとしたらこの短い間に脱獄でもしてグランズニールへ逃げ込んできたのかもしれませんが、問題は二つ目。ヴィルデフラウは何故だかベアトリーチェの支援を受けている。そうなると、あなたの所属と目的は良く分かります。……だから言ったんですよ、あなたの人柄ではなくあなたの趣味を信じるとね!!』

　あるいは刃物が、あるいは鈍器が。

　包丁が、肉叩きが、フライパンが、手回しのミンチ肉製造機が。

　ぶわりと一斉に、それこそ一〇〇を越える勢いで一斉に空中へと浮かび上がる。

【氷ひよう瀑ばく姫き】の得意技は絶対零度の極低温環境を使って相手の体力をこそぎ落とす『凍死』だが、それは相手の視界に入らない安全地帯からじわじわと嬲なぶり殺すものであって、確か直接戦闘そのものは苦手だったはずだ。元から狭い空間を埋め尽くすような刃物や鈍器の嵐にさらされた場合、猛吹雪の白いカーテンを生み出しても目め晦くらましにならないだろう。最さい高こう奥おう義ぎ、空間そのものをマイナス二七三度の絶対零度で包んで気体含む全ての物質を固体化させる疑似宇宙空間の攻撃だって、完全無機物の【ギミック】には通じないかもしれない。ようは、『宇宙空間での船外活動を前提とした構造』であれば構わず動き回る訳なのだから。要約すれば、結論はこうだ。いかにヴィルデフラウとて、全てを防ぎ避ける事ができるかは未知数である。

「くそっ、爆破だ！　ベアトリーチェ、今すぐ壁をやってヴィルデフラウを助けるぞ。来い!!」

「ま、待ってください！　でも、そうしたらぶーぶーさんは!?　隣接しているとはいえ一瞬のラグがあれば命取りです。最初の爆発で驚いた【賢者】が慌ててぶーぶーさんを肉切り包丁で刺してしまうかもしれないんですよ!?」

　フィリニオンの言葉に場の空気が凍り付く。

　今の今まで【賢者】の姿は目撃されていない。だとすればぶーぶーと一緒に同じ部屋で話をしているはずだ。相手は全ぜん属ぞく性せい完かん全ぜん網もう羅らでただでさえ倒し方の分からない存在。万全の態勢で奇襲を仕掛けてもぶーぶーを助けられるのは五分なのだから、絶対に片手間では対処できない。

　しかし一方で、こうしている今も確実にヴィルデフラウの命は危険にさらされている。囮おとり捜そう査さとしての正体が露見した以上はシビュラ側も容赦しないだろう。何が目的で、誰がどこまで知っていて、自分達にどの程度の危機が迫っているか。それを知るまで徹底的に身を削そいで嬲なぶられるか、あるいはストレートに殺されるかの二択しかない。

　同じ建物の別の場所が爆破されれば、もう片方は間違いなく警戒行動に出るだろう。

　どちらかを救えば、どちらかを見逃す。

　救出の機会を失う。

　爆破の鍵を握るのは【火か力りよく属ぞく性せい】一いつ択たくのカンスト組、ベアトリーチェだ。彼女が首を縦に振らない限り、周りがいくら騒いだところで決定は覆くつがえらない。

　ベアトリーチェは火力系幻覚の【魔法】で四角い枠を二つ用意する。

　片方はぶーぶー、もう片方はヴィルデフラウ。

「おい、冗談だよな、ベアトリーチェ！　協力者は見殺しにできないだろ!!」

「ベアトリーチェ、あなたが選ぶしかないんです！　どちらにせよ悔いのない選択を!!」
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【ギミック】の構造を組み込んだと思おぼしき大量の調理器具に取り囲まれて、【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウはうっすらと笑った。

　部屋は二つで、外から爆破できるのは一つ。

　となれば彼女達は間違いなくぶーぶーを助けてこちらを見殺しにするだろう。そうでなければそもそも危険な現場まで足を運んできた意味がない。使い捨ての道具のために第一の目的を見失うはずがないのだ。

　何となく、似合いの末路かとも思った。

　確かに写真画像と本物の奥歯を使ってシビュラの質問をやり過ごそうとしたのはベアトリーチェ達の発案だ。しかし、それがなかったとしてもヴィルデフラウ一人で別案を用意できたとも思えない。相手の出したカードを考えなしに摑つかんでしまったのなら、その結果は摑つかんだ当人が受け入れなくてはならない。ある意味当然の事でもある。

（それに……）

　ヴィルデフラウは巻き込まれないようこちらから距離を取り、なおかつ背中を使って唯一の退路であるドアを塞いでいるシビュラの方に目をやりながら、実は全然別の事を考えていた。

（……わたくし自身が、こうなる事を望んでいた訳でもありますし）

　学校には友達なんていなかった。

　昔から、夢と現実の境のないヤツと敬遠されてきた。

　異世界グランズニールや【魔法】の存在は、そうした彼女に『卒業』の機会を与えず、むしろ一層の拍車を掛けてしまった。夢が現実の壁にぶつかる事なく、夢が夢のまま肥大化して現実を丸まる吞のみしてしまう。

　現実なんてどうでも良いいじゃないか。

【ピース】をかき集めて国家に貢献し、汗水垂らして働いているサラリーマンより必死に家計簿をつけている専業主婦よりよっぽどみんなの役に立っているじゃないか。

　そういう言い訳さえ立ってしまえば、迎合の機会は失われる。

　折り合いをつける必要がなくなるのだ。

　社会に役立つ奇才は偉人と言葉を置き換えられる。ノーベルやエジソンの人生そのものは破天荒を極めた事は彼らの伝記を紐ひも解とけば分かる。自分の作品の糧とするため率先して解剖に参加し死体の中身を何度も観察したというダヴィンチの実話を耳にして、正常な人間ならまず眉をひそめる。だが今より差別や偏見の強かった魔女狩りの時代でさえ、彼が非難され罰せられる事はなかった。それ以上に彼が必要とされ、無為に失われる事を皆が恐れたからだ。

　突っ走って突っ走って突っ走って。

　ふと、後ろを振り返るのが怖く思えてきた時には、もう何もかも手遅れだった。

　自分は戻れない。

　綱渡りを始めてしまった以上は、引き返すという選択はない。かえってそっちの方が落下のリスクが増す。だから続けるしかない。渡り切った先に何かがあると信じて進むしかない。

　自分で自分を変人と認めたくなかった。

　だから、天才になるしかなかった。

　結果の、転落。現実の壁にぶつかる事を恐れて夢を夢のままどっぷり頭の先まで浸つかり続けてきた末に、こうしてグランズニールで命を落とそうとしている。現実に居場所を失った人間は、夢の中に生きて、夢の中で死ぬしかない。つまり、それが今日この瞬間か何十年も老いさらばえてからになるかの違いでしかないのだ。

　まさに自じ業ごう自じ得とく。

　だけど何度生まれ変わったところで、自分はこの道を捨てられないだろう。

　……現実の自分なんて散々だった。本名なんて名乗りたくもない。

　家は貧乏だった。だけどテストの点数がボロボロだったのは、ワイドショーで取り上げられる子供の貧困とやらとは全く別次元の話だろう。きっと自分が裕福であっても結果は変わらなかった。授業についていけないのも、友達ができないのも、流行を追い駆けるどころか最低限の空気を読む力もなかったのも、何もかも。原因を自分以外の何かに押し付けられるのは便利だった。自分には解決できない問題だと規定したから、そのまま心は遊離した。現実世界に行き場がなくても、異世界なんてものがあったばかりに何も困らなかった。そしてそこで成功を収めてしまったら、もう歯止めなんて一切利きかなくなった。

　何か別の道があったら、とっくにそっちを選んでいたのだ。

　辞めたって他に道がある訳じゃない。だからひたすら尖とがるしかなかったのだ。

　ここが行き止まりなら他だって行き止まりだ。むしろ今日まで良く保った。はいはいおしまい、ちゃんちゃん。自分の命の値段はそんなものだ。だから誰からも愛されなかったし、だから誰からも信じてもらえなかったし、だから誰からも背中を預けられなかったし、だから誰からも苦楽を共にしてもらえる事はなかった。

　もう何年も家に帰っていない。一四歳の女の子が口に出すような台詞せりふではないはずだが、事実は事実だ。そして最後に会った親の顔を、彼女は今でも覚えている。

　眩まぶしいものを見るような嫌けん悪おがあった。

　わがまま放題で未熟な人格の持ち主だが、自分より何十倍も何百倍も稼ぐから怒るに怒れない。それならせめてこの子は自分が立派に育てたとでも言って溜りゆう飲いんを下げたいところだが、ヴィルデフラウの扱う【魔法】は殺しの技術だ。行動を止められず、胸を張って看板を下げる事もできず、肥大化した経済活動のモンスターをどう扱って良いのか分からない。そんな顔だ。

　それを見た時、自ら望んで存在の希薄化を願った。

　現実世界であらゆる人間関係を断ち切って、夢の中でのみ生きる存在へ化ける事を。

　だから終しゆう焉えんもまた淡泊なのだ。

　今さら涙を流して哀かなしんでくれる者が残っているなどと、怒りを露あらわにして助けに来てくれる人が残っているなどと、そんな風に思うのは間違いなのだ。彼女の方から全てを諦めて、一方的に断ち切ったのだから。

（なるほど……）

　吹雪の山中で、格下に見ていた相手からの反撃を受けた時に感じた激情を思い返す。

　てっきりパーフェクトゲームを邪魔されたので頭に血が上っていたのかと思っていたが、ひょっとしたら違ったのかもしれない。

（……結局、羨ましかったのかもしれませんわね。異世界グランズニールにどっぷり浸つかっておきながら、現実とも折り合いをつけて。人と人の絆きずなを壊さず夢の中を泳いでいる彼女達が）

　それが何だ。

　たとえ一〇〇回生まれ変わったとして、そんな器用に生きられるものか。

　そう思って、迫り来る死の刃の嵐からヴィルデフラウは人生を投げた。

　それこそ、もう何回繰り返した事か数えてもいない彼女の失敗だった。

　だから。

　なのに。




　ゴッッッバッッッ!!!!!!　と。

　ヴィルデフラウが背にしていた一面の壁が、めくり上げられるように外から爆破された。
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　その瞬間。

　ベアトリーチェの脳裏にあったのは何もヴィルデフラウの事ばかりではない。彼女は当然の帰結としてぶーぶーの救出を捨てていなかった。

　その上で、

「……ぶーぶーやディザスターの、つまり【イベリコオーク】の硬い皮膚はある程度私の炎を弾く強さがある。それは実際に戦ったから間違いない」

「ベアトリーチェ？」

「ちょっと痛い目を見てもらうけど、でも死ぬほどじゃない。なら遠慮する理由は特にない」

　クエスチョン。

　二つの施せ錠じようされた部屋があり、それぞれ大切な人質が中に入っている。対して爆破のチャンスは一度だけ。さてあなたはどちらを助ける？

　普通の人間なら散々思い悩んで罪の意識に苦しみながら片方を選ぶだろう。あるいはどちらも選べずに時間切れとなり、結果両方の命を失うだろう。

　だが最強は違う。

　カンスト組ならこう回答する。




　だったら一つ一つの『部屋』なんて小さな事を言わなければ良い。

　一気にまとめて吹っ飛ばしてやれば、部屋の数など関係ないだろう、と。




　実際には厨ちゆう房ぼうに面した外壁をまとめて爆破した。四角い箱全体が斜めに傾かしいだものの、未いまだに完全に潰れてはいない。

【賢者】側が全く怯ひるまずピンピンしていた場合に備えて警戒しながらも迅速に踏み込んだベアトリーチェ達は、そこで思わぬ展開と直面した。

「ちくしょう、何よ！　最後の一部屋にも誰もいないじゃない、ぶーぶーも【賢者】も!!」

「べっ、べべっべベアトリーチェ!?　それも大事ですがあのう!!」

　フィリニオンの震える声に反応して、壁も部屋も概念の消えた空間を引き裂き、灰色の粉ふん塵じんの中からいくつもの包丁やアイスピックが襲いかかってきた。

　対する【剣つるぎ聖せい女じよ】は一振りだった。

　レイピア状の【兵へい輝き】が鋭く一いつ閃せんした直後、世界の傷口から鮮血が噴き出すように溢あふれた莫ばく大だいな炎が調理器具崩れの全自動凶器をまとめて焼き尽くす。粉ふん塵じんの中から飛び出す有象無象を、その粉ふん塵じんごと消滅させていくような勢いで。

　それは明らかに彼女達の身を守る範囲を越えていた。

　爆破の衝撃で床へ転がる【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウをも守る前提で放たれた炎であった。

「ボケッとしてんな！　立てヴィルデフラウ!!　ベアトリーチェはちゃんと計算して爆破してる、フィリニオンの回復薬が必要って訳でもないだろう!!」

「えっ、あ？」

　訳が分からないといった顔の【氷ひよう瀑ばく姫き】の頰でも引ひっ叩ぱたくようにアルメリナが続ける。

「あんたの出自が何であれ、仲間として引き入れた以上は絶対に見捨てん！　そこには責任を持つ!!　決定権は炎を操るベアトリーチェにあったけど、あいつもそこは曲げなかった。良くやった、あんたは自分の仕事を成し遂げたんだ。絶対に生きて帰してやる、不ふ貞て腐くされる前に最後の仕事をやるんだよ、ヴィルデフラウ!!　ここから逃げるんだ!!」

　意味不明であった。

　そんな義理のために余計なリスクを背負ったのか。隙あらば耳の一つでも嚙かみ千切ってやろうとした狂犬相手に。素直に最後の部屋だけ爆破していればもっと確実に奇襲できたかもしれなかったのに。

「知るか」

　目線で訴えて、だけど吐き捨てるようにベアトリーチェは即答した。

　未いまだ道に迷う少女に背を向け、だがその背に負った魔法陣を大きく見せつけるようにして。

「そなたの人間としての本性なんて私の知った事じゃない。だけどぶーぶーは心が優しいから、自分のために命を賭けてくれた仲間が見殺しにされたなんて知ったら絶対に傷つく。そういうのは避けたかったのよ、彼のために！」

「……、」

　流れるような悪態の中で、だけど彼女達の認識がどうなっているのかが分かるフレーズが一つ混じっていた。

　仲間、と呼んだのだ。

　白々しい笑みを張り付けて表面的に着飾った建前ではなく、この局面で、まるで悪口か何かのように自然と洩もらす格好で。

「だから立てヴィルデフラウ！　立って私達に協力しろ!!　どっちみち、【賢者】とぶーぶーがいない以上シビュラと戦って話を聞く他ない。単に奇襲一発で倒せなかったからには総力戦よ。少しでも背中を預けられる相手は多い方が良いいの、そなたみたいなのが相手でもだ!!」

　その言葉は一切容赦がなかったからこそ、逆に心の中にしまっている本音が見え隠れしているような気がした。人の心に形はないから、物的証拠を提示するのは難しい。確かにその通りで、実際にヴィルデフラウを窮地に立たせたが、そんな彼女にでも分かる。

「ばっ……」

　こいつらは、本気で【氷ひよう瀑ばく姫き】を仲間だと、背中を預けるべき存在だと認識している。

「馬鹿なんじゃありませんの、あなた達……」

「馬鹿でも何でも良いい、ぶーぶーを助けるために手を貸せと言っているのよ、ヴィルデフラウ！　首を縦に振らなければ今度こそ私達はそなたを見限る。その程度の人間だったと諦める！　それが嫌なら立って構えろ!!　とにかくこちらは時間がない、この爆音だって【賢者】に聞かれているかもしれない。だから急ぐの！　共に【賢者】の側近を倒してこの場を乗り越え、ぶーぶーに繫つながるヒントを得るために!!!!!!」

　正真正銘の本物の馬鹿だ。

　上うわっ面つらの厳しさに反して、裏を返せばまだ諦めていないと言っている。吹雪の雪山であれだけやられておいて、まだ信じたいと願っていると。これが最後のチャンスで、手を摑つかめば引きずり上げてやると、こいつらは本気でそう考えている。

　存在の希薄化を願い、全ての線を自分から断ち切ったと思ってきた。

　だけど残っていた。

　細く細くどうしようもなく細い、それでいて、絶対に切れない最後の線が。

「ふ、うふふ」

　そこまで頭に浮かべて、どういう訳かヴィルデフラウは笑っていた。

　従う義理は特にないのに、何故なぜだか爆破の衝撃でやられた足腰にもう一度力を込めている自分がいた。ひょっとしたら、目の前に差し出された『それ』を失う事を恐れている自分がいるのかもしれなかった。

　かつてない静かな高揚を感じる。

　技術革新をもたらす【ピース】を山ほどかき集めた時にも、弱者と規定した誰かを長い時間をかけて嬲なぶり続けた時にも、決して湧き出る事のなかった感覚を。

「良いいでしょう、この【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウを使役するというのであれば覚悟なさい！　私の攻撃は精度が甘い、少々やり過ぎて味方まで氷漬けにするかもしれませんしねえ!!」

　結果、彼女達の流儀に従って宣告した。

　同時、【氷ひよう瀑ばく姫き】の五指に寄り添うように空間中に小さな【アイコン】が並ぶ。その胸の前、十字剣の交差部分を中心に巨大な魔法陣が浮かび上がる。

　そう、ヴィルデフラウは悪辣な言葉の中に織り交ぜて、確かに言ったのだ。

　あなた達のために、やり過ぎだと怒られる程度には頑張ってみる、と。
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「ふん」

　いつの間にか、シビュラの手にはねじくれた木の枝の先端に大きな水晶球をつけて細い弦げんを張った、弓にも杖つえにも見える歪いびつな【兵へい輝き】があった。

　というか、服装自体が赤いネグリジェの要所を整えたウェイトレス服から胸元の大きく開いた緑色のワンピースへと切り替わっている。髪も解ほどけ、流れるようなストレートに。

「……予定とは違いますが、まあ許容の範囲内。結果として【賢者】の敵をまとめて釣り上げられたのならば良しとしましょう。【ロイヤルエルフ】シビュラ、参ります」

「何が参りますだ馬鹿野郎、グランズニール生まれの【亜あ人じん】にゃ人間用に開発調整された【兵へい輝き】も【魔法】も使えないのは分かってるんだっつーの!!」

　アルメリナが自前の鉄の杖つえを振るい、愛用の鎖付き鉄球をヘッド部分に呼び出す。

　シビュラの宣言が予想通りのハッタリならここで終わりだ。こちらには炎一択の【剣つるぎ聖せい女じよ】と物理専門の【殴おう僧そう侶りよ】、凍結攻撃に特化した【氷ひよう瀑ばく姫き】に加えて後方支援の回復に尖とがりきった【白しろ魔ま女じよ】までついている。ここまで来ればカンスト組だけで固めた立派な【パーティ】だ、正面火力だけでも戦い方次第では【ブレイクニュース】に挑めるチャンスさえ出てくる。

　が。

「【追つい閃せんレーザーロック】」




　直後にシビュラの手にした【兵へい輝き】の先端、水晶球から眩まばゆい光が放たれる。

　それは弓を引くと集束されて一本の矢となり、そして無慈悲に射出される。




　ガカッッッ!!!!!!　と暴力的な閃せん光こうが空間を引き裂いた。

　思わず身構えたアルメリナの【兵へい輝き】に直撃し、摑つかんでいた両腕ごと弾はじき飛とばされる。大きく万歳するように持ち上げられ、無防備な胴体をさらしてから気づかされた。たまたまではない。相手は得物から狙い、確実に次の一手で葬ほうむり去されるよう態勢を崩す事に集中していたと。

　ねじくれた木の表面から垂直に、まるでシビュラの視界を補助するモニタのように複数の【アイコン】が浮かび上がっているのが分かる。

　そして冷徹な声があった。

「チェック」

「くそっ!!　何で【エルフ】系統が人間の【魔法】を使ってん……!?」

　最後まで言わせず、さらにもう一射。

　速いだけではなく、執しつ拗ようだ。閃せん光こうの鏃やじりは空間中で曲線を描いてアルメリナの心臓を貫くべく襲いかかる。まともな回避行動を取ってもそれ以上の鋭角さで軌道修正して急所を抉えぐり取とってしまうだろう。

　ゴッキィィィン!!　と。

　横から割り込んだヴィルデフラウの氷の大盾が、巨大な五指と一体化したランタンシールドが、閃せん光こうの矢を丸ごと殴り飛ばさなければ。

「言ってる傍そばから死なないでくださいませ。このわたくしを更生するんでしょう？」

「済まない、助かった!!」

「こ、こういう時だけ素直になるのも反則ですわっ」

　大変珍しい【氷ひよう瀑ばく姫き】の顔が見られたが、生あい憎にくと今はそちらにかまけている暇はない。【ロイヤルエルフ】、すなわちグランズニール生まれの【亜あ人じん】が【兵へい輝き】を操って人間用の【魔法】を自在に行使している。この状況にどう対応するべきかを考えなくてはならない。

（【アイコン】の数自体は多くない。けどそれは【魔法】に不慣れな理由にはならない。ヴィルデフラウと同じく良く使うものだけを選んで【パレット】に並べたショートカット型に過ぎないか……!?）

　ベアトリーチェはひとまず火力系幻覚の【魔法】でいくつかの四角い枠とラインを呼び出すも、今のままでは空欄が多過ぎて答えを導き出せない。

「そんなに不思議な事ですか？」

　当のシビュラは、絶対不可能の壁を破った割に涼しい顔だ。

「あなた達の信じる【魔法】も【兵へい輝き】も、当たり前のように寄りかかっている全ては所詮【賢者】が授けたオモチャに過ぎないでしょうに」

「冗談じゃ、【賢者】の手にかかれば【ロイヤルエルフ】用の【兵へい輝き】もチューニング可能だって言うんですか……!?」

「参ります」

　そもそも戦闘の苦手なフィリニオンを除いたベアトリーチェ、アルメリナ、ヴィルデフラウの三人が、狙いをつけられないよう別々の角度からシビュラへ突撃する。キロ単位にわたって山火事相当の業ごう火かでフィールドを埋め尽くす【剣つるぎ聖せい女じよ】に、空気さえ液化を通り越して固化させる事で真空零度の地獄を生み出す【氷ひよう瀑ばく姫き】も込みでだ。この狭い領域では敵を倒すよりも、かえって味方を巻き込まない方が難しいくらいの大戦力である。

　だが関係ない。

　シビュラが真横に倒して弓を引き絞った直後、光の矢は三本どころか三〇本以上扇状に広がる。まるでデンマーク版オーディン、オティヌスが使う魔法の弩いしゆみだ。しかも向こうが一度に一〇人の敵を屠ほふる弓なのに対し、こちらの殺傷力は神の武具の三倍以上に膨れ上がっている。

「やばっ」

「違うアルメリナ!!　本命は水晶球よ!!」

　ベアトリーチェからの叫びに、今度こそぎょっとアルメリナは両目を見開く。

　直後にねじくれた木の杖つえの先端から、光の矢を一〇〇〇本束ねても足りないくらいの極ごく太ぶと閃せん光こうが空間をまとめて引き裂いた。鉄の杖つえを圧殺用の小舟に変えて盾代わりにしようとした【殴おう僧そう侶りよ】が、すんでのところで上体を大きく後ろへ逸そらす。分厚い鋼の船が濡ぬれた紙のように引き裂かれてスイカより大きな風穴が空き、ド派手にブリッジを描く彼女の胸部装甲を半ば毟むしり取とるように通過していった。うっすーい（笑）だから助かったようなものだ。【剣つるぎ聖せい女じよ】の声が一秒遅れていればアルメリナごと貫通させられていただろう。

　いよいよ本格的にバランスを崩して進退窮きわまったアルメリナへシビュラがさらに続けて追撃しようとしたところで、ベアトリーチェが離れた位置からレイピアを横へ振るう。

　噴き出したのは炎ではなかった。

　ガカァッ!!　という高圧電流の凄すさまじいうねりを避けるように、シビュラはシビュラで一歩後ろへ下がる。

「【擦さつ雷らいサンダーボルト】」

「なるほど、煤ばい煙えんの粒子を振動させて莫ばく大だいな静電気を生み出した、と。【火力】系は起点にしているだけで、よその【属ぞく性せい】にも手を伸ばせる訳ですか。その万能系、ますます彼女らしい匂いがしてきましたね。もっとも方式はかなり違いますが」

　ここにいない誰かに触れられベアトリーチェの眉がわずかに動くが、今はそちらに拘こう泥でいしていられない。【殴おう僧そう侶りよ】が無事に行動の自由を取り戻すのを確認しつつ、

「良いいトコなし」

「気にしてんだから声に出すなっ!!」

　顔を真っ赤にしたアルメリナと共に、ベアトリーチェはレイピア状の【兵へい輝き】に【魔法】で切れ味を補強してからシビュラへと斬りかかる。

「【溶よう断だんメルトカッティング】！」

　が、シビュラは一歩後ろへ下がっただけだった。そして手にした弓とも杖つえとも呼べる異質な得物をくるりと回すと、水晶球の軌跡に従って大きな光の輪が出来上がる。

「【回かい砕さいシールドメソッド】」

　輪の内部も同じ光で満たしたそれは破壊の力を伴った盾であった。杖つえを放ってひとりでに高速回転する光の輪に触れた途端、ベアトリーチェのレイピアとアルメリナの巨大ゲンコツがそれぞれ大きく外側へ弾はじき飛とばされてしまう。ゾクリと【剣つるぎ聖せい女じよ】の背筋に冷たいものが走った。シビュラはまず相手のバランスを崩してから、次の一撃で確実に勝利を取りに来る人種だ。

　彼女は『盾』を解除しなかった。

　トンネル掘削用シールドマシンで人肉をすり潰すように、そのまま構わず突撃してきたのだ。

「うげっ!?」

「悪趣味、なっ!!」

　今さら間近に迫るシールドを【魔法】で叩たたいてもさしたる効果はないだろう。ベアトリーチェはレイピアの切っ先を急激に転換し、むしろ自分達の足元で大きな破壊を生む。

「【鋼こう流りゆうメタルジェット】!!」

　都合八本の熱線がバターのように床一面を切り裂いてブロック状に分割する。シビュラ当人にダメージは入らなくても、足場が崩れればバランスを失うはずだ。そして彼女自身が極めて高威力の『盾』を手にした状態である。転んで自分の体に接触させてしまえば、チェーンソー使用中の事故より悲惨な目に遭う。

「っ！」

　つんのめる状態から思わず警戒して足を止めたシビュラの隙を衝ついて、ようやっとベアトリーチェとアルメリナは大きく後ろへ下がる。一瞬の命は食くい繫つないだが、根本的な危機は継続中だ。変幻自在のシビュラの【魔法】を何とかしなければ勝ち目はない。

「しっ、しーるどましんの盾とか地味だけど極悪過ぎませんかね？　あんなの構えて自分の体を全部隠したままにじり寄られたら打つ手なしなんですけどー!?」

「だったら盾を貫かなくても奥にダメージが届く方法を考えれば良いの！　酸欠とか、爆破の衝撃波とか大音響とか!!」

　それにしても【ロイヤルエルフ】のシビュラが人間用の【魔法】を自在に扱っているのはどういう事か。彼女自身が申告した通り【賢者】が専用の【兵へい輝き】を授けたのか。あるいは耳の長い【エルフ】系というのはブラフで、装備品である【パーセンテージ】系の【魔法】を使って人間の容姿を【エルフ】っぽくアジャストしているだけなのか。

（いや……）

　火力系幻覚の【魔法】で呼び出した四角い枠やラインに、いくつかの情報を加えていく。

　不可思議な事はそれだけではない。そもそも【賢者】とぶーぶーの二人はどこへ行った？　シビュラの服装が赤いネグリジェを基調にしたウェイトレス服から緑を軸にしたワンピースへ切り替わったのだってそう。厨ちゆう房ぼうを飛び交っていた包丁や肉叩きにしても、本当に宣言通り【賢者】が【ギミック】の構造を完全再現した一品だと鵜う吞のみにしても良いのか。わざわざ敵に向かって真実を話す必要なんて一つもないというのに、だ。

　一見して矛盾した出来事の全てはたった一つの理論で説明できるはずだ。

　この期に及んでシビュラは無駄で余計な『遊び』は挟むまい。ベアトリーチェ達には個々バラバラな事象の連続に思えても、シビュラ側からはこれが一番最適化されているはずなのだ。

　だとすればそれは何だ。

　問題の核はどこに隠れ潜んでいる。

「……そうか」

　思わず放った呟つぶやきか、口元に浮かんでしまった笑みのためか、あるいはいくつかの四角い枠が新たに生み出され、複数のラインで結びつけられたからか。

　こちらを睨にらむシビュラが怪け訝げんそうに眉をひそめたが、もはやどうでも良いい。

「【散さん光こうライジングサン】」

　シビュラが掲げた得物のヘッド、水晶球から爆発的な光が全方位に発せられる。

　さらに、

「【追つい閃せんレーザーロック】」

「やばいっ、均一な光のカーテンの奥から何か来るぞ、全く同じ色彩に埋もれた攻撃が!!」

　英語の参考書などで、赤い文字で書いた答えを赤いセロハンを重ねて隠す教材がある。それと同じだ。閃光の向こうから光の矢や盾で襲いかかられたら、こちらには攻撃のタイミングも軌道も読めなくなってしまう。

　ベアトリーチェ達は棒立ちのままやられるしかない。

　そのはずだ。

　なのに。




　ッッッギィィィィン!!!!!!　と。

　次の瞬間だった。甲高い音と共に、完全に視界を封じられたベアトリーチェのレイピアが、シビュラの放った光の矢を容赦なく叩たたき落おとしていた。
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　驚いたのはフィリニオンやアルメリナ達だけではなかった。

　必殺必勝の一撃を軽々と弾はじき飛とばされた【ロイヤルエルフ】シビュラこそが、最も大きな衝撃を受けているに決まっていた。

（いや、まさか、偶然……？）

　さらに弓の弦げんを引いて、立て続けに光の矢を放つ。軌道は直線的とは限らない。あるいは右から大きくカーブを描いて、あるいは真下から一点すくい上げるように顎を狙って、あるいはいったんベアトリーチェの肩口を通り越してから鋭角にＵターンを決めて。変幻自在の空中挙動はもはや弓という概念を越え、そういう生き物であるかのように振る舞っている。

　だが関係ない。

　ろくに体も回さず、ベアトリーチェは右手の動きだけでレイピアを銀の輝きに変えて空間を引き裂き、急所へ向かう全ての鏃やじりを叩たたき落おとしていく。

（じゃない!!　こいつ、本当に!?）

「そもそも【亜あ人じん】の【ロイヤルエルフ】に専用の【兵へい輝き】を渡そうが渡すまいが、【魔法】が使えるとは思えない。【魔法】の鍵になる【経験値】は地球生まれの人間には異世界グランズニールでの経験を正しく認識できないから、それをデバイスで補って自由に付け替えをしているっていうのが根幹となる理論なんだから。つまり【兵へい輝き】があろうがなかろうが、グランズニールに留まり続けるそなたが【経験値】を得る事なんてありえないのよ」

「っ」

「だとすれば、何故なぜそなたは【魔法】を使えるのか。いいや、使えるように振る舞っているのか。こっちは仮説の域を出ないけど、【亜あ人じん】は【亜あ人じん】で人間とは違う特徴を一つ持つのよね。いわく、『彼らは一種族に一つだけ専用の【スキル】を持っている』だとか。もしそうなら、【魔法】に見えたものの正体も、その【スキル】に依存した現象じゃないのかな。そう、例えば」

「【追つい閃せんレーザーロック】!!」

　これ以上は言わせてなるものかと、シビュラはさらに苛烈に弓を引き絞り光の矢を解き放つ。だが【剣つるぎ聖せい女じよ】は右手のレイピア一振りでそれらを正確に打ち落として、そして断言する。




「物体に宿る残留思念の実体化。そなたは【魔法】を使っているんじゃなくて、【魔法】を使っていた人間のビジュアルを呼び出しているだけだったんじゃないか、とかね」




　言葉が詰まった。

　ベアトリーチェがどうしてこうも変幻自在に折れ曲がって確実に急所を狙う光の矢を弾はじき返かえせるのか。シビュラの戦術が完全に見破られている証拠だ。

「つまり、そなたは今この場で計算して矢の軌道を決める訳じゃない。過去の時点で放たれた軌道の中から使えそうなものを選んで再現しているだけ。相手の立ち位置を見て自分の攻撃地点を細かく調整し、過去の攻撃が今でも当たるように場所取りに気を配っていただけ」

　言ってしまえば、シビュラの扱う攻撃は全て既知の軌道を描いて飛ぶのだ。一度でもベアトリーチェ達の前で【魔法】を使えば、後は同じ事の繰り返しにしか見えない。閃せん光こうで目をやられても、タイミングさえ合えば十分に迎撃できる。一定間隔でボールの飛んでくるバッティングマシンの前でリズムに合わせてバットを振り続けるのと変わらない。

「厨ちゆう房ぼうの包丁や肉叩きが宙を舞ってひとりでに動き回っていたのだってそう。あれは【ギミック】なんて関係なくて、そなたが残留思念を呼び出して以前の持ち主の動きを再現していたに過ぎない。まあ、だとすると人殺しのために投げつけるような動きもしていた訳で、手放しに喜べるものでもないんでしょうけど」

　戦闘モードになった途端、シビュラの赤いネグリジェを改造したウェイトレス服が緑色のワンピースへと切り替わったのはいわずもがな。

　いいや。

　そもそも、ウェイトレス服自体が残留思念で形作られていたという事は、

「極め付けに、何故なぜぶーぶーと【賢者】の二人がこのお店から消えてしまったのか。私達はずっとそう考えてきたけど、実際には違ったんだ」

　ベアトリーチェは告げる。

　くるりと回したレイピアの切っ先を、シビュラの方に突き付けながら。

　火力系幻覚の【魔法】で、複数の四角い枠をラインで結んで得た答えを。




「そもそも、一番最初に客として入ったこの酒場自体、残留思念を呼び出して造り上げた虚像に過ぎなかった。本当の人気店はどこか別の所にある。違う？」




　大勢の客がいた。

　たくさんの料理が出てきて、みんな美味おいしそうに食べていた。

　でも、お店の全てが偽りだったとしたら？　彼らが笑顔で口にして胃袋に収めていたものが、みんなみんな過去の亡霊のようなものだとしたら？　そもそも【賢者】達が売りにしていたのは【バフ】、【魔法】による強化支援だ。実体のあるなしなんて関係ない。みんながみんな、ドリンクの中に落とした【魔法】の指輪を眺め、手に取って、装備して、現実にその恩恵を受けていたではないか。

　その『幅』が、ほんの少し外側にまで広げられていただけ。

「何ですのっ、つまりどういう事？」

【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウがベアトリーチェとシビュラへ交互に目をやりながら、

「【魔法】の記憶を呼び出して使役していた。だとすると、その記憶がこびりついている物品を破壊すればシビュラに引導を渡せるという事ですか!?　例えば【兵へい輝き】とか！」

「っ!!」

　思わず杖つえと弓が一体化した武装を構え直すシビュラだったが、

「いいや、そんな簡単なところには隠さない」

　ベアトリーチェからの一言で、今度こそ【ロイヤルエルフ】の心臓が凍った。

　もう誤魔化せない。ブラフやハッタリで狙いを逸そらさせる事もできない。

「ようは【魔法】を使っている人間の残留思念さえこびりついていれば良いんだから、【兵へい輝き】である必要はないもの。大体、自分の命綱をこれみよがしに見せびらかして、私達のレイピアや鎖付き鉄球と平気な顔でかち合わせるとは思えない。万に一つでも亀裂が入って壊れてしまえば、その時点で戦闘不能になっちゃうんだから」

「つ、つまり、だったら何が核になっているっていうんですか？」

「確かにシビュラの手の届く範囲にあって、その残留思念をいつでも引き出せる位置取りをキープしているモノ。それでいて戦闘の際には自分の命と同じくらい大切で、体を張ってでも守り通そうと考えているようなモノ」

　ブン、とベアトリーチェの周囲で八つの光球が浮かび上がる。

【鋼こう流りゆうメタルジェット】。一メートルもあれば戦車を焼き尽くす化学弾頭の威力を一気に数キロ単位にまで引き延ばした、体感的にはレーザービームと差して変わらない【魔法】。

　彼女はレイピアの切っ先で狙いを定めるが、それはシビュラの鼻先のようでいて、実は微妙に逸それている。

　最後の空欄。だが答えはどこにでもあるもの。

　複数の四角い枠を結んだラインが、近くて遠い何かを示す。

　そう、




「そなたが常に背にしているドア板。再利用資材で【吸血鬼カリカンザロス】の眠る幽霊船『ネクスト・ボイジャー』からこっそり毟むしり取とってきたんだっけ？　最初はヴィルデフラウを逃がさないようにって上手うまく演技を挟んでいたけど、それだけじゃあないんでしょ」




　シビュラは自分の顔が激しく引きつるのを確かに自覚していた。

　そしてこんな経験は迷いの森の主として淡々と長生を歩んでいるだけでは決して起きる事のない変化だったはずだ。

　彼女は楽しんでいた。

　……実際のところ、シビュラには【賢者】の言う事が全て正しいかを確かめる術はない。時間の壁を越えるような理論を持ち出されても客観的に証明する手立てがないのだ。だが【賢者】の真偽はどうあれ、初めて顔を合わせた彼女がシビュラに語った言葉が胸の芯を貫いたのは事実。だから【ロイヤルエルフ】は異邦人の言を信じ、共に歩む価値があると判断した。

【賢者】は言った。

　ああ、そなたは昔も今も先も変わらないのだな、その面おもてを見るとどこか懐なつかしい、と。

　それで、シビュラは思い知ったのだ。

　自分は過去も現在も未来も、ただただ他人に請こわれるまま【ロイヤルエルフ】として振る舞い続けるだけの存在なのだと。予定調和の外に一歩でもはみ出す事は誰にも望まれておらず、そんな可能性がある事すら教えられず、まるで岩や樹木のように扱われるのが当然と思って疑問すら抱かず、この先だって一〇〇〇年だろうが一万年だろうが、ずっとずっと今日と同じように息を吸って吐くだけなのだ、と。

　究極的に言えば、これは火遊びなのだ。

　高潔なる血を宿す【ロイヤルエルフ】の、ちょっとした火遊び。

　たった一歩、予定調和の外へ。その結果何か決定的なものが大きく脱線したとしても、シビュラはその刺激を受け入れる。享受する。堪たん能のうする。生まれて初めて他の誰にも望まれぬ自分自身で何かを成し遂げたのだという達成感で胸を満たすという確信がある。

　だから。

　だからこそ。




「ふざけるなよシビュラ。そのやってやりました感は一体どこから来るものなんだ」




　アルメリナからの言葉に、笑みを作ろうとしていた頰の引きつりが、止まる。

　凍りつく。

　すでに時間はない。だから満足に言葉を交わす余裕もない。だが体感時間すら歪ゆがんだ世界の中で、確かに彼女の瞳はこう語っていた。

【ヘイト値】を自分に集めて【賢者】を安全に逃がせば成功か。【賢者】の望むままに片道切符の作戦を請け負えば満足か。それが彼女のためになるか。いいや違う。たとえどれだけ味方のためを想おもったところでそんなのは全部空回りだ。

【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンも、

「あなたは、何が何でも止めてあげなくちゃならなかったんです。道に迷った彼女が右往左往しているのを見た時に！　二つの世界で唯一手が届いたであろうあなたの手で、正しい道はこっちだぞって引っ張ってあげなくちゃあ!!」

　本当に。

　本当の本当に。彼女のためを想おもうなら。

【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウもまた、

「背中を押すだけが優しさではございません。あなたは【賢者】の行いを止めるべきだった。そこまでやって、あなたは初めて、何に憚はばかる事もなく思う存分気持ち良く笑うべきだったんじゃありませんの!?」

「何を……」

　思わず状況を無視して、無限に引き延ばされた体感時間すら否定するように、シビュラは無理矢理に口をこじ開け、言葉を放つ。

「……あなたなんかに、どうしてそんなっ、そこまで言われなくちゃあ……!!」

　対して、フィリニオンも、アルメリナも、そして新参のヴィルデフラウまでもが全く同じ目を返していた。

　彼女達の輝きは確かにこう言い放っていた。




　お前と同じく、共に赤い【剣つるぎ聖せい女じよ】へ背中を預ける身だから、分かる。

　むしろ自分達がお前に言ってやらなくてはならないのだと。




「あ」

　そこが限界だった。

　条件は同じ。だが最後まで寄り添い続けた少女達と、途中で手を離してしまった誰かとの、決定的な違い。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　何の反論もできなくなった直後、体感時間が元に戻る。何か恐ろしく鋭く眩まばゆい何かがシビュラの頭のすぐ横を突き抜け、真後ろにあった『ソレ』をぶち抜いた。
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　カタカタカタ、と低い震動に天井が軽い音を立てていた。

　窓のない部屋でぶーぶーと対たい峙じしていた【賢者】は頭上を見上げて、ゆっくりと息を吐き、そして腰掛けていた木箱の上から静かに立ち上がる。

　気がつけば、その格好は不思議なウェイトレス服から赤い鎧よろいとミニスカートを組み合わせた【剣つるぎ聖せい女じよ】のものへと切り替わっていた。その髪もストレートに戻っている。

「……これでシビュラもやられた、か」

「ぶ、ぶー？」

　恐る恐るといった調子で声をかけるぶーぶーだったが、対する【賢者】は口元に装甲付きの手を持っていってくすくすと笑っていた。

「大丈夫だよ、ぶーぶー。私は怒っている訳じゃない」

「？」

「むしろこの段階でシビュラを撃破してくれて助かった。ディザスターは上手にリタイアさせてあげられなくて残念だったけどね。何しろここは最終電車じゃない。本当に大変な事に巻き込む前に、どうにかして自然な形で降ろしてあげたかったというのが本音だったんだ」

　笑って言う【賢者】に、どうしてもぶーぶーは遠い日の記憶を呼び起こされてしまう。

　あの時と同じだ、と彼は思った。

　笑っているのに哀かなしい目をした、不思議な顔。

「お前、何をしようとしているんだ？」

「そなたとは違う解決法を」

「待って!!　どこへ行こうとしているの!?」

「分からなくても、最後に行き着く終点は同じなんだ。だからいずれ逢あえるよ、ground's_nirまで辿たどり着つけたらね」

　ぶーぶーも荷車から腰を浮かせて【賢者】に摑つかみかかろうとした。こいつが良いいヤツか悪いヤツかは見えないけど、とにかく遠くに行かせてはならない。そんな焦あせりばかりが募っていた。

　だけど次の瞬間にはもう【賢者】は視界から消えていた。

　とんっ、と首の後ろの辺りに重たい衝撃が走ったのは、直後の事だった。
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【ロイヤルエルフ】シビュラの【スキル】である残留思念実体化の細かい条件は分からない。だけどドア板一枚を体を張って死守していたという事は、あまり効果範囲は広くないはずだ。

「ぶーぶー!!」

　残留思念で飾られた空き家を飛び出して周囲を探して回ると、狭い路地を挟んで背中合わせ、別の通りに面した場所に、ほとんど良く似た構造の建物があった。宿屋街の人間は店の裏手から【イベリコオーク】が運び込まれたと言っていたが、裏手に入ってしまえばどちらの店にも詰め込める位置取りだ。ベアトリーチェが内部に踏み込むと、あの嗅ぎ慣れた獣臭がうっすらと鼻につく。自分の感覚だけを頼りに奥へと進み、目的のドアを開け放つ。

　窓のない部屋だった。

　ぶーぶーは壁に向かっていた。

　そしてここには何か焦げ臭い匂いが混じっていた。

「ぶー、ぶー……？」

「起きたら【賢者】がいなくなってた」

　彼はこちらを振り返らず、その大き過ぎる手で何かしらの作業を続けている。羊皮紙の燃えカスのようなものだった。いいや、おそらく立ち去る前に【賢者】が燃やしていった資料の成れの果てだろう。ぶーぶーはぶーぶーで、わずかに残ったそれらをかき集めて壁一面に貼りつけ、少しでも関連のある項目をピンと糸で繫つないでいっているのだ。

「あいつ、笑っているけど哀かなしい目をしてた。ぶーぶーはあの顔を良く覚えてる。ぶーぶー達の集落がなくなった日にも、あいつはあんな顔をしてぶーぶーとおしゃべりしてた」

　それで、なのかもしれない。

　いつもはカレンダーどころか時計も持たずに大自然の流れに身を任せて衣食住を自給自足しているのんびり屋のぶーぶーの背中に、ここまで明確な焦あせりが滲にじんでいるのは。

「放っておけない」

　ぶーぶーは振り返らずに言った。

「何が起こるか分からないけど、絶対とんでもない事になる。【賢者】は自分の仲間達が巻き込まれるのを避けるために、わざとベアトリーチェ達に撃破させて早い段階でリタイアさせるのが目的だなんて言ってた。それが本当ならあいつは自分が死ぬ事さえ恐れていないんだと思う。そんなの絶対に良くない！」

　焦あせるぶーぶーは直感に頼っていくつもの切れ端を壁に並べ、糸で繫つないで関連項目を繫つなぎ合あわせている。だが彼自身が人間側の情勢や【魔法】に詳しくないため、言葉にできない違和感を言葉に変換する術が足りないようだった。自分で組んだパズルを眺めて自分で苦悩している。

　横からベアトリーチェが覗のぞき込こんだ。

　糸から糸へ。断片から断片へ。いつも【剣つるぎ聖せい女じよ】が火力系幻覚の【魔法】を使ってやっている情報整理と同じだ。一つ一つを目で追い駆けて、そしてぶーぶーと思考を重ねていく。

　人の知識を持った少女はやがてこう呟つぶやいていた。

「……【迷めい宮きゆう】最さい深しん部ぶ……グランズニールの『怪物』……ぶーぶーの集落……【イベリコオーク】を使わない方法……群れではなく、個体しての最強……生物としての限界……道具で補う……つまり最強の武具……【ブレイクニュース】……？」

「ぶー、ちょっと待って。今【ブレイクニュース】って言ったの？　ただでさえ馬鹿みたいに強い【賢者】が魂を持つ逆説を利用しようとしているって!!」

「大変よ」

　ベアトリーチェはそう呟つぶやいた。

　赤と銀の髪の少女は青い顔をして頼れる友人を振り返った。

「【ブレイクニュース】の中でも剣の形をした無機物型の【ローレライ】。岩から剣を抜いた持ち主の考える最強の力を実体化するけど、その上で持説の不備を指摘して瓦が解かいさせ、持ち主に破滅をもたらす怪物よ。だけどその【ローレライ】を完全に屈服させるための難しい本を完成させたみたい……」

【ローレライ】。

　かつて破れかぶれの【エルキアド】リーダーが最後の最後に摑つかんだ破格の【ブレイクニュース】。ベアトリーチェ達が今日まで生き残れたのは、あの男の頭にある最強理論に穴があったためだ。だがもしもその全ての穴を塞ぐ究極の理論があり、そんな妄念が実体化したら？　その先に待つのは絶対的な死だ。

　それはもう、最強理論を効果的にまとめた論文というよりも強きよう靭じんな悪魔を召喚して安全に使役するための魔道書の方が近いのかもしれない。

　そしてどんなものであれ、消えた【賢者】が実際に【ローレライ】へ手を伸ばしてしまったらどうなる？　彼女の提唱するground's_nirの怪物とかいうのをたった一人で倒してめでたしめでたし、か。何かが腑ふに落ちない。絵本のようなこのお話の中に、皮肉めいた歪ゆがみが隠れているようで落ち着かないのだ。

「ぷきー、ちょっと待ってベアトリーチェ。それってまさか……」

「うん。そもそもground's_nirっていうのがどれくらいの強敵なのか見えていない部分もあるけど。でもあの【賢者】がそれだけ本気になって取り組んだって事は、【ローレライ】を完全制御すれば【賢者】は本当に『怪物』とやらを倒す力を手に入れられるかもしれない」

　くらくらする頭を必死に押さえて、ベアトリーチェはぶーぶーへ寄りかかった。

　そのまま彼女は告げた。

「でもそれって、逆に言えば【賢者】が『怪物』以上の力を持ったモンスターに作り替えられるって事を意味しているかもしれないんだよ。そうしたら何にもならない。むしろもう一回り大きくなった『怪物』が島のみんなに牙を剝むくだけかもしれないのに!!」













　　　行間一







　まいったな。

　そんなつもりじゃなかったんだよ。




　ああ、ああ。認める、確かにこいつは私の悪ふざけが原因だった。そなたが拾って使っている【兵へい輝き】にも思いっきり『イベリコ！』って刻んじゃったし。ただ、でも、違うんだよ。謝る、悪かったから！　イベリコっていうのは確かに最高級を示す言葉なんだけどー、そのう、かなりタチの悪いブラックなジョークだったんだごめんなさいっ!!

　えっ、そんな事言われてもすでに集落のみんなに広まっちゃった？

　洞窟の壁画にも書き足しちゃったから今さら変更は、でき、ない……？？？

　いやいやいや！　かなり重大な事になってないかな。長老！　そなたからビシッと言ってやればみんなの手だって止まってくれるだろう!?　何しろこの私を鈍器一つで打ち負かして師匠と呼ばせた世界でただ一人の男だぞ、それくらいのカンロクはあったって良いいはずだっ!!

　うん、ああ、すまない。

　思いっきり八つ当たりだっていうのは分かっているんだ。

　私から謝ってもダメ？　もうダメ？

　……うーわー。

　そうなの。じゃあもう私は止めないけど、でも絶対これとんでもなくブラックだよ？　それなり以上のカルマを背負う羽目になるよ？　それでも良いいなら止めないし、私も命名者としての責任を負っていく事くらいしかできる事はないけどさ。

　はい、はい。

　そうだな。じゃあこれからもよろしくね。




【イベリコオーク】の長老さん。
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　さて、大変な事になってきた。

　残留思念を実体化させる事で変幻自在の手札を切ってきた【ロイヤルエルフ】のシビュラとの大きな戦いを乗り越え、無事にぶーぶーも取り戻せたものの、いったんリアルの地球に帰って小休止をしている暇もない。【賢者】は行方知れずとなり、しかも彼女自身わざとシビュラを敗北させて、『とてつもなく不吉な何か』を実行に移す前に安全にリタイアさせておきたかった、という願いがあったらしいのだ。

　絶対に何かが起こる。

　そんな中、ぶーぶーが燃え残った資料を壁一面に貼り付けて類推した情報が正しければ、【賢者】は持ち主に安易な力を与える代わりに確実な破滅をもたらす【ローレライ】を完全制御する事で、ground's_nirを越える『さらなる怪物』に化けるつもりらしい、との話だった。

　一刻の猶予もなかった。

『怪物』から島で暮らすみんなを守るために、『さらなる怪物』が暴れ回ったら本末転倒だ。どっちが勝とうが結局全ては死滅する。まるで相手が核ミサイルを用意しているからこっちから撃ってやりましょうと提案されているようなものだ。それでは守るための戦いにはならない。

　撃破したシビュラについては【錬れん金きんチアリーダー】のフルドラにいったん預けて、ベアトリーチェ、フィリニオン、ヴィルデフラウ、そしてぶーぶーは宿屋街を出た。もちろん人間達の街でぶーぶーが自由に闊かつ歩ぽしていると大騒ぎになってしまうので、不本意ながらもう一度荷車にロープで巨体をくくりつけて宿屋街の外まで運び出す事にする。

「……にしても」

　人里離れた山の麓で荷車のロープを解き、【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンはゆっくり息を吐いた。

「【ローレライ】を完全制御するための秘法とやらが、まさかぶーぶーさん達の集落跡地に眠っているだなんていきなり言われてもですねえ……」

「ぶーぶーもピンと来てないけど、でも【賢者】が自分で書いたメモの中にあった」

「……少なくとも【賢者】ご本人様はそう信じていらっしゃる、という話ですわね」

　よっこいしょ、とぶーぶーは荷車から黒土の地面へ足を着けながら、

「【ローレライ】が今どこにあるか分からないから、そっちで待ち伏せはできない。そうなると、ぶーぶーの集落があった所しかヒントはない。あそこに行くと哀かなしい気持ちになるからあんまり近づきたくないけど、でも仕方がない。早く【賢者】を追い駆けて止めないときっと大変な事になる」

「ふひいー。そのお気持ちは非常に良く分かるんですけどねえ」

　と、フィリニオンが何だかぐにゃぐにゃと溶けそうな声を出し始めた。

　嫌な予感がする、とベアトリーチェやアルメリナが考えると同時に、

「あれだけド派手なシビュラ戦からさっきの今でもう次の総力戦ですよ？　地球に帰ってないし宿屋で一晩過ごしてない！　【魔法】に使う【精神力】スッカラカンじゃないですかもー!!」

「ちょっと待て牛!!　主に頑張ってたのは私達三人であって回復役何もしてないでしょ！」

「あなたのその奥歯を一体誰が治してやったと思ってんですかこのすっとこどっこい!!　ていうか回復役は基本的に矢面に出ないんですっ、アンタら気づいてないだけでさんざっぱら回復してましたよ！　私がいなけりゃ五回、いや一〇回は死んでましたね間違いなく!!」

「ちなみになんか体が重たいんだけどよ、まさかそれのせいじゃないだろうな。奥歯治した整形回復薬は特別製で繊細な顔周りの傷を奇麗に治す代わりに精神的に消耗させるとかいう話を小耳に挟んでいるんだけど」

「……、あら？」

「牛そなた適当に回復薬投げてやがったのか！　道理でこっちの【精神力】がスッカラカンになる訳だ、消耗度で言ったらちょっと転んで膝擦りむいただけでいちいち全身麻酔かけて大手術やってたようなもんでしょ!?」

「てか【賢者】はもう【イベリコオーク】集落跡地に向かっているんだろ、ここまで来て取り逃がすとかはないって!!」

　ベアトリーチェとアルメリナがぎゃんぎゃんお説教するが、いったん溶けてしまったフィリニオンは（大学生なのに）大人気なく唇を尖とがらせてまともに聞く耳を持たない。

　そしてさらに、混迷を極める次の一手が放たれた。

　例の【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウその人である。

「……ですが、わたくしは直接相対した事はございませんが、【賢者】は相当の実力者なのでしょう？　あるいは先ほどのシビュラよりも。いざかち合った時に【精神力】が不足して【魔法】が使えませんお疲れ様ですではそれこそ命運を棒に振る事にも繫つながりません？」

「あっ、バカ!!」

「ですよねっ、そうですよね！　伊達だて正まさ宗むねだって武たけ田だ信しん玄げんだって年中無休の不眠不休で大暴れしていた訳じゃないんです。きちんと休んで最高のパフォーマンスで戦うっ、これこそ勝利の方程式ですよねっ？　わふわふ!!」

「メガネ牛はごねて時間稼いでその間に休みたいだけなんだからまともに乗っかるなっての！　あー、話聞いてくれるヤツが出てきたから飛びついてやがる……」

　リアル世界の目で見てみれば、中学生の脚に大学生がしがみついている大変アレなビジュアルだ。【氷ひよう瀑ばく姫き】のビジュアルは女王様系なので、どん臭いメガネ牛改め金の毛並の大型犬と組み合わせると、もうなんていうか、もうなのであった。出会うべき二人が出会ってしまったのか、あるいは混ぜるな危険をやっちまったのか。判断にすごく困るベアトリーチェである。

「（……何にしても今後はメガネ牛の世話は責任もってヴィルデフラウにしてもらわない？）」

「（……それ名案だな。新人教育には良いいしごきになるぜ）」

「そこっ！　何だかとんでもない労役をわたくしに課そうとはしておりませんか!?」

　とはいえ、ベアトリーチェだって【賢者】にはただでさえ勝てるかどうか怪しい。【精神力】の消耗については中の中から中の下といったところで、普通の【迷めい宮きゆう】探たん索さくなら何とかなりそうな半面、大物狩りでは不安の残る残量なのも事実。楽がしたいだけのフィリニオンに乗っかるつもりは毛頭ないが、少しでも【精神力】を回復させる手があれば助かるのは間違いない。

「間を取って、仮眠を取る、というのはいかがでしょう？」

　なおも長い脚にまとわりついてくる牛にいい加減うんざりしてきたのか、腰に手を当ててやや平へい坦たんな声でヴィルデフラウが提案してくる。

「もちろん宿屋で一晩明かしてしまうのが完璧でしょうが、そうも言ってはいられません。ですから一時間でも二時間でも短く時間を区切って、その代わりに深い眠りに就けばよいのです。ようは、眠りという行為によって【精神力】を回復させるのが目的ですから、回復さえ果たせれば時間の長い短いは関係ないはずですし」

　一理あった。

　一番新入り（女子中学生）からもっともらしい事を言われて怯ひるむ（大人気ない）ベアトリーチェ達だったが、よくよく考えればヴィルデフラウとてカンスト組として積み重ねてきた実績がある。キャリアの面ではあんまり関係ないのかもしれない。

「ぶー？　つまり結局何をどうするの？」

「まあ、改めて時間を区切って寝ろ寝ろ言われるとかえって悶もん々もんとしてしまいますしねえ」

「メガネ牛はそこらじゅう走り回って体の脂肪を落として一番出っ張っているトコを何センチか縮めてくればぐっすり眠れると思うぞ。ていうか全体的に運動不足なんだよお前」

「あるいはメガネ牛の一番出っ張っているトコを摑つかんでひねり上げれば私達がぐっすり眠れるかもしれないね。よしやろう」

「好きでこうなった訳でもない乳に対する憎ぞう悪おを感じる……。だがここで私は新入りのヴィルデフラウの陰に隠れます！　見なさいこのボリューム感を、人はこんなに強くなれるっ!!」

「ちょお待っアレの相手は流石さすがにわたくしには荷が勝ち過ぎますわっ……!!」

　忍法変わり身の乳に巻き込まれたヴィルデフラウがわたわたし始めるが、ベアトリーチェとアルメリナの視線は冷めたものであった。

「いや残念ながらヴィルデフラウにはあんまし興味ないし」

「えっ、えっ、それはもしやわたくしの人柄が認められ……？」

「ていうかヴィルデフラウの場合は装備品のアジャストでそういうボディラインを作っているだけで、リアルじゃ女子中学生って言っても発育不良気味な邪じや気き眼がんこけしのＢカッ───」

「あびゃはばるぼるべっ!?　それはっ、そんなのだけはグランズニールにいる間は言わない約束ではございませんかお巡りさん!!」

「だけど実際問題、うっすーい（笑）よりカップ大きいところが笑えるよねー」

　ちっとも笑えねえわちょっと裏来いベアトリーチェ!!　と涙目で絶叫するアルメリナだったが、いつまでもこんな話をしていたら一睡もしないまま夜が明けてしまう。今は夜通しガールズトークではなく、いかに効率的に深い眠りに就く方法はないかを話し合うべきである。

　そしてこういう時、まともな球を投げ込んでくるのは大抵（実戦にちっとも役に立たない無駄な）雑学に長たけたメガネ牛ことフィリニオンである。

「ならやっぱり宿屋街で広まっている方法を試してみるのがベターなのでは？」

「？」

「ですから寝巻きにこだわる訳です。れっつぱじゃまぱーてぃー☆」
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「くっ……」

　お腹なかの真ん中を貫くような鈍い痛みで、【ロイヤルエルフ】のシビュラは目を覚ました。夜露に濡ぬれる清浄な深き森と違い、獣脂のランプが放つバターの塊でも口に詰め込まれたような空気に、質素な寝台。体に掛けられたシーツには絹糸すら使っていないようで、身じろぎするたびに肌の表面全体を毛の硬いブラシでうっすらと撫なでるような痛みが走る。

　ここはどこだ？

　低い天井を見上げてぼんやりとした頭を回す。

　そして彼女の長い耳は明かりの足りない部屋の中で行われる内緒話を捉えた。

「……え、ええと、ほんとにこんな格好をする必要があったんですか？」

「もちろんですう。人気の名店のウェイトレスぶっ飛ばして尋問場所を確保したいとか言ったら大騒ぎになるのでえ、こちらも宿泊客として振る舞って手頃な部屋を取るのが一番な訳で」

「夜の宿屋街にパジャマで集合とか、何か良からぬ匂いを感じるわ。お姉様には指一本触れさせないんだからね！」

　今さら寝たふりをしてどうこうなるものではないだろうが、ついつい薄目を維持したまま首を動かさずに状況を確認しようとするシビュラ。

　ベッドサイドには三人ほど少女が佇たたずんでいた。三つ編みにした金髪の長い髪でぐるりと大きな輪を作った【召しよう喚かん狩人かりゆうど】、ピンクの髪をツインテールにした【錬れん金きんチアリーダー】、ポニーテール状にした金髪を頭の後ろで縦ロールに巻いた【ノーブルダンサー】。一目で分かる、誰も彼も稀き少しような【ジョブ】を有し、しかもそれを恐ろしいまでに磨き上げている。

　ただ問題なのは、彼女達が揃そろって装甲を取っ払っている点だ。

　一体どういうつもりなのか、どいつもこいつも夜の宿屋で寝巻きを纏まとっているのである。

　ピンクツインテールは大きなポンポンに包まれた手を動かし、サイドテーブルに【錬れん金きん術じゆつ】でわざわざ作ったと思おぼしき乳液や泥パックなどのお手入れ用品を詰めた小瓶をいくつか並べながら、

「というかあ、こちらは寝巻きって指定しかしてこなかったんですから、それを選んできたのはご自分の責任でしょう？　何で敵地でベビードールなんて着こなしているんですかもー」

「すっ、すみませんついいつもの感覚で……ぐす……」

「いえ良いいんスお嬢さんこちらこそ自分そういうの大好物ですオッス!!」

　……今なんか泣きぼくろから早口でおかしな地金（？）が出たような気もしたが、違和感の具体的な正体が分かる前に、白と桜色のミニチャイナ風の寝巻きで大きく生脚を露出した【錬れん金きんチアリーダー】が【ノーブルダンサー】からほとんど見えそうになってる尻を蹴飛ばされた。

「お姉様を泣かせたら許さないわよ！　あなた達に身柄を預けているのだって本意じゃないんだから調子に乗らない事ね!!」

「ほっ、報告にあった可愛かわいらしいルサールカちゃんとは随分話が違うというか、そもそもあなたまで召集をかけた覚えもなければこっちにそんな権限もないはずなんですけどお……」

　ちなみに【ノーブルダンサー】の方はタンクトップとスパッツ。この手の伸びる素材は何気にグランズニールではレアリティが高いので、ラフながら気を配っているのが良く分かる。

　そしてそろそろこの辺りが限界のようだ。

　当然、向こうは薄目モードで周辺観察に乗り出した寝台の上の獲物の存在には気づいている。話ができる状態である事も含めて。

　ベッドから月夜の窓は近い。

　息を吸って吐いて、そして勢い良く跳び起きようとしたその寸前だった。

「へっくし」

　もはや両サイドの全部スリットというボディライン剝むき出しのピンクツインテール【錬れん金きんチアリーダー】がくしゃみをした直後、ジャコン!!　という禍まが々まがしい金属音が炸さく裂れつした。見れば左右それぞれにあるピンク色のポンポンから三連の鉄爪が飛び出している。しかも単純ダメージを与える類たぐいの装備ではない。一定確率で相手を即死させる呪いの【魔法】そのものだ。フルドラの両手首には複数の【アイコン】が巻き付いていた。

　バネ仕じ掛かけのように飛び起きていればシビュラの喉元に先端が突き刺さっていただろう。

　実際の即死成功率はあまり高くなかったはずだが、多数のアイテムを作る【錬れん金きん術じゆつ】の使い手だ。おそらく確率を高めるための消費物をしこたま使って数値を上乗せしているはず。

　あくまでもにこやかな笑みを浮かべて鉄爪を引っ込め、ピンクツインテールは笑う。

「そんなこんなで、体が動かせるようならご協力お願いしますねえ☆」

「チッ」

　片目を瞑つぶってわざとらしく舌を小さく出したフルドラに、シビュラが思わず舌打ちする。この調子では、おそらく敵と定めた相手を葬ほうむる場合も真正面からの鍔つば迫ぜり合あいになど持ち込まないだろう。このミニチャイナはまるで宝箱に擬態する【ギミック】だ。見た目に騙だまされていたらこちらが喰くわれていた。

　飛び起きるタイミングを失い、ベッドに仰向けで固定されたような心境で、シビュラはこう尋ねる。

「一体何のおつもりですか」

「こっちが聞きたいところですう」

　両手にポンポンをつけた【錬れん金きんチアリーダー】が、【魔法】を使って無駄に瞳の中にお星様を浮かべながらこんな風に言ってきた。

「【賢者】と結託して一体何をやらかそうとしているのか。主任達とはまた違った角度から追わせていただこうと思いましてえ」

「ふっ」

　シビュラは鼻で笑った。

「こちらも誇り高き森の支配者、【ロイヤルエルフ】の末。多少の蛮行程度で割ってしまう口に持ち合わせがあるとでも？　……と言いたいところですが、このタイミングで私が敗北したという事は、そうなるのが最適と【賢者】自身が状況をセッティングしていたのでしょう。腹立たしくはありますが、私はあくまでも彼女の方針に乗っかります。結果としてそれが一番【賢者】のためになるのでしょうからね」

「……何だか上から目線のイラつくお姫様ね」

　ルサールカの声にもシビュラは動じない。いつまでも寝転がったままでいる必要もない。彼女は硬い寝台からゆっくりと身を起こしていく。元々、頭上から不快な光と匂いを振り撒く獣脂のランプも気に喰わなかったのだ。せめて取り外して遠ざけようと立て膝をつく。

「人から敬意が欲しいなら、まずは最低限の身なりと作法に気を配る事です、人間。必要に迫られての擬態という話でしたが、そもそもそのように奇態な格好が擬態として通用してしまう事自体が嘆かわしい……」

　そして胸の上まで覆っていた粗雑なシーツがストンと落ちた。




　全裸に包帯がそこにあった。




[image: ]

　時間が止まる。

　戦闘直後で派手に気絶した直後、手当てのために手頃な宿で寝かされたのだ。当然、こういう可能性も考慮すべきだったが、それでも実際に自分の目で見たインパクトは全然違う。

　不ぶ躾しつけな獣脂のランプの揺らめく炎に照らされたのは、起伏に乏しくなだらかではあるが、同時に見る者の目を否いやが応おうでも惹ひきつける流線のボディライン。要所に巻きつけられた包帯は繊細な肌を守るというよりは、ある種の踊り子のような禍まが々まがしさまで感じさせた。

　そしてルサールカが邪悪な笑みを浮かべていた。

「最低限の身なり、ねえ？　ぷっくく……マジで最低限……」

　直後に長い耳の先っぽまでしっかり真っ赤にしたお姫様から言語化不能の叫びが放たれ、少々デカめの枕が宙を舞った。
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　とにかく一刻も早く【魔法】を使う【精神力】を回復させるのだ。

　手間取ってはいられないので、休憩場所は山中にあるぶーぶーの煉れん瓦がの家で。ベアトリーチェ達は寝巻きとなるものを取ってくるため、いったん宿屋街の金庫番に話をつけて私物を引っ張り出してから、各おの々おのぶーぶーの家へと再集合していく。

　お互いの顔を見て、ベアトリーチェやアルメリナは難しい顔になった。

「何だ、何だかんだでみんな最初から寝巻き用意していたんじゃない」

「試す機会がなかったんだよ。【迷めい宮きゆう】の奥深くの暗がりで着ぐるみなんか着て寝転がっていたら【ギミック】辺りと勘違いされていきなり奇襲されるかもしれなかったしな」

「えと、きぐ……？」

「げふんげふん!!　あーくそ、どうせ後で分かる！　乞うご期待だヴィルデフラウ!!」

　四人はぶーぶーの家にお邪魔すると、まず全員分の【兵へい輝き】を突き合わせた。

「時間は今から一時間」

「えー、二時間くらい取りませーん？」

「一時間っ！」

「じゃあ間を取って三時間です!!」

「増えてるよそういう鉄板のボケは今良いいんだよフィリニオン!!」

「はあ、では一時間半でよろしいのではなくて？」

　こめかみを人差し指でぐりぐりしながら呆あきれたように言われて、三人娘は口をつぐんで反省した。おかしい、吹雪の雪山では液えき体たい窒ちつ素そ風ぶ呂ろとかに浸つかって高笑いする割と本気のサイコ女王だったはずなのだが、何であいつがいつの間にか常識的なツッコミ役を確立しているのだ。

　ともあれ、

「よし、全員分のタイマーセット完了、と。一人に頼るとそいつが消しちまうリスクもあるからな。流石さすがに寝落ち全滅でみんな揃そろって朝日を拝むのは馬鹿過ぎるし」

　すでにタイマーは動いているため、ここから先は無駄話もナシだ。ぶーぶーにはいったん家から出てもらって、その間にベアトリーチェ達は寝巻きに着替えていく事に。

「ぷぷ、牛がマフィアのドンみたいになってる……」

「ガウン羽織っただけでその言い草ですかね!?　何となく襦じゆ袢ばんに似た構造だから親しみやすかったってだけなのに!!」

「ああ、着ぐるみってそういう事でしたのね」

「笑いたきゃ笑えよくそっ！　だけど私はもう絶対にこのくまさんから出ないからなー!!」

　というか、だ。

「……かくいうヴィルデフラウこそあんた一体何のつもりなんだ？」

「？」

「不思議そうな顔で首をひねるなどうして全裸の上からバラの花びらを振りかけているんだって聞いているんだよ!!」

「どうしても何も、これがわたくしのリラックススタイルだから以外に答えようがありませんが。ふふっふんふんふふーん」

「そして水の【魔法】の圧倒的な簡易シャワー！　じめっとするから外でやれよもおー!!」

　常識人アルメリナが叫ぶも、両手を頭の後ろに回して大き過ぎる胸をしこたま張って全身でお湯を受け止めるヴィルデフラウは気にしない。ていうか明らかに自分の世界に入っている。

　確かに汗を流してさっぱりしてから横になりたいという気持ちは分からんでもないが、どうして寝床と決めた部屋の中でやらかしてしまうのか。

「ダメよアルメリナ、変態には普通を求めても変態しか返ってこないのだから。全裸は全裸語で話をしているんだよ、同じ言葉を使っているように見えてもね───」

　へっぷし！　と煉れん瓦がの家の天井近くの梁はりで変な音が聞こえた。

『ん？　んんっ？？？　ふぁ、あ。もしや誰か私の噂うわさを……？』

『……お姉ちゃーん、だからそんなはしたない格好で寝ていると風邪を引くっていつも言ってますもーん。くーすー……』

「───だから普段の格好からして全裸に十字剣って時点でお察ししてあげないと」

　と、神妙な顔で首を横に振っていたベアトリーチェだったが、そんな彼女にこそ残る三人の冷たい視線が突き刺さった。

「てか、だな」

「え、えと、ベアトリーチェ。あなたなに当たり前って顔でいそいそ着替えているんですか」

「それ、いや、まさか……すでにわたくしの学校からは絶滅したと言われる伝説のあの……？」

　何を言われているのか分からない、といった顔のベアトリーチェであった。

　彼女は何故なぜだか赤いブルマと半袖のシャツを着込んでいた。

「寝巻きだけど。宿屋街で売ってたしちょうど良いいかなって」

「どういう教育与えてんだよ『魔ま法ほう離り殿でん』!!　頭がおかしいんじゃねえのか!?　わざわざグランズニールで完全再現して作ってみせた露店も露店だけどよッ!!」

「いや色いろ花かのヤツも反省してたよ、あれは最先端のトレーニングウェアじゃなかったって。だからこうして共に苦難を乗り越え本当に正しい使い方を二人で一緒に勉強して……」

「……ほ、本当の変態は普通を求めても変態しか返ってこない。まさしく真理でしたのね」

「あなたもあなたで一枚穿はいてから何か言ってくださいよ全裸教」

　ちなみにぶーぶーの家にはベッドはない。おそらく彼の体重を支えられる寝台を用意できなかったのだろう。部屋の片隅には【オバケ綿毛】を詰めた布ふ団とんセットがあったので、とりあえずこちらを敷いてごろ寝する事に。

　ぶーぶーサイズなのでとんでもなく大きいが、何しろ四人も女の子が詰まっている。しかも一人は全裸もう一人はブルマであった。世紀末のカオスがここにある。

「すんすん。むっ、このお布ふ団とんからはぶーぶーの獣臭があんまりしないな。相変わらず床にそのまま寝転がっているのかな」

「何にせよアロマは焚たきますがな。ふふーふー、【調合】を極めた【白しろ魔ま女じよ】さん特製の【キャンディローズ】の出番ですう☆」

「おいっ、そういうのって個人個人で配合変えるもんだからあんた一人がぐっすり眠る以外はみんな妨害されちまうだけなんじゃないのかっ」

「ふわ、あ……。わたくしあんまり気になりませんけどね。というか実はいつものナイトキャップがあればどこでもぐっすり眠れるのがわたくしの長所の一つでして」

「どこでも全裸を放り出して寝るのかよっｗｗｗ」

「べアトリーチェ、ブルマのお前が言っても説得力なんか欠片かけらもねえーよ！」

　何だか一段高いステージから常識人っぽい事を言っているアルメリナだが、もちろん他のみんなは異変に気づいていた。

「ねえアルメリナ」

「何だよ」

「……どうしてあなただけ寝巻きだけじゃなくて枕完備なの？　しかも頭用のレモンと抱き枕のバナナの二種類で完全武装とか」

「ぎっぎくう!!」

　そんなのはぶーぶーの家の裏手に秘密の宝箱を埋めさせてもらっていたから私物がいっぱいあったに決まっているのだがそれは絶対に内緒なのであった。

「ぶーぶーさんサイズのデカ枕じゃ首を痛めるからみんな我慢していたのに！　てか枕二つあるならどっちか片方譲ってくれても構いませんよね!?」

「そりゃあ理屈が合ってねえんじゃねえか!?　一体いつから社会主義に宗旨替えしたんだフィリニオン!!」

「うるせえやれやれ！　うっすーい（笑）にくすぐりの刑してみんなで枕を奪い取れー!!」

「まあ、そういう形のレクリエーションでしたら……」

　デカい布ふ団とんの中で四人もの少女達がもぞもぞしているとんでもないビジョンが展開されてしまっている訳だが、

「ひっ、ゥん!?」

「……あの、アルメリナさん？」

「げっふ！　ごほんごほん!!　何でもないぞー私はこの通りピンピンしているぞー!!」

　顔を真っ赤にして咳せき込こむアルメリナの両腕から、とりあえず大変たくましい抱き枕を引っこ抜く事には成功するベアトリーチェ。

　ブルマ姿で横倒し、両手両足を使って完全に反り返った馬鹿デカいバナナにしがみつきながら【剣つるぎ聖せい女じよ】はこう呟つぶやいた。

「はあ。ぶーぶーにもいつか寝巻きを着せてあげなくちゃなあ……」

「真っ当な事を言っているようで悪いんですけど、ベアトリーチェ脳だとまんまブルマを穿はかせようとしているようでメチャクチャ怖いですよ？」

　そんなこんながあったが、そもそも彼女達は極限の緊張と疲弊を伴うぶーぶー救出及びシビュラ戦を乗り越えたばかりである。寝巻きだのアロマだの話ではなく、最大のスパイスは疲れからの解放だったのかもしれない……。




　　　　　４




　そしてきっちり一時間半後。

「みんな力貸せ！　取り押さえろっ、この惰眠を貪るメガネ牛め！　こいつこっそり起きて全員分の【兵へい輝き】に触れてタイマー解除しようとしていやがった!!」

「あうー、あうあうあー」

「これで寝ぼけたふりをしているっていうんだから恐れ入る。そなた脳みそとかなくてメガネが本体なんじゃないの？　食べてすぐ寝て牛になったメガネめ！」

「ていうか策士策に溺れるというか、け、結果としてこの人だけ一睡もできていないような？　回復役って確か【パーティ】生存の要でございましたよね……？」
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　牛のくせに馬脚を現したフィリニオンがいくら目元を擦って頭をくわんくわんさせていようが、時間は待ってくれない。【魔法】を使うのに必要な【精神力】をいくらか回復させた少女達は、ひとまず布ふ団とんを畳んで部屋の隅へ片付け、寝巻きから装甲やミニスカートを中心とした戦闘スタイルへと装束を切り替えていく。

　ちなみにぶーぶーは家の中に入ってくる事もなかった。

　表の畑に水をやって【マンドラゴラ】の頂点、グラマラスな褐色美女の【イレアナ】から黄色い声を受けている。あの調子だと彼も寝ていないだろう。

「ぶー、そろそろ行くか」

「そうだね。んーう……」

　大きく伸びをしてしつこく残る眠気を吹き散らしながらベアトリーチェは首肯した。

　ここから先は気持ちを切り替えなくてはならない。

　ベアトリーチェ、フィリニオン、アルメリナに、ぶーぶーとヴィルデフラウも加わった事で結構な大所帯になったとは思うが、何しろ相手は全ぜん属ぞく性せい完かん全ぜん網もう羅らの【賢者】だ。今のままでもどうやって倒せば良いのか分からないのに、さらに【ブレイクニュース】の一角、【ローレライ】を完全制御する事で破格の力を手に入れようとしているという。

　かつてベアトリーチェに語った内容が正しければ、【賢者】も【賢者】で自らの手で【イベリコオーク】集落を壊滅させてしまった事には引け目があるらしい。しかしそうした情とは別の所で、【兵へい輝き】の中にデータ化したたくさんの魂を封入したり屍し肉にくをかき集めてディザスターを作ったりと、しっかり手は動かしている。

【迷めい宮きゆう】最さい深しん部ぶに潜むground's_nir、地の底の怪物を何としても葬ほうむる。心意気は立派だが、『何としても』の範囲があまりに広過ぎて恐ろしいのだ。最終的にどういう決着を想定しているかは知らないが、『このままだと島の全生命が絶滅するから、島の全生命の中から一つでも確実に命を救えれば私の勝ちだ』程度はやりかねない。他の誰が言っても矛盾が際きわ立だつが、あの【賢者】に限ってはむしろこれくらい引き合いに出さないと『らしさ』が出ないほどであった。

「行き先は【イベリコオーク】集落跡地。こっちが【精神力】回復に専念したせいで、ある程度【賢者】は先行しているでしょう。最後には間に合うよう帳尻を合わせるよ。ぶーぶー、集落跡地までは案内してもらえる？」

「んっ」

　ベアトリーチェはぶーぶーが小さい頃からの知り合いだが、そんな彼女でも集落跡地の場所は分からない。そう思うと、つくづく【賢者】の気き紛まぐれに助けられている。もしもベアトリーチェ達がシビュラの用意した残留思念の酒場にかまけている間に【賢者】がぶーぶーを連れて雲隠れしたら、ベアトリーチェ達は完全に足取りを追うヒントを失って立ち往生したはずだ。

　今さら、あの【賢者】がこちらを見下して侮あなどっているなどとは思わない。

　何しろディザスターやシビュラの脱落さえ、ある種望んで指示を出した節があるらしいし。

【賢者】はぶーぶーや、彼に付き従うベアトリーチェ達の行動を阻害しない。

　これまで世界の裏側にひたすら隠れ潜んできたやり方から大きく方向転換しているのが窺うかがえるが、向こうも向こうでそれだけなりふり構っていられなくなっているのだろう。予想よりも『怪物』の完成が近い、様々な角度から『怪物』に挑んで少しでも生存の確率を上げたい。色々ぶーぶーに語っていたようだが、要約してみればこんなものだ。




　自分が成功するとも限らない。

　だから、自分が失敗した時の保険があると安心する。




【ローレライ】を使っても、『怪物』には勝てないかもしれない。

【ローレライ】を完全制御しようとしても、失敗して暴走してしまうかもしれない。

【ローレライ】で『怪物』を倒しても、その後【賢者】がどんな災厄と化すか想像できない。

　結局、全てを知っているような口振りで語ってきた【賢者】だって分からないのだ。五里霧中のままここまで辿たどり着ついてしまったのだ。

「……身勝手な」

「？」

　ベアトリーチェが思わず呟つぶやいてしまった声に、案内するぶーぶーが首をひねっていた。

　いつも使っている【迷めい宮きゆう】の出入口からちょっと離れた森の茂みで、ぶーぶーは脇に逸それた。いいや違う。夜の暗い森だから分かりにくいが、茂みの草をかき分けるような格好で細い獣道ができている。

「こっちの流れに乗っていけばぶーぶーさんの集落跡地に繫つながっていくって訳なんですかね。ふええ、迷いそうでおっかない……」

　フィリニオンは言葉の割に気楽な調子だった。目印となるものを見つけて安心しているのかもしれない。だがベアトリーチェの表情は険しかった。

「……正確な日付は分からないけど、あれから結構な時間が経たっているはずよね。その間、ぶーぶーは集落跡地に出かけた事はある？」

「ない。ぷきー、あそこを見ると哀かなしい気持ちになると思うから」

　眉をひそめたのはヴィルデフラウだった。

「でもちょっとお待ちくださいませ。では、その……この獣道は、一体誰が下草を踏み固めて作ったものなのでしょう？」

「……ぶーぶーじゃないとすれば、もう片方しかないだろうよ」

　低い声で言っているアルメリナは、おそらくもう答えに辿たどり着ついているだろう。

【賢者】。

【イベリコオーク】集落跡地を直接襲撃したあの女なら、その場所だってしっかり覚えているだろう。獣道が昨日今日できたような雰囲気ではない事を考えると、以前からちょくちょく出向いて何かを調べていたのかもしれない。

　まだ来ていないのか、もう来ているのか。

　それによって戦略も変わってくるが、常に最悪に備えておくべきだ。こちらが出遅れていると想定して動いた方が生還率も高まるだろう。

　安易に最強の力を授ける事で持ち主を破滅させる魔剣【ローレライ】を完全制御する答えを。

（……でも、そもそも【イベリコオーク】と【ローレライ】の関係性って何だったんだろ。【イベリコオーク】全体が『怪物』に専念するための種族だったとすると、彼らが封印していたって訳でもなさそうだし）

　疑問も多いが、今はとにかく【賢者】に追い着く事だ。

　追い着いても大丈夫か、自分は大切な人達を地獄へ続く崖に誘ってはいないかという想おもいも完全にゼロにはできないが、それでも行くしかない。黙ってじっとしていれば【賢者】の逆げき鱗りんに触れないなんて段階ではないのだ。直接的にはグランズニール全生命、間接的には【魔法】や【ピース】に支えられたリアルな地球の世界秩序だって、その全てを勝手に天てん秤びんへ乗せられてしまっている。もはや二つの世界に安全地帯は存在しないのである。

　そんな事を考えている間に、ぶーぶーが立ち止まった。

　森の茂みが、木々の列が、途切れている。

　彼の見ている先に、大きく開けた空間がある。

「ここだ」

　ぶーぶーがこちらを振り返らずにそう言った。ひょっとしたら、家族や仲間の死を強く想起させる集落跡地に踏み込むのが怖いのかもしれない。以前から、彼が何度もお化けが怖いと言っていたのを思い出す。

　ベアトリーチェは一歩進んでぶーぶーの隣を陣取り、そしてそっとその手を握った。

「行こう、ぶーぶー」

「うん。もうあんな悲劇は誰にも起こさせない、どんな理由があったって」

　そして彼らは禁断の地に踏み入れた。

　元々は森の木々を切り倒して作った広場のような場所だったはずだが、長い年月の経過で黒土の地面は緑の下草で埋まっていた。だけど獣道と比べればずっと背は低く、ここで行われた忌いまわしい惨劇さえ知らなければちょっとしたピクニック感覚で小休憩を取れたかもしれない。

　辺りには苔こけむした小さな丘みたいなものがいくつか残っていた。ぶーぶーが自分の手で作っていた葉っぱの家と似ているが、主のいなくなった家屋の成れの果てに、上から別の植物が生い茂っていったのだろう。

「でも、あれ、なんかおかしくないですかね……？」

【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンが素っ頓狂な声を上げて、メガネのつるを指先でくいくい弄び始めた。

「……ただゴーストタウンが時間の流れの中で朽ち果てて崩れていったっていうには、妙に瓦が礫れきが整理整頓されているような？」

　確かに、そのまま残っている家屋もあるが、大半はやはり崩れてしまっている。そしていくつもの建材が雑多に山積みしてあるというより、系統立ててまとめてあるように見えるのだ。木の柱は木の柱の所に、葉っぱの屋根は葉っぱの屋根の所に。

　ベアトリーチェは思い当たる節を口に出した。

　火力系幻覚の【魔法】で四角い枠とラインを呼び出し、分かるところから一つ一つ埋めていく感覚で指を動かしながら、

「シビュラのため、かな」

「どういう事？」

「ぶーぶーは顔を合わせていないから分からないか。【賢者】の側近だよ、【ロイヤルエルフ】とかいう種族で残留思念を実体化する【スキル】を持っていたの」

「ぶーぶーは昔聞いた事がある。【ロイヤルエルフ】がみんなに褒められているのは、森の中で人を惑わせる力があるからなんだって。ぶー、やっぱり迷いの森じゃないと神秘がない！」

　……そういう意味が込められていたのか、とベアトリーチェは今さらながら感心していた。確かに、森での暮らしを守りたい民にとっては悲願のような【スキル】だったのかもしれない。

「そして【賢者】は『怪物』と戦うためには【イベリコオーク】のまとまった力が一番だって考えていた節がある。ぶーぶーの【兵へい輝き】の魂もそう、屍し肉にくを使ったディザスターもそんな研究の副産物。だとしたら、シビュラは？　集落跡地にある遺品を使って無数の【イベリコオーク】を召喚できたら、それだって【賢者】の願いを叶かなえる大戦力になったんじゃないかな」

　何となく、ジグソーパズルで四隅のピースを見つけたような気分だった。

　まだまだ全体像を導くまでの工程は膨大ではあるが、まずはここからだ。

「ですけど、実際には……」

「ええもちろん、ほんとに実現していたなら【賢者】はシビュラを手放そうとはしなかったでしょう。あるいは、最終ラインのシビュラに成功の見込みがなかったから、方針転換して【ローレライ】に喰くいついたのかもしれないけど」

【賢者】とシビュラの間にあるラインをいったん切断し、【ブレイクニュース】へ。

　その【ローレライ】の完全制御法が【イベリコオーク】集落跡地に眠っているとしたら、やはり、つくづく【賢者】の計画は【イベリコオーク】に縛られているような気がする。あるいは自ら罪に縛られ引きずり回す事が、彼女なりの浄化行為のつもりなのか。

　アルメリナが唇を動かさず、静かに指示を出した。

「何にせよ、すでに【賢者】と同じ土俵に立っているんだ。どこから襲われるか分かんないから全周警戒を怠るなよ」

　自然と、ベアトリーチェはぶーぶーと、アルメリナはヴィルデフラウと、それぞれ背中を合わせるようにしながらゆっくりと移動していく事に。フィリニオンはあぶれてしまっているが、そもそも彼女は戦闘に向かないので、下手に背中を預けても安心できない。適当な組についてきてもらうくらいでちょうど良かったりするのだ。

　シビュラの残留思念の素材用にまとめられた廃材の方は調べようがない。

　まだいくらか原形を残している、緑に埋もれかかった三角形のシルエットの方から調べてみる。丸太のログハウスや煉れん瓦が積みの建物ではなく、元は葉っぱの家だし、この程度なら仮にいきなり崩れて生き埋めになっても自力で出てこられるだろう。

　中に生活臭はなかった。

　物らしい物は残っておらず、床に面した葉っぱは腐り落ちて、成長の早い雑草が内部へ侵食してしまっている。

「……、」

　ぶーぶーは一言も発しなかった。

　彼の胸の中でどんな想おもいが渦巻いているかは、ここで実際に暮らしてきた彼にしか分からないだろう。それを無理に言語化して、喜怒哀楽のラベルのついた引き出しにしまい直す必要なんてない。もっと純粋で、もっと形のない、彼だけにしか分からない想おもいで良いいのだ。

　あと何回彼にこんな想おもいをさせれば、【賢者】の背中に届くのか。

　そんな風に思っていたベアトリーチェだったが、ここで風向きが変わってきた。

「ぶー？」

「どうしたの、ぶーぶー」

「ちょっと待って、ベアトリーチェ、みんなも。ぶーぶーはこんな建物見た事ない」

　全員が立ち止まってぶーぶーの方を振り返った。

　ぶーぶー自身も自分の言っている事に自信がないのか、口元に片手を当てて首を傾かしげている。

「確か、ここには一番大きな長老のおうちがあって、長老のおうちは特別な許可がないと中に入る事ができないはずだったのに」

　葉っぱの家には施せ錠じようの概念はないから、本来なら【イベリコオーク】は隣近所へ自由に転がり込んでものを貸し借りする、長屋文化のような共同体だったのだろう。そんな中で出入りに特別な許可がいるというのなら、やはりそこに権威のような何かを感じる。看守と囚人、またはハッカーなどの例を引き合いに出すまでもなく、自分の秘密を守りつつ他人の秘密を暴ける立場というのもまた、ピラミッドの一つの頂点でもある。

「でも、実際にはここになんか小さなおうちがある。ぷきー……長老のおうちはこんなに小さくなかった。いくらあの頃はまだぶーぶーの背丈があんまりなかったからって、こんな小さなおうちを見間違えるはずはない」

　苔こけの覆い方などから見るに、後から建てられたものでもなさそうだ。

　ヴィルデフラウは細い顎に人差し指を当てて思案していた。

「その、長老さんの家だろうが何だろうが、基本的にはテントと同じ三角形に近い構造で、内部は一つの空間が広がっているだけなのでございますよね？」

「え、ええ、おそらく。でもそれが？」

「となると、滅法大きな長老さんの家には滅法大きな内部空間がある訳で、それはもう普通の家程度すっぽり収まってしまうくらいだったとしても不思議はないのかもしれませんわ」

「あっ、つまり大邸宅の中に元々小さな別の家屋が建っていたって言いたいのか？　マトリョーシカとか、神棚みたいな感じで！」

　だとすれば、それは【イベリコオーク】の長老が仲間の出入りを禁じてまで壁の中で守りたかった『秘密』のコアだ。きっと何かがある。【ローレライ】の完全制御を求めた【賢者】へ一歩近づいたような、そんな気がした。

　火力系幻覚の【魔法】に、また新しい枠が用意される。

　真相へと近づいていく。

「行ってみよう。大丈夫かな、ぶーぶー」

「ん、心配しないで」

　言いながら、ぶーぶーはその場で立ち止まったまま、一度だけ右手で自分の牙を撫なでるような仕草をした。詳しい事は分からないが、神域に入る時の儀礼なのかもしれない。ベアトリーチェ達は作法を知らなかったので、とりあえずその場でお辞儀をする事に。

　いよいよ核心へと迫る。

　他の崩れかけた家屋と似たようにも見えるが、何か違う。

　ひょっとしたらそこには秘密の魔道書でもあって、【賢者】は今まさにそれを手に入れて、そしてこちらが葉っぱの家の出入口をめくり上げた途端に刃物や【魔法】でグサリとやられる可能性だってゼロではない。

　自然とベアトリーチェやアルメリナは【兵へい輝き】を握る手に力を込めてしまう。

　これで終わりかもしれない。

　破滅の引き金を引いてしまうのかもしれない。

　ごくりと喉を鳴らして、ベアトリーチェは囁ささやいた。

「……開けるよ」

　強力な殺菌効果でもあったのか、それとも単純に厚さのせいか。何年も経たっているのに腐り落ちる事もなく原形を留とどめている葉っぱの出入口を、ベアトリーチェは摑つかむ。ぶーぶーも追従してくれた。二人で頷うなずいて、一気に開け放つ。

　奇妙な匂いがした。

　そしてやはり事前に警戒しておいて正解だった。もしも無警戒で踏み込んでいたら、冗談抜きにここで命を落としていたかもしれなかった。




　鉄てつ錆さび臭くさい匂いだった。

　そして葉っぱの家の床面積全部を奇麗に埋めるように、正方形の四角い穴が開いていた。




　思わずつんのめるように慌てて足を止めるベアトリーチェ。元々夜だからというのもあるが、それを差し引いてもこの穴は異常だ。底が全く見えない。最初、神域を侵す者を処罰する罠わなか、あるいは何かしら陰惨な儀式でも行われていたのかとさえ勘繰ってしまったベアトリーチェだったが、そこでフィリニオンがメガネをくいくいしながら別角度の意見をぶっ込んできた。

「ねえ、ベアトリーチェ、ちょっと気をつけて、ここを見てください。四角い穴の側面です」

「？」

　怪け訝げんな顔をする【剣つるぎ聖せい女じよ】だったが、ややあって、何が言いたいのか分かってきた。

　鉄てつ錆さび臭くさい匂いの正体は何だったのか。

「……何だろう、これ。金属のレールみたいなのがある」

　壁に沿って縦に走っているのだ。それは単純な列車のレールではなく、ギザギザになっていた。欠けたり割れたりしたのではなく、明らかに最初から均一に刻まれている。まるで歯車の円周をぐるりと囲む歯のように、だ。

　レールは一本だけではなく、四方の壁全部に取り付けられていた。具体的な長さは分からない。全く底の見えない大穴に向かって消えていっているからだ。

「となると」

「つまり、これは落とし穴なんかじゃなくて」

　アルメリナとヴィルデフラウが顔を見合わせていた。

　ベアトリーチェは息を吐いて、腰に手を当てた。

「エレベーターやリフトみたいなものなのかもしれないね。しかも『かご』がここにないって事は……？」

「あっ、ちょっと！　ベアトリーチェ!?」

　フィリニオンが慌てた声を上げたのは、その場で屈かがんだベアトリーチェが大穴の奥へと頭を突っ込んだからだ。迂う闊かつにひっくり返ればそのまま落下もありえる危ういバランスである。

「誰か腰を摑つかんでおいて」

「え、えと、やりますけどお……」

「フィリニオン以外で！　そいつ珍しく殊勝だけど腕力全然信用ならないからっ!!」

　ぎゅむとぶーぶーの大きな掌てのひらで腰の辺りを摑つかまれたまま、ベアトリーチェはさらに身を乗り出す。ほとんど気分的には逆立ちに近い格好で、壁の側面に走っているギザギザの金属レールへ耳を押し当てる。

　そして無言で数秒。

　何かしらの確信を得たベアトリーチェはそのままこう呟つぶやいた。




「……やっぱり変な振動がある。今も下に向かって動いているよ、このエレベーター。となれば最有力候補はもちろん一人、【賢者】のヤツだ!!」
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　れっつぱじゃまぱーてぃー☆

「はあー!!　はあー……っっっ!!!!!!」

　宿屋街の宿場の一室では、顔の表面積一〇〇・〇％残さず真っ赤にした【ロイヤルエルフ】は安物のシーツで全身すっぽりくるんで人間生春巻き状態に。そのまんま寝台から転げ落ち、あんまり広くもない部屋の角に収まってガタガタ震えている。

　よっぽど全裸に包帯がお気に召さなかったらしい。

　ちなみに普通の春巻きではなく生春巻きなのは、シーツがとびきり薄いのでうっすらシルエットが透けているからに決まっていた。起伏に乏しくなだらかとはいえ、それでも少女らしい曲線がこれでもかというほど浮かび上がってしまっている。無骨な獣脂のランプが生み出す影と重なると、まるで人間の文明という掌てのひらが無粋に撫なで回まわしているようでもあった。

　ミニチャイナ風の寝巻きで生脚全開の【錬れん金きんチアリーダー】フルドラは、

「さ・て。それじゃ意識もはっきりしてきたところでお話を伺いましょうかあ。【賢者】さんとのご関係について話してほしいと言いますかあ」

「い、良いいでしょう。……シーツをもう一枚いただけるなら。こんなすけすけでは心が耐えられません」

　タンクトップにスパッツの【ノーブルダンサー】ルサールカが予備のシーツを放り投げる横では、何だかオトナ向けのベビードールを纏まとう【召しよう喚かん狩人かりゆうど】グルアガッハが内股でもじもじし始めていた。人のふり見て我がふり直せではないが、シビュラの言動を見て、改めて自分のすっけすけ（透過率八〇％以上）が恥ずかしくなってきたのかもしれない。

　フルドラは背もたれのついた椅子を一つ引きずってくると、敢あえて逆さまに腰掛けた。跳び箱で失敗したような大股開きでまたいで、背もたれ部分に両腕と細い顎を乗せている訳だ。背もたれがなければミニチャイナの裾はどうしようもなくなっていただろう。

　彼女はポンポンを外した両手で自分の顔を軽くぺんぺん叩たたき、泣きぼくろを指先で軽く揉みつつ、

「気が乗ってきたら自由に話してくださいねえ」

「わざわざ化粧を落としているのも【ヘイト値】の調整効果の一つですか。そうやってこちらの意識に働きかけ、『ついうっかり』の失言を誘わなくてもきちんと説明しますよ」

　多重シーツでどうにかこうにか防御力を増していくシビュラはようやっとの息を吐いて、

「……それでは話を始めますが、【賢者】については正直、完全にその成り立ちを追い駆けてきた訳ではありません。私はこのように【ロイヤルエルフ】であるが故、極めて長寿です。過去、現在、未来。あらゆる時系列にほぼ同じ目鼻立ちのまま存在しているでしょうから、それらを飛び越えた【賢者】としても接触しやすかったのでしょう」

　時系列。

　そんな話はアルメリナ経由でフルドラ達も耳にしていた。

　当然、確定情報ではないので鵜う吞のみにするなとも。

「そもそも【賢者】は何がきっかけで？　単なる【ゲート】の事故だったのか、それとも何かしらの目的を持って自発的に時系列を飛び越えたのか」

「……証明手段は私にもありません。ただ、彼女の言が全て正しいなら、事故とも呼べますし、作為があったとも呼べるでしょうね」

　人間春巻きシビュラは部屋の隅っこでシニカルに笑い、

「想像以上に大きな事が起きているようですよ。この先の未来とやらでは」
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【イベリコオーク】集落跡地の長老の大邸宅には、他の仲間にも隠す形でひっそりと巨大なエレベーターが用意されていた。

　ではこの下りのエレベーターはどこに繫つながっているのか。

　グランズニールの地下に広がっているものを考えれば、自おのずと見えてくるはずだ。

「……つ、つまり、全人類一つきりの【迷めい宮きゆう】への出入口をぶーぶーさん達は丸々一つ独占していたって訳なんですか……？」

「ぷきー。ぶーぶー達は【迷めい宮きゆう】なんて恐ろしい所になんか興味ない。何で長老がこんな危ないものに蓋をしなかったのかがちょっと見えない」

　ぶーぶーは本当に心当たりがないようだった。

　だが一方で【賢者】はぶーぶー自身が知らなかった【イベリコオーク】の使命や存在理由を語っている。【迷めい宮きゆう】の動きを逐一観察し、最深部の『怪物』が完成しそうになった場合は表に出るのを阻止するため総力戦で迎撃に向かう。

　ここはそのための出撃スポットだったのか。

　だとすると。

　まさか、

「……ありましたわよ」

【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウが、ボロボロの葉っぱの建物を観察しながらそう呟つぶやいた。彼女が眺めるのは外壁ではなく、床面積びっしり大穴なのでなかなか見る事の難しい内壁の方だった。

　比較的苔こけの侵食が進んでいないため、そこにいくつかの文字列が並んでいるのを見つけ出したようだった。

　そこにはこうあった。
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　所詮は壁に描かれた表示板の名残なごりでしかない。だから得られる情報には限りがある。それでもベアトリーチェ達は考えた。一体これは何なのだ、と。

　とてつもない変化の予兆であった。

　火力系幻覚の【魔法】で呼び出した四角い枠やラインの集合体が、アメーバのように大きく形を変えようとしている。

「アイランド……は、まんまグランズニールの島の事ですわよね」

「だとすると、対になってるアビスは、深しん淵えん、穴の底……ストレートに受け取っちまって良いのか？　【迷めい宮きゆう】最さい深しん部ぶまでのショートカット直通エレベーターだって！」

「セントラルシャフトって言い回しも非常に気になりますけど。だって、シャフトは竪たて穴あなだとして、セントラル？　中央？？？　それってつまり、この言い方が正しいとすると私達が普段使っている【迷めい宮きゆう】の出入り口の方が裏口や勝手口って事になっちゃうじゃないですかあ！」

「それよりも、だ」

　ベアトリーチェはそもそも一番大事な事を口に出した。

「……何でこんな所にアルファベットが並んでいるの？　フィリニオン、ぶーぶーのお誕生日会の準備の時の話は覚えてる？　確か【イベリコオーク】集落に関する文化は象形文字とか壁画のようなものしか残っていなくて難儀したって話をしていなかったっけ」

「あ」

　言われて初めて思い出したようだった。

　しかし、だとすると、

「これは【イベリコオーク】の長老達が書き記したものじゃない。これを書き込めるって事は、エレベーターの存在自体にもっと別の種族……人間の息がかかっているはず」

　思い当たる節なんて一つしかない。

　疑問もあったのだ。

「……ぶーぶーの【兵へい輝き】にはカタカナでこう刻まれてあった『イベリコ！』って。でもあれは【賢者】が全てを滅ぼした後にぶーぶーへ授けていたもののはず」

　当然ながら、イベリコという言い回しはグランズニールを歩き回っていてもルーツが見つかるものではないだろう。明らかにスペインの豚肉の名産地から拝借している。

　つまり。

　長老達の秘密の根幹、エレベーターの建造にも。そもそも【イベリコオーク】という種族全体の名前にさえ、ヤツは関わっていたという事か。

　見も知らない相手を差別と偏見の目で睨にらみつけて敵視し、一方的に殺さつ戮りくしたのではない。それほどまでに深い関係を築いた相手をまとめて葬ほうむり去さったという事か。

　正直、【賢者】の話だけでは半信半疑の部分もあった。だが実際にボロボロと客観的な証拠が出てきた。もう疑えない。【賢者】の話は何もかもが真実で、でも、だからこそ救いようがない。愛するから守るのでも、憎むから殺すのでもない。ヤツは、愛していても殺せる、愛しているから殺せる。そんな人間に直接的なグランズニールや間接的な地球の命運を預ける訳にはいかない。人を救っているつもりでどれだけの命を奪っていくか計算さえできないような相手には。

　ベアトリーチェはもう一度大穴の奥を覗のぞき込こんだ。

　おそらく竪たて穴あな自じ体たいは最初からあったものだろう。【賢者】はグランズニール発祥より前には存在しないからだ。となると、彼女が担当したのは具体的なエレベーターを敷ふ設せつし、同時に蓋をする事か。強大な力は発生よりも制御の方が難しい。それだけでも十分な金字塔だ。

　かつてぶーぶーは言っていた。

　ある日突然ニンゲンはグランズニールにやってきて、【迷めい宮きゆう】に挑んだ。そのおかげで、暗い穴の奥から噴き出す災いを押し留とどめてくれる。だからニンゲンは天の使いかもしれない、と。

　この奥に、ヤツがいる。

【迷めい宮きゆう】最さい深しん部ぶに向かって一直線に突き進む【賢者】が。

「……ぶーぶー、それにみんなも。飛び込む前に一つだけ確認しておきたい事があるの」

「どうしたベアトリーチェ」

「うん」

【剣つるぎ聖せい女じよ】はゆっくりと息を吐いて、

「正直に言って、【賢者】は強い。ここにいる全員で力を合わせたって倒せるかどうかは分からない。絶対に負けたくないし、全員で生きて帰りたいけど、でも、最悪のケースについては考えておいた方が良いい」

「な、何が言いたいんですか？」

「簡単な事だよ」

　一度目を瞑つぶり、最後の箍たがを外して、もう一度自分の力で両目をこじ開ける。

　そして彼女はみんなに言った。




「どうしても全滅を避けられなくて、【賢者】のやる事を止められそうになかったら、その時は私を殺して。もしかしたら、それで【賢者】を消し飛ばせるかもしれないから」




　場が凍り付いた。

「おい、ちょっと待てって、おい！」

　最初に口火を切ったのはアルメリナだ。

「前にも言ったろ、【賢者】は空間を越える【ゲート】を使って時間を歪ゆがめなくたって、【パーセンテージ】系の装備品のアジャストを繰り返す事でもベアトリーチェそっくりの目鼻立ちを手に入れられるかもしれないんだ。あいつが遠い未来から遠い過去に飛んで現在までやってきただなんて話は確定してない！　大体、タイムパラドクスでベアトリーチェの死が直接【賢者】に関わるとしたら、あいつはお前の命をぞんざいに扱えるはずがないだろ!?」

「私だって完全に信じている訳じゃないよ」

「だったら!!」

「だから、もしもの話。もう誰も生きて帰れないと分かった時に、【賢者】が出し惜しみして私だけ生かそうとする素振りを見せたら、怪しい。そういう時は試せる手は全部試して。私を殺しても何も変わらないかもしれないけど、私を殺せば何かが変わるかもしれない。他に手がなければ、それが最後の可能性よ。試さずに諦める事はないと思う」

「あてられているんですか!?　仮に【イベリコオーク】集落跡地を襲ったのが未来から過去へ戻ったベアトリーチェだったとしても、それは今現在ここにいるベアトリーチェの行い次第で止められるかもしれない事象でしょう!?　あなたに過去は変えられなくても、あなたに未来は変えられるんですから!!」

　ベアトリーチェは首を縦にも横にも振れなかった。

　未来は選択によって変わるものなのかどうか、そんなのは誰にも保証できない。

　過去は選択によって変えても良いものなのかどうか、それだって同じ事だ。

「ベアトリーチェ」

　ぶーぶーは口元に片手を当てた。

　そして言った。

「ぶーぶーがいきなりこんな事言って、全然見当違いな話だったら思い切り怒ってくれて良い。だからぶーぶーのお話しを聞いてくれるか」

「なに？」

　ぶー、と灰色の人身豚面は小さく呻うめいてから。

　核心を切り出した。




「ベアトリーチェ、もしかして怖いのか。自分がやってしまったかもしれない事が」




　最強のカンスト組の一角、真紅の【剣つるぎ聖せい女じよ】の肩が、叱られた子供のように跳ね上がった。彼女はしばらく何も言えなかった。だからぶーぶーはそれまでずっと待ち続けた。

　やがて。

　根こん競くらべに負けたように、普段はお姉ちゃんなベアトリーチェは震える唇をこじ開けた。

「……怖いよ」

　俯うつむいて、顔も上げられずに。

　あれだけ一緒に同じ時間を過ごし続けたぶーぶーの目を見る事もできずに。

「怖いに決まっているじゃん!!　未来の自分が何かやらかした？　過去の時点で決まった事だからもう覆くつがえらない？　そんなのでこれはあなたの罪ですなんて言われて納得できる訳ないでしょ！　絶対にやらない、どんな理由があってもぶーぶー達を傷つけない、【イベリコオーク】集落粛清なんて考えただけで指先がぞわぞわする!!　でもここにいる私には証明のしようなんてないんだよっ！　どれだけ仮説を並べたって、どれだけ大丈夫だよって言われたって！　結局は残るじゃない、一％でも！　本当に私はただの悪人で、救いようもなくぶーぶーの人生を全部奪っておきながらその隣で笑い合っているどうしようもないクソ野郎だっていう可能性がっっっ!!!!!!」

「……、」

「嫌だよ!!　私だって嫌に決まってる!!　何かが確定するのが怖い、だけど宙ぶらりんのままでも落ち着かない！　だって、何で、どうして!?　身に覚えのない罪なんてどうやったら止められるの!?　私が死ねば全部解決するの、それとも全くのブラフで解決しないの？　それさえも分からないんだ、怖いよ、どうしようもなく怖いんだよお!!!!!!」

　ひょっとしたら。

　ぶーぶーにだって、こんなに取り乱した女の子をどう扱って良いのか分からなかったのかもしれない。一〇〇〇メートルを越えるドラゴンに単身で戦いを挑み、軍隊崩れの集団相手に切り込んでいった腕の持ち主であっても、こればかりはどうにもならなかったのかもしれない。

　だから拙いなりに、彼はぶつかっていく事にした。

　スマートである必要なんてどこにもない。

「ベアトリーチェ。確かに努力をしても未来は変わらないかもしれない、過去に起こってしまった事はもうやり直せないのかもしれない。真実はぶーぶー達が考えている中でも最悪のもので、知ってしまっただけでのた打ち回るようなものでしかないのかもしれない」

　でもな、と彼はそこで区切った。

　終わらなかった。ぶーぶーの話には続きがあった。




「ぶーぶーな、たとえそんな最悪の答えがあっても、それでもベアトリーチェと一緒にいたい」




　言葉もなかった。

　ベアトリーチェは呼吸さえ詰まったような顔で、ぶーぶーの顔を見上げていた。

　彼は優しい目をしていた。

「もしもお前が本当にぶーぶー達の集落を全滅に追いやった張本人だとしても、こうしてもう一度グランズニールに大きな嵐を呼び起こそうとしている人間と同じだったとしても。それでもぶーぶーは、お前を許す。お前の友達でいる。だから、真実なんかに奪わせないぞ。そんなつまらないものなんかに大切な人を取り上げられたりするもんか。安心しろ、ベアトリーチェ。ぶーぶーはお前と一緒だから」

「……、だれもゆるしてくれないよ、そんなの」

「それでも良いい。この【兵へい輝き】の中には集落みんなの魂があって、こんな話を聞いたら怒ってしまうかもしれないけど。ベアトリーチェのためならケンカできる。ぶーぶーはこいつらみんな復活させた上で、こいつらみんなと思い切り殴り合ってやる」

「わらひがわたしをゆるひぇない」

「だったらぶーぶーはまたお前とケンカする。たとえベアトリーチェだって、ベアトリーチェを傷つける事は許さない。誰にも理解されなくても良いい、お前が敵に回ったって構わない。お前を守るためならぶーぶーは傷だらけになったってへっちゃらなんだ」

　それ以上は、もう、言葉を形作れなかった。

　ずっとずっと一緒にいた大切な人へしがみつくようにして顔を埋めたベアトリーチェは頼れるお姉ちゃんの顔をはぎ取って、本当に幼い子供のように大泣きした。

「……ここより下なんか、ない」

　そんな女の子の目元を大きな指で拭って、ぶーぶーはこう宣言した。

「だからベアトリーチェ、もう最悪なんかに脅おびえるな。お前がたとえそのカードを引いたとしても、何も変わらない。ぶーぶーは絶対どこにも行かないから」

[image: ]
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　ベアトリーチェが落ち着きを取り戻してから、具体的な行動を始める事にした。

　アビス。奈落に向かう直通エレベーターはまだ動いている。この竪たて穴あなを下れば【賢者】とかち合う。確実に、会える。だがそれは、間違いなく殺し合いへ発展してしまう事だろう。

「結局【ローレライ】の件が宙ぶらりんですけど、まあこの場合はやはり……」

「ええ。すでに【賢者】は手中に収めているものと仮定して行動すべきでしょう」

　フィリニオンとヴィルデフラウが言い合う横では、アルメリナが鉄の杖つえに似た【兵へい輝き】を操っていた。鈍器であればおおよそどんな形にでも変化する物理特化の得物だが、そんな中にあるのだ。車輪刑と呼ばれる巨大な歯車を模した刑罰の道具が。

「鈍器で殴り倒すのに歯車の形をしている必要は特にないし、元々は太陽神の祭具だったーなんて仮説もあるみたいだけどな。ともあれ、竪たて穴あなのギザギザレールと嚙かみ合あわせられればこれで下っていけそうだな、っと」

　ぶーぶーはぶーぶーで、道具になんぞ頼らない。徒手空拳で大穴から奥を覗のぞき込こんでいた。金属レールを直接摑つかんで握力頼みで滑り降りていくつもりらしい。

　ぶーぶーとアルメリナ。

　降下手段は二種類に分けられる訳だが、

「……、」（[image: ←]ぶーぶーの大きな頭によじ登るベアトリーチェ）

「……、」（[image: ←]ぶーぶーのご立派な腰に抱き着くフィリニオン）

「……、」（[image: ←]ぶーぶーのたくましい脚にすり寄るヴィルデフラウ）

「お前達の信用度がようく分かったよくそったれ!!　まあ精々一人乗りで楽をさせてもらうがなガハハちくしょー!!」

　ともあれ作戦開始だ。

　ぶーぶーとアルメリナはそれぞれエレベーターの昇降用ギアシャフトを利用して、そのまま垂直の壁から真下へ滑り降りていく。

　底は全く見えず、どれだけ進めば良いのかも予想ができない状況だった。だが思いもよらなかったところで『変化』が見え隠れしてくる。

「何だこりゃ、地層？」

　巨大な歯車を嚙かみ合あわせる格好で速度を調整し続けるアルメリナが壁の方を見ながらそんな風に呟つぶやいていた。

　確かに見た目はバームクーヘンやミルフィーユにも似た、異なる模様の積み重ねであった。だが単純な土や石の層ではない。時に赤あか錆さびた鉄てつ釘くぎがぎっしり詰まった層もあれば、時に木目調の木材で埋まった層、果ては巨大なマカロンやホイップクリームで満たされた層や大きな時計の針でびっちり固められた層まで千差万別。一つとして同じものは見当たらない。

　ぶーぶーの腰に横から抱き着いたまま、フィリニオンが震える声を出す。

「高い高い高い怖い怖い怖い……。と、というか、てか、これって、【スチームグレイブ80】、【カラクリレジデンス22】、【スイーツサーキット32】、【クロックパーティ45】までっ、ひっひいいいいいい……」

「それだけ全部ショートカットで飛び越しているのでしょう。まったく、命懸けで探索を進めてきた側からすれば自分の人生の半分を丸ごと否定されたような気分になる景色ですけれど」

　セントラルシャフトと名付けられているものの、実際には単純な一本道の竪たて穴あなではない。おそらく不定期に形を変える【迷めい宮きゆう】に合わせ、他の部屋や通路とぶつからないようにルートを自動で変えているのだろう。時に縦に、時に横に、水平直角方向に次々と折れ曲がっていく。やたらと九〇度にこだわっているのは、ジャングルジムと同じく格こう子し状にレールを張り巡らせればかごの平面床を傾ける事なく上下前後左右へ自在に移動させられるからかもしれない。

　ぶーぶー達は竪たて穴あな部分で勢いをつけて水平部分はジェットコースターのように位置エネルギーを運動エネルギーに切り替えてクリアしていく。

　終わりの見えない、大蛇のようにのたくる長い長い大穴。




　この先に、彼女はいる。

【賢者】。ベアトリーチェと同じ目鼻立ちをした、だけど決定的に何かが違う女性が。
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　東とう京きよう六ろつ本ぽん木ぎ、魔ま法ほう離り殿でん。

「ふう」

　時代錯誤な晩ばん餐さん会かいでも開かれない限り、この大きな館の夜は深い闇に包まれる。だがそれは決して人が活動していない訳ではない。現にこうしている今も、真紅のキャミソールの上からカーディガンを羽織ったメイドの色いろ花かはメガネに泣きぼくろの美しい顔を固め、私室でパソコンと睨にらめっことしている。

　この部屋にあるのは今時逆に珍しい内部増設前提のタワー型パソコンだが、所詮端末でしかない。本体は敷しき地ちの地下三分の一を占める巨大なスパコンだ。

　こつこつこつ、と自分のこめかみ辺り、メガネのつるを人差し指で数回叩たたいてから、再度彼女は過去のログを洗う。何度確かめても道理に合わないのだが、現象はすでに起きた後だ。

　姉の部屋だというのにバスタオル一丁で寝転がっておつまみイカフライをかじっている次女の密花みそかがこんな風に言ってきた。

「もう何度目になるの、それ？　なんべん調べたって侵入経路なんて分かんないって」

「私の担当なのよ」

「ツェリカがどこにいるのかなんて世界中の国家や機関が追い駆けているんだ。もううちらの手を離れているよ」

　そう。

　ツェリカと名乗る【亜あ人じん】から彼女達の主人たる赤いドレスの少女のスマホへ連絡があったらしいのだが、肝心の色いろ花か達たちは逆探の成否どころか通信そのものの有無さえ摑つかめなかった状態だ。今でも彼女のスマホの中にある短文のメッセージの存在が幽霊か何かのように見えて仕方がない。力業で、あるいは脆ぜい弱じやく性せいの隙を衝ついての侵入の可能性もゼロではないが、時間が経たてば経路くらい分かるものだ。だが今回に限ってはそれがない。報告を受けた当初は非常に不謹慎ではあるが、一瞬だけ忠誠心が揺らいだほどだった。赤いドレスの少女は自作自演をしていて、こちらの警備状況を試しているのではないか、と。

「ツェリカが接触してきてから、すでにある程度の時間が経たっているわ」

「ほんの数日だろ」

「だけどあらゆる国家あらゆる機関が手を尽くしても尻尾さえ摑つかませていない。ここまでくるといくら何でも異常よ」

　そこまで色いろ花かが言って、二人は同時に黙り込んだ。

　すでに答えを半ば予想している者の顔であった。

「国家や機関のさらに上となると、残りは一つ」

「……『壁越え』の連中にまで食い込んだとでも言うのかしら」

　その時だった。

　ポン、と新しいウィンドウが画面の片隅で開いた。侵入警報だが場所がおかしい。敷しき地ちの正門でも館の玄関でもなく、いきなり建物内部のドアが開閉されている。

「外周警備は何やってんだ、くそっ」

「公安の監視組にも気取られないような誰かが入ってきた？」

　まるで幽霊の足跡だ。

　相手は一体どういう経路を辿たどって潜り込んできたというのか。

「……、」

「……、」

　思わず顔を見合わせ、それから彼女達はゆっくりと立ち上がった。メガネの色いろ花かは自前のストッキングの中に化粧水の小瓶をいくつか放り込み、スポーティな密花みそかは部屋の片隅にあった大きめのスタンドライトから先端のランプシェードを取り外す。

「冗談だろ。この技量、やっぱり『壁越え』か？」

「まだ分からない、嬢は何やら【賢者】とも揉もめているみたいな気配を滲にじませていたし」

「どっちにしたって『壁越え』って事だろ、ツェリカも【賢者】もっ」

　いざとなれば館の警備、防衛も任されている彼女達だが、これみよがしな刃物や銃器は支給されていない。理由はもちろん政敵からのスキャンダル暴露防止のため。身近にある日用品の組み合わせだけで確実に重装備の下手人を殺し、いかなる状況でも正当防衛で押し通す。それが国家からメイド達に求められている戦闘スキルでもあった。

　次女はゆっくりと部屋の扉を開けて暗い廊下の様子を確認し、先行しながら、

「……にしても、何だって厨ちゆう房ぼうなんだ。食材に毒でも混ぜようってのか？」

「明らかに他殺に見えても良いなら、もっと他に安易で確実な方法がありそうなものだけど」

　館は広いが、問題の厨ちゆう房ぼうに近づくと流石さすがに彼女達も囁ささやきを止める。

　指先の動きだけで意思を疎通し、奥へ向かう。

　聞こえる。

　がさごそという不快な物音が。

「（冷蔵庫）」

「（毒殺は陽動かもしれないわ。爆弾やガス容器なんかがないか、侵入者問題にカタをつけたら一通り敷しき地ち全ぜん体たいを洗う必要があるわね）」

　赤いドレスの主人が不在なのは幸いだったが、【ゲート】を破壊されてしまえばグランズニールから戻れなくなる。そういう意味でも危険は継続だ。速やかに厨ちゆう房ぼうの誰かを片付けて、一帯をサーチしなくてはならない。

「（冷蔵庫の前に一人。扉は開いてる。私が突っ込むから姉貴は時間差）」

「（了解。ただし冷蔵庫の扉のせいで相手の装備が分からない。初撃で仕留めなければこっちがやられる覚悟でやりなさい）」

　カウントは必要なかった。

　迅速に、だが物音一つ立てる事なく二人のメイドは真っ暗な厨ちゆう房ぼうへ飛び込んでいく。果たして冷蔵庫の前で破壊工作に勤いそしんでいた誰かがこちらを振り返った。冷蔵庫内部の照明に照らし出されたその顔は、




「むにゃむにゅ。なんれふかお姉ひゃん達……？」




　口にでっけえソーセージを咥くわえ、両腕で豚肉のパテ、生ハム、ベーコン、オリーブ、オイルサーディン、メンマの小瓶、ささかま、ちくわなどなどをしこたま抱えた三女の悠はる花かであった。欲張りさんはジャージの上だけ纏まとって生脚全開のまま小さな頭を左右にふらふら揺らしている。

　どうやら寝ぼけて小腹がすいたままあちこち徘はい徊かいし、そこらじゅうのセンサーに引っかかりながらこの厨ちゆう房ぼうの冷蔵庫まで辿たどり着ついたらしかった。

　そりゃまあ敷しき地ち外がい周しゆうの正面ゲートや屋や敷しきの玄関の扉に反応がなかった訳である。

　はぁー、と二人の姉はゆっくりと、長い長い息を吐いた。

　直後。




　ばしんばしんばしんばしんばしんばしんばしんばしんばしんッッッ!!

「ぎゃっ、ぎゃあああーっ!?　えっえっ、あれ？　何で私こんなトコでお姉ちゃん達から二人掛かりでお尻叩たたかれているんですかぁーっっっ!!!???」




　　　　　９




「それが具体的にいつの事かは分かりません」

　宿屋街の一角、どこにでもある宿場の一つ、その客室の隅っこに収まり、全裸に包帯の肢体を隠す格好で複数のシーツで体をぐるぐる巻きにした人間春巻きシビュラはそう切り出した。

「だけどいつかどこかで、世界は致命的な瞬間を迎える。何事にも終わりはある以上、考えてみれば当然の話ですが、【賢者】はいざその瞬間に直接立ち会ったようなのです」

「……だから、破滅を切り抜けるために過去へ派遣されたと？」

　フルドラは眉をひそめながら先を促す。終末論はさんざん耳にするが、実際に『歴史の裏側』で暗躍している彼らは、意外と世界は安定している事も知っている。安っぽいＳＦ映画に出てくるほど、全面核戦争はそう簡単には起こらない。

　が、当のシビュラは首を横に振った。

「いえ、考え方が少々違います。仮に時系列を飛び越える技術があったとして、それがもっと一般に普及していて誰にも独占されない状態という条件で思考実験をしてみればよいのです」

「普及、って……」

　ルサールカがわずかに言いい淀よどむ。

　隣ではフルドラが赤く透き通った液体を口に含んでいた。おそらく吞のんで体内から匂いを変える香水だろう。化粧品で【ヘイト値】を自在に操る【錬れん金きんチアリーダー】のやる事なので、やはりシビュラの意識へそっと働きかけているのかもしれない。

　最初から全て話すつもりなのか、敢あえて誘いに乗っているのか。

　シーツみのむしシビュラはゆっくりと息を吐いて、重たい歯車をゆっくりと回すように先を続ける。

「特別な誰かを過去に派遣したとして、それで未来が決定的に覆くつがえるかは分からない。そもそも運命というものを人の手で自在に操作できるものなのかも含めて」

「それが何に繫つながるのよ？」

「……なら、誰か一人などとケチな事は言わず、未来が変わるのを待つ忍耐も捨てて」

　嫌な予感がした。

　今のところは夢物語の与太話に過ぎないはずなのに、その先を聞いてはならないとグルアガッハの脳裏で急速に警報が鳴り響く。

　だがシビュラは言った。そういう嫌がらせであるかのように。




「七〇億なり八〇億なり全員を、直接遠い過去に吹っ飛ばしてしまえばよろしいのでは？」




　おぞましい話だった。

　遠い未来とやらで何が問題になっているのかは分からない。だけどいくら資源や食糧が豊富な過去の時点に戻ったとして、それだけ大量の人間が一斉に押し寄せたらどうなる。間違いなく惑星は瞬またたく間まに食い潰されて砂漠の星になる。

「……ま、ここにもう一つの工夫がある訳ですが」

「？」

「ともあれ、実際には『そう』なってはいません。誰かがすでに阻止したからです。ここまで言えば【賢者】の成り立ちについては想像できるのでは？」

「彼女は、一体何なんですかあ……？」

「クドリャフカ」

　ある名前が口から出た。

「【賢者】が良く自嘲気味に言っていましたよ。彼女は言ってみれば最終試験モデルであり、彼女で成功すれば全人類が後を追う予定になっていた」

「でも実際はそうなっていない。という事は、【賢者】は失敗とみなされたのですか？」

「だとすれば彼女は今ここに存在できません」

　残る可能性は一つ。成功はしたが、全人類の移住は始まらなかった。何故なぜか。矛盾した答えを導き出せるとしたら、それはこういう答えしかない。

「【賢者】は過去の時点に飛んだ段階で、自分の持てる力全てを使って四次元移動に必要な技術を潰して回ったのです。だから後続はやってこなかった。彼女は他の全てを守るために、自分が生じた時代だけを切り捨てた。片道切符の決断だったんですよ」

　クドリャフカ、という単語が出てきた。

　旧ソ連から打ち上げられた宇宙船の中に乗せられた、歴史上初めて地球を脱出した一匹の犬。彼女から得られたデータを参考に安全な宇宙旅行の手順が完成していったが、彼女自身の安全は誰も保証してくれなかった。

「そんな彼女にとっては居場所のない地球よりも、誰も彼もが『異邦人』でいられる異世界グランズニールの方が居心地は良かったようです。【イベリコオーク】と知り合った事にも打算はない。救われていたんですよ、彼女は。永遠に漂流するしかないと思っていた自分に手を差し伸べてくれた者達の優しさに」

　だが、善なる精神が善なる行動に結びつくとは限らない。

「でも、だからこそ」

　シビュラは呟つぶやく。

「【賢者】はもう止まりません。心の恩人を助けられず、殺す事で感謝をされてしまった彼女には、断罪の機会さえ与えられなかった。そして私も、悪くないと思ったんですよ。そんなにも哀かなしい引き金で世界の流れに刃向かってみるのもね」
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　一人で乗り込むにはあまりにも大き過ぎ、だけど屈強な【イベリコオーク】達が総出で乗り込むにはあまりにも小さすぎたそのエレベーターの中央に、赤い鎧よろいに白のミニスカートの【賢者】は静かに立っていた。

　エレベーター自体は長老達に頼まれて【賢者】が製作に取り掛かった。無理矢理に巨大な楔くさびを打ち込んで【迷めい宮きゆう】の不規則な変化を食い止めようとした東側のエンターコスモス計画は見事に頓挫したため、彼女はそうした形にこだわらなかった。【迷めい宮きゆう】の変化に合わせて柔軟に曲がり、どんな構造になろうが部屋や通路にぶつからずに最深部を目指せるよう自動的に再デザインを繰り返すシャフトに合わせた。完成した時は随分喜んでもらったものだが、結局これだけ大きなエレベーターを作っても彼ら全員は乗せられなかった。強きよう靭じんな筋力を駆使してシャフトに直接張り付き、そのまま降下していく連中の方が多かったような気もする。

（……何だかんだで、結局こうなったか）

　随分長い時間をかけたものだが、計画通り順調に進んだ事など一つもなかった。ぶーぶーは新しい集落を作れなかった。シビュラの知的な頭では闘争本能に根付いた【イベリコオーク】の戦術を理解できず、残留思念から呼び出せる虚像の再現度には限りがあった。ディザスターは一体作るのに大勢の屍し肉にくを統合する必要があり、量産化部隊には届かなかった。

　そして、【ローレライ】。

　今でこそ【ブレイクニュース】の一角として自じ儘ままに振る舞っているが、本来これは使命に縛られて雁がん字じ搦がらめになっていた【イベリコオーク】達に代わる大戦力を用意できないか、と考えた上で【賢者】自らが作り上げた『安易な最強を完成させる魔剣』であった。実際には力を己へ少しずつ馴な染じませていく準備期間を設けずにいきなり莫ばく大だいな力を貸し与えても心身共に暴走してしまうため、結局は『力の扱い方を心得た』【イベリコオーク】達にグランズニールの趨すう勢せいを任せる他なかったのだが。

【ローレライ】はしばらく彼らの集落に預け、肉体の他に頭脳労働でも優れていた【イベリコオーク】達の手で完全に御する理論構築をお願いしていたが、結局『粛清』のゴタゴタで行方不明となってしまった。向こうの長老に頭を下げられ、必要に迫られたとはいえ、恥も外聞もない軍隊崩れの【エルキアド】と共に行動していたのだ、おそらく人員の殺さつ戮りくのみならず金品の略奪にまで手を染めた大馬鹿者も大勢いたのだろう。

【イベリコオーク】は彼女の全てだった。

　楽しい時代だった、という前置きをつければ、後に続くのはいつも彼らの笑顔だった。

　今でも鮮明に覚えている。

　集落の中を元気に走り回るぬいぐるみのように丸っこい子供達。最強の力を持ちながら決して溺れる事なく、自給自足の生活と皆を守るという使命以外では一切その腕力を誇示しなかった真の英雄達。集落では素朴だが温かい暮らしが完成していた。無用な混乱を避けるため、【賢者】は集落から遠く離れた場所から長老の家の中まで直接続く横穴を通ってやってきていた訳だが、家の外から聞こえる歓声を耳にし、大きな葉っぱの出入口の隙間から覗のぞき見るだけで随分心を洗われたものだった。

　すごい、大きい、頼もしいを表現する人間達の言葉を教えてくれと言われて、冗談半分に応えてしまった言葉がそのまま定着してしまった時には少し焦あせったけれど。

　優しい人達だった。

　あらゆる動植物と交配し、その長所を取り込み続けていった結果、血が錆さびるように衰退の道を歩んでいく事を止められなくなっても、何の力も及ばなかった【賢者】に彼らは最後の最後まで感謝をしてくれた。




　たった一人生き残った幼子と、この世界を頼むと言われた。

【迷めい宮きゆう】最深部で完成を待つground's_nirの『怪物』なる宿題も、あなたなら託せるとも。




　それしか、なかった。

　幸福の残ざん滓し、優しさの出で涸がらし。

　全てを完璧に終わらせてしまった【賢者】には、それ故に、もうそんなものしかすがる余地が残ってはいなかった。

　巻き込まれる側にとっては全くの災難だっただろう。それが地球とグランズニール、二つの世界を丸ごと吞のみ込こむというのだから誰にだって頭は上がらない。

　だが、それでも貫く。

　この身は現実から遊離した迷まよい子と成り果ててでも、それでもかつて交わした約束を、どんな形に歪ゆがんでしまおうが必ず果たしてみせる。

　そう決めた。

　だから。




「負けると分かって、それでも来たのかな。ぶーぶー」




　ドンッッッ!!!!!!　と。

　囁ささやきの直後、あまりにも巨大な一枚板のエレベーターの上へ灰色の人身豚面が落ちた。ベアトリーチェ、フィリニオン、アルメリナ、ヴィルデフラウ。彼と共に行く仲間達を眺め、本当に惜しいと【賢者】は思った。彼の抱く絆きずなの形がほんの少しだけ歪ゆがんでいれば、いっそ分かりやすい邪念や独占欲をわずかでも見せてくれれば、あるいは長老達が願った通りの構図を作って、新たな集落と『怪物』との戦いに挑めたかもしれなかったのに。

　そこまで考えて、【賢者】は微かすかに口元へ笑みを浮かべてしまった。

　……無理な相談か。

【賢者】とて女の身で、その気になれば何も知らないぶーぶーへ接近してそういう手ほどきを与える事もできたかもしれない。だがどうしてもイメージが湧かない。きっとそういう方法を熟知したぶーぶーが同じ選択を取り続けたところで、ここまでの仲間は集まらなかったはずだ。何しろ自己の乾き切った目的のために二つの世界の全てを巻き込む事さえ憚はばからない【賢者】本人が、ここだけは絶対に壊したくないと躊ちゆう躇ちよしてしまうほどなのだから。

　ぶーぶーの頭に張り付いていたベアトリーチェが、床へと飛び降りながらこう尋ねてきた。

「何がおかしい？」

「なあに」

【賢者】は鞘さやに収めた【兵へい輝き】の柄つか頭がしらを指先で軽く叩たたきながら気軽に応じた。

　灰色の人身豚面の隣に立つ少女。今の自分には絶対にできない事をやっている誰かに向けて。

「そなたのそういう積み重ねが、今ある私の血肉を作っているのかと思うと感慨深くてね」

「私はそなたが誰であろうがもう興味はない。たとえそなたが私自身であったとしても。ぶーぶーは、私に極大の罪があっても私を許すと言ってくれた。罰に脅おびえる醜い私を許すと！　だから私は、最悪の可能性をもう恐れない。そなたのやった事は覆くつがえせなくても、そこから新しく踏み固めて再び積み重ねる！　そなたには絶対に作れなかったものを山ほどだ!!」

「なるほど、なるほど、なるほど」

　いっそ歌うように繰り返しながら、赤い装甲にミニスカートの美女は右手の指先で柄つか頭がしらを弄ぶのをやめた。利きき手てである左手を使って、鞘さやに収まったレイピア状の【兵へい輝き】のグリップを静かに握り締めていく。

　今日ここに来るまで、多くの敵を屠ほふってきた。そんな輩やからの墓標とでも呼ぶべき【兵へい輝き】の残骸を寄せ集めてひたすら外部拡張を繰り返してきた、異形の一品。

　死の塔を引き抜く。

　あくまで歪いびつな刃を輝かせ、それ以上にボロボロの笑顔を浮かべ、【賢者】は言い放ったのだ。




「そいつは流石さすがにずるいなあ、ベアトリーチェ」




　　　　　11




　言葉と同時だった。

　すでに【賢者】の背で禍まが々まがしい魔法陣が躍り、そして左手でツギハギだらけの剣を腰から抜いた彼女が作り出す地獄は全力全開で極彩色の大輪を咲かせていた。




「【炎えん放ほうファイアスロ

「【鋼こう流りゆうメタルジェ【窒ちつ煙えんブラックスモーク】パームファイ【誘ゆう爆ばくコーズアンエクス【眩げん灰かいフライアッシュ】ョックウェー【溶よう鉄てつスチームウェ【火か粉ふんスパークスストーム】ットファイア】」




　ゴッッッバッッッ!!!!!!　と。

　敢あえての炎。ベアトリーチェが一つ【魔法】を解き放つ前に、【賢者】はくるりとその切っ先で大きな円を描いただけで数十倍、いや一〇〇倍に達する勢いで猛烈な【魔法】の嵐を叩たたき込こんでくる。総数一万四〇〇〇の【魔法】を修得しているはずのベアトリーチェが、【火力耐性】一〇〇％の完全ダメージ無効化を所持したまま凄すさまじい光と音の乱舞に吞のみ込こまれていく。

「ベアトリーチェさんっ!!」

　とっさに動いたのは、正反対の【水すい力りよく属ぞく性せい】に特化した【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウ。ここまで来て出し惜しみをする必要はない。全身を縛いましめている無数のベルトを解除し、十字剣を摑つかみ直して鞘さやから勢い良く抜き放つ。正真正銘の絶対零度。その十字剣を中心に魔法陣が浮かび上がる。放たれるのは酸素や水素を含む通常気体さえ残さず固体に固めてしまう事で一定空間を極低温、酸欠、〇気圧の三重苦に叩たたき落おとす対人攻撃ではえげつないほどの最強だ。

　半ば相手を太陽光の一切届かない極寒の宇宙空間に放り出すのと同格の生体ダメージを与えるヴィルデフラウの真空零度であったが、

「【水力耐性】一〇〇％。そなただけの特権だとでも？」

「なっ!?」

　たったの一言。それだけで場が覆くつがえる。必ず死ぬはずの相手が死なない。首を落とした騎士がそのまま歩き回るのを目撃したような混乱に陥るヴィルデフラウだったが、その間にも時計の針は動いている。

　そして【賢者】が指名したのは嚙かみついてきた【氷ひよう瀑ばく姫き】などではなかった。

　あくまでも、執しつ拗ようなほどに。今度は【水すい力りよく属ぞく性せい】の【魔法】の乱舞でもってベアトリーチェを削り取りにかかる。

「【水すい断だんウォータージ【液えき槌ついリキッドハンマー】チームウォー【凝ぎよう結けつブロックボディ】シクルメテオ】【重じゆう布ふアクアクロ【雲うん鎖さクラウドウィップ】ネークウォーター】【濃のう殺さつライトブラッド】」

　今度はもう【属ぞく性せい防ぼう御ぎよ】に頼っていられない。いかに百戦錬磨の赤い【剣つるぎ聖せい女じよ】といえど、【水力耐性】ならそのままダメージは通ってしまう。横殴りの雨のように降り注ぐ有象無象の【魔法】が一発でも当たればベアトリーチェの五体は毟むしり取とられて吹き飛ばされてしまう。

「ッッッ!!!???」

　手元の剣に魔法陣を重ね、ヴィルデフラウが割って入るように飛び込む。

　彼女なら【水力耐性】一〇〇％だ。この一瞬に限り、確かに一〇〇発でも一〇〇〇発でも直撃したところでダメージ無効で乗り切れる。

「ならば」

　ヒィウン、と空気を鋭く斬る音と共に、大きく円を描いていた【賢者】のツギハギレイピアの切っ先がぴたりと天を向く。

「【風力】か【土力】か、この辺りから一〇〇発撃ち込めば両方とも一秒で肉片かな？」

「っ!!　ぶーぶー、タイミング合わせろ！　仕掛けるぞ!!」

「ぶー!!　分かったアルメリナ!!」

【火力】か【水力】以外でのラッシュが始まれば、回避も防御もできずに全員まとめてすり潰される。だから生き残るために必要なアクションは、そもそも【賢者】側に悠長に【魔法】を使わせるチャンスを与えない事。ぶーぶーやアルメリナの思考は決して間違っていない。

　だが、




「甘い」




　翻ひるがえった。

　元々太ふと股ももの付け根辺りまで露出していたミニスカートも気にせず、【賢者】の体がぐるりと大きく回る。たっぷりと遠心力を蓄えた上段回し蹴りが、四メートル弱のぶーぶーの腹のど真ん中を狙う。丸太か鉄骨のように太い【兵へい輝き】を間に挟み、しっかりガードを固めたにも拘かかわらず、全て無駄に終わった。踵かかと側がわから解放された莫ばく大だいな運動エネルギーが、人身豚面の巨体を大きく仰のけ反ぞらせて真後ろへと吹き飛ばす。

「……ッッッ!!!!!!」

　アルメリナは歯は嚙がみするが、ぶーぶーがチャンスを作ってくれたと考えて先に進むしかない。二方向から同時に攻めた以上、大振りな回し蹴りを放った【賢者】は無防備に体をさらした。今ならやれる。アルメリナが鉄の杖つえの【兵へい輝き】の形状を鎖付き鉄球に組み替えて振りかぶる。

　そこで【賢者】が消えた。

　代わりに銀の閃ひらめきがあった。まるで止まったような時間の中で、斬られる、とアルメリナは背筋にゾッと冷たいものを走らせていた。『それ』を刃物の輝きだと判断したからだ。

　だが違った。

『それ』はテールランプじみた賢者の瞳の軌跡だった。

　もう何発殴られたのかも分からなかった。

　直後にアルメリナの全身に無数の鈍痛が突き抜け、錐きり揉もみ状じように回転して後方へ転がされた。

「あ、あ、ああ……」

　直接戦闘可能なカンスト組や【イベリコオーク】は、それこそ瞬またたく間まに薙なぎ倒たおされた。残った回復役のフィリニオンは、まるで落城寸前であちこちから火の手が回る城に残った天守閣だ。

【賢者】がぐるりと回って振り返る。

　防備を失った【白しろ魔ま女じよ】の脅おびえる顔としっかり目を合わせる。

　ツギハギだらけの刃に似た【兵へい輝き】を構え直し、妖よう艶えんな唇を動かして彼女は囁ささやく。

　死の言こと霊だまを。

「【岩がん砲ぽうブレッドロッ

　ゴォ!!　と、そんな【賢者】の真横から巨大な影が突っ込んだ。一度は吹き飛ばされたぶーぶーが再び起き上がり、もはや丸太の【兵へい輝き】さえ使わずに、【賢者】の華きや奢しやな腰を砕くべく全力全開の体当たりをぶちかましたのだ。

　恐るべき轟ごう音おんが炸さく裂れつした。大おお型がたトレーラーが最高速度で突っ込んでもこんな音はしない。

　だが、




「【打だ撃げき耐たい性せい】一〇〇％」




　無傷。全くの無傷。

【賢者】の細い腰どころか、床につけた足が一センチすら横へずれる事はない。

「物理系でもお構いなしかよ……!!」

　転がったままのアルメリナが歯は嚙がみするように吼ほえた直後、【賢者】からの動きがあった。無防備なぶーぶーに向けて、得物のハンドガードごとメリケンサックじみた拳が飛ぶ。あそこまで極めた相手なら、生身の拳であっても【イベリコオーク】を殴り倒すだろう。そしてそれが終われば今度こそ回復役のフィリニオンから刈り取られる。戦術の要である【白しろ魔ま女じよ】を失ってしまえば、後のベアトリーチェ達は嬲なぶり殺ごろしだ。

　だが炸さく裂れつした轟ごう音おんは金属質だった。

　肉を打つようなものではない。

　そして誰もが気づく。ギリギリの至近距離。【賢者】がハンドガードごと殴りかかった一撃を受け止めるように、ぶーぶーはかろうじて丸太か鉄骨に似た【兵へい輝き】を挟み込み防いだ事に。先ほどの回し蹴りと違い、体重や遠心力が乗っていなかったのがせめてもの救いだったのか。

　みしみしぎしぎし!!　と彼の骨が軋きしむ音が一面にまで響き渡る。

【賢者】の力があれば、得物ごとぶーぶーの腕の骨をへし折ってしまう事さえ造作もないだろう。だがぶーぶーは倒れない。こんな所では折れたりしない。

「……ぶーぶーは、諦めないぞ。絶対に、ベアトリーチェ達と笑って帰れる未来を……」

「それを決めるのはそなたじゃない」

【賢者】は涼しい顔だった。

「勝者たる私だよ」

　ゴッキィィィン!!　という轟ごう音おんがもう一度。【賢者】の眉がわずかに跳ねる。単純なはずの計算が合わない、といった顔だった。なおも喰くいついてくるのがよほど不思議らしい。

「……大体、考えてみればベアトリーチェ達の話も、お前の話も、何かどこかがおかしかったんだ。最初からぶーぶーは全然ピンと来ていなかった」

「例えば？」

　ツギハギだらけの刃が真っ赤に赤熱した。

　間近からショットガンを炸さく裂れつさせるように、無数の【火力】系【魔法】がぶーぶーに直撃した。彼にはベアトリーチェ達のような【属ぞく性せい防ぼう御ぎよ】はない。避けられなければ強きよう靭じんな肌で受け止めるしかないのだ。だが歯を食いしばる。床を滑りながらも【兵へい輝き】を振り回し、後追いの【魔法】を弾き落としながら、

「お前が本当にベアトリーチェなら、何で剣を左手で握ってる。ベアトリーチェは普通に右みぎ利ききだったはず！」

「ははっ、そんな事！　今日ここへ来るまでにどれだけの歳月が流れたと思っているのかな、ぶーぶー。これだけの時間があれば癖の一つや二つ変わってしまってもおかしくないだろう」

　ヒュンヒュン、と風を切る音があった。

　笑いながら、【賢者】は右に左にツギハギだらけの刃を持ち替えている。

「大体、そもそも右でも普通に最強だしね？」

「もう良いいぶーぶー、避けてッッッ!!」

　ベアトリーチェが叫んだ直後、数十もの氷の槍やりが【イベリコオーク】に向けて放たれる。ぶーぶーは巨大な【兵へい輝き】でもって次々と叩たたき割わっていくが、細かく砕けた破片もまた鋭い刃。むしろ相手の手数を増やしてしまい、そのままガラスの雨でも浴びるように有象無象の薄刃に全身をさらす羽目になる。

　鉄てつ錆さび臭くさい匂いが一面に充満する。

　だがぶーぶーは諦めない。あれだけ硬かった肌を裂かれて血まみれになっても、絶対にその膝が折れる事はない。

「ぶ、ぐっ……ぷきー……。その武器だって、おかしい。ぶーぶーは人間の使う【魔法】の事はピンと来ないけど、ベアトリーチェのはもっと奇麗な形をしてた。そんなボロボロのツギハギだらけじゃなかった……！」

「むしろいつまでも同じ得物を使い続ける方が奇妙なんだがね。技術進歩は本当に早いよ。型落ちした【兵へい輝き】なんぞ抱えていてもデメリットしかないだろうに」

　今度は風。

　恐るべき暴風の塊が【賢者】の周囲で複数渦を巻き、合図と共に一斉に起爆した。それこそ爆弾の勢いで不可視の壁が荒れ狂い、ただでさえぶーぶーの全身に突き刺さっていた氷の刃を強く深く押し込んでいく。

　ずん!!　という低い音が響く。

　それでもぶーぶーは今一度強く、己の足で床を強く踏み締めて耐える。

　食いしばった歯の隙間から悲鳴が洩もれる事はない。彼はまだ戦っている。

「だったら!!　やっぱりおかしい!!」

「ぶー、ぶー……？」

　ボロボロになったベアトリーチェは、そんな大切な人の横顔を眺めている。

　彼はあくまで【賢者】を睨にらみつけたまま、氷の刃よりなお鋭い言葉を突き付ける。

「だったらお前はどうしてベアトリーチェとおんなじ赤い鎧よろいを着ている!?　お前自分の口で言った、技術進歩は早いからいつまでも同じ装備にはこだわらないって！　ぶーぶーは人間達が衣服の形をした【魔法】を着込むのを知ってる。選び方一つで強さが全然変わるって事も！　だとすれば!!　お前が『今』ここにいるベアトリーチェに合わせて服を選んでいるのはどう考えても矛盾してる!!　むしろ全然違う服装をしていなければおかしいんだ!!!!!!」

「……あ……」

　ベアトリーチェは【賢者】とぶーぶーの顔を交互に見る。

【賢者】は笑ったままだった。いや、そのまま止まっているようにも見える。

「【魔法】の系統樹は決して無限じゃない。突き詰めた先にあるのが……」

「今のベアトリーチェが最強で、これ以上の伸び代がなくて、全く同じ服を着ているとしたら、ベアトリーチェとお前の間でこんなに力の開きがあるのは絶対おかしい」

　そう。

　そうなのだ。

【賢者】の【ステータス】は馬鹿げているが、やっぱり衣服の形をした【魔法】、つまり【パーセンテージ】系の装備に依存する事は違いない。でも、ならば、どうしてここまでベアトリーチェと似た格好になるのだ。ベアトリーチェと同じ格好になれば、ベアトリーチェと同じ補整が加わるはずだ。だけど実際にはそうなっていない。【賢者】は、ベアトリーチェと似た格好をしながらベアトリーチェとは全く違う数値を出せるよう、わざわざ無駄な遠回りをしている。それは単純に力だけを求めたコーディネートよりも、二倍も三倍も難しい注文になるだろうに……。

　わざわざ余計な労力を抱えてまで、一体何でそんな事をする。

　誰かの目を誤魔化し、全てを欺くため。それ以外に何かあるか？

「……ぶーぶーは知ってる」

　荒い息を吐きながら、血まみれのぶーぶーは語る。

「誰よりもベアトリーチェを見てきたから、ベアトリーチェの知らないベアトリーチェまで知ってる。本物のベアトリーチェは首の後ろ、うなじの辺りに、長い髪に隠れるように小さなほくろがあるんだ。きっとそこまでお前は見抜いてない!!」

　ハッとベアトリーチェは自分の首の後ろへ手をやった。

　元の素体と装備が同じなら、それは決定的な証拠になる。【賢者】の首の後ろにほくろがなかったら、彼女は本物のベアトリーチェとは地続きの存在ではないという事になる。

【賢者】はしばらく動かなかった。

　そして彼女は空いた右手を静かに動かす。まるで長い髪をまとめて払うように。だが違う。【賢者】は自分のうなじ、左耳の後ろ辺りを誇示しようとしているのだ。その時点でベアトリーチェの視界が真っ暗になりかける。ヤツは隠そうとしていない。ためらう気配もない。という事は、答えは……。

「これで良いいのかな、ぶーぶー？」

　心臓に杭くいでも打ち込まれたような衝撃が、ベアトリーチェの体を突き抜ける。許してくれるとは言ってもらったけど、最悪を恐れるなと慰めてもらったけど、だけど決定的な事実が判明するのはやはり重い。

「ああ」

　だが違った。

　ぶーぶーはここで終わらなかった。




「もう十分だ。ベアトリーチェの首の後ろには、そんなほくろはないんだから」




　時間が。

　今度こそ、その場の時間が凍り付いた。

　ベアトリーチェは自分の首の後ろを確かめられない。だから一緒に揉もみくちゃになっていたヴィルデフラウからの声で確信を得るしかなかった。

「……う、そ。本当に、何もございませんわ……？？？」

　いったん容姿をアジャストしてしまえば、グランズニール内で装備を着脱しても目鼻立ちは変わらない。だとするとほくろを付け足した【賢者】はそれだけでは説明のつかない、変装専用の何か───例えば、【魔法】か……？　───を併用していた事にもなる。

「何でもかんでも思い通りにできたのが、かえって裏目に出たな、【賢者】。だけどぶーぶーはもう化かし合いなんかに惑わされない」

　もう一度。いいや何度でも。

　血まみれの体を動かし、歯を食いしばって、ぶーぶーは【兵へい輝き】を摑つかみ直す。

「お前はベアトリーチェなんかじゃない。ぶーぶーは誰よりもあいつを見てきたから分かってる。お前が誰だか知らないけど、ぶーぶーはお前よりベアトリーチェに詳しいんだ！」

「……だとすれば、何だ？」

　轟ごう!!　と、手にした凶器と共に【賢者】の左半身が丸ごと業ごう火かに包まれた。

　これまでとも何かが違う。確実に彼女の逆げき鱗りんに触れている。

「私がベアトリーチェでないと言いがかりをつけたところで、それがどうしたぶーぶー!!」

　対して、ぶーぶーもまたぐるりと【兵へい輝き】を回して構え直す。

　そして持ち前の獣臭で不吉な死と鉄てつ錆さびの匂いを振り切るようにして、彼は宣言する。




「決まってる。お前をぶっ飛ばすのに、何の遠慮もなくなった」
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　どこまで行っても心の問題。いくら言葉でねじ伏せても現実の実力差が覆くつがえる事はありえない。

　そう思うかもしれないが、違うのだ。

　先ほどのやり取りの中には、とてもとても重大な事実が含まれていた。







「んー？」

　宿屋の一室では【錬れん金きんチアリーダー】のフルドラが椅子に腰掛けて片膝を曲げ、足の爪を彩いろどっていたペディキュアを除光液の染み込んだ小さな真綿で落としている真っ最中であった。何しろミニチャイナ風なので太ふと股ももの付け根などは大変危うい。

【ヘイト値】を調整しての、言葉の枷かせを外すアクション。

　シビュラはそんな足の指先をぼんやりと眺めながら、

「そもそも、どうして【賢者】はあそこまでベアトリーチェの目鼻立ちを再現できるのか。理論上は装備品のアジャストである程度の変化を促す事はできたとしても、あのレベルで完全再現するのはおよそ不可能に近いでしょう。ですが、だからこそ、そこに深い業カルマがあるのです」

「？」

「先ほど、遠い未来の破滅のタイミングから過去へと総人口を移住させる話をしましたね。ですが実際にはただ単純に人間を移動させても、資源も食糧もあっという間に枯こ渇かつする事でしょう。単純に考えて未来と過去、人口の総数が二倍以上に膨れ上がるようなものなのですからね」

「つまり、それを解決する手があると？」

「あなた達はすでに当たり前のように触れているはずですよ」

　グルアガッハからの言葉に、部屋の隅で人間春巻き状態になったシビュラは親指で何かを真上に弾いた。

　貨幣代わりに使われている、【ギミック】の【歯車】だった。

「さて問題、この歯車にはどうしてお金と同等の価値があるのでしょう？」

「それは、【歯車】を分析する事で多くの【経験値】が手に入るから……」

　言いかけて、ルサールカの口が止まる。

　思わずフルドラやグルアガッハとも目を合わせてしまう。

「そう」

　シビュラは歯車を手の中で弄びながら、

「【経験値】です」







　ゴッッッ!!!!!!　と轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

【賢者】からの攻撃は相変わらず苛烈で、まともに正面に立てばまず間違いなく削り殺される。【火力】、【水力】、【風力】、【土力】……。さらに各種の物ぶつ理り属ぞく性せいまで。全ぜん属ぞく性せい完かん全ぜん網もう羅ら、正真正銘ありとあらゆる【魔法】を頂点まで極めた彼女と正攻法で戦うなど自殺行為でしかない。

　はずだ。

　しかし、

「ぶー!!　ベアトリーチェ、ヴィルデフラウ!!　一ヵ所に固まらないで、全員で取り囲むんだ!!　ヤツはいろんな方向から攻撃が来る事を望んでいない!!」

　直接戦闘ができない【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンを小脇に抱えたままぶーぶーが指示を出す。

「っ」

【賢者】としては、一人一人潰していくのが包囲網を確実に食い破る必勝法となる。だから本来なら焦あせる必要はなかったのだが、

「アルメリナ!!」

　ゴッキィィィン!!　と豪快な金属音が炸さく裂れつした。

【水力耐性】一〇〇％を持つヴィルデフラウを目で追い駆けていた【賢者】に、側面から鎖付き鉄球を叩たたき込こんだ音だった。

　だが【賢者】はそもそもツギハギだらけの刃を構えて受け止める事さえなかった。そのこめかみに鉄球が直撃したにも拘かかわらず、微動だにしなかったのだ。

　ジロリと睨にらんで、彼女は告げる。

「【打だ撃げき耐たい性せい】一〇〇％、もう忘れたのか？」

「っっっ!!」

　怯ひるみかけるアルメリナだったが、ぶーぶーが叫ぶ。

「構わない!!　確かにお前に殴りは通用しない。だけど真正面から殴られ続ける限り、お前はその攻撃への対処を続けるしかないんだ。絶対に無視はできない！　何故なぜなら!!」

「あ」

　小脇に抱えられたお荷物フィリニオンが思わず声を上げていた。

　ぶーぶーはパズルのピースを嵌はめ込こんでいく。

「お前の全ぜん属ぞく性せい完かん全ぜん網もう羅らは『常に』全部を満たしている訳じゃない！　ぶー、さっきのほくろと一緒だ、その都度その都度状況に必要な【属ぞく性せい】を付け替える事で、何をやってもへっちゃらなふりをしていただけだったんだ!!」

　言われてみれば、確かに【賢者】はものすごい数の【魔法】を大洪水のように撒まき散ちらし、しかもベアトリーチェ達の【属ぞく性せい防ぼう御ぎよ】の隙を衝つくように変幻自在の【属ぞく性せい】で攻撃してきた。

　だけど、彼女は複数の【属ぞく性せい】を同時に使ってくる事はなかった。

　炎の時には炎の連射、氷の時には氷の連打……。

　総合的に見れば全ての属ぞく性せいを使っているが、一瞬一瞬を切り取ってみれば一つの【属ぞく性せい】一辺倒に集中しているようにも見えるが……!?

「【経験値】の総量自体は、私達と大して変わらなかった」

　ベアトリーチェが啞あ然ぜんとしたように呟つぶやいていた。

　それはすぐにでも叫び声に変わっていった。

「だけどその【経験値】を固定しないで、自由にやり直して何度でも付け替える事ができたですって!?　だから見た目の上では全ぜん属ぞく性せい全ぜん魔ま法ほうを網羅しているように見えていた!?」

「っっっ!!!???」

　たった一つのほくろが、精神論だけでなく現実の戦闘の趨すう勢せいを決める事もある。ぶーぶーはアルメリナを支援するため、彼も彼で巨大な【兵へい輝き】を摑つかんで【賢者】にもう一度立ち向かう。

　ベアトリーチェ。彼の大切な人に、最後のバトンを渡すために!!




「じゃあ、その脇を刺すようにベアトリーチェやヴィルデフラウが炎や氷で攻撃したらお前どうなる？　正面からの殴りに対処し続けなくちゃならないお前は、真横から来る別の【属ぞく性せい】の攻撃には対処できなくなるはずなんだ!!!!!!」




　轟ごう!!　と空気が唸うなった。

　アルメリナの鈍器とベアトリーチェの炎。

　それらが粘つく空気を絡からめ取とり、【賢者】に向けて勢い良く振るわれる。

「……いいや」

　だが。

　だが。

　だが!!

「【打だ撃げき耐たい性せい】一〇〇％、【火力耐性】一〇〇％」

　囁ささやくような声だった。

　看破してなお引きずり下ろせない。複数方向からの攻撃に【賢者】は直接身をさらし、そして直立不動でニヤリと笑う。

「忘れたのか、【経験値】は自由に付け替えられる。一つの方向に集中する事なく複数の【属ぞく性せい防ぼう御ぎよ】へ手を伸ばせば何も問題はない」

　悪夢のような答え合わせだった。

　正面からのアルメリナも脇腹を刺すようなベアトリーチェも、やはり【賢者】に傷一つつけられない。もう具体的にどんな攻撃が来るかよりも、そのビジョンだけでこちらの心をへし折りに来るようだった。

　それでも諦めない。

　その必要もない。

　自分の目で見たものしか信じない人間は手品に騙だまされるだけだ。きちんと頭の中で考えて何と何が結びついているのかまで考えれば惑わされる事もない。

「ぶー。だったらお前、どうして最初からそれをやらなかった？」

「っ」

「わざわざ出し惜しみをする必要は特になかったはず。にも拘かかわらず一つの【属ぞく性せい】一つの攻撃一つの防御にこだわり続けていたとしたら、理由なんて一個しかない」

「【賢者】、そなたは確かに一度に複数の【属ぞく性せい防ぼう御ぎよ】を手に入れられるかもしれない」

　ベアトリーチェもまた、絶対に届かない刃をそれでもギリギリと鳴らしながら、至近で笑っていた。背中の魔法陣から爆炎を噴きながら。

「だけどそうしてしまえばそなたは八方美人でどこにも突出できなくなる。何故なぜなら自由に振り分けられる【経験値】の総量自体は変わらないんだから！　耐性自体を一〇〇％完全に極めるのは難しい。二次関数の曲線みたいに、一〇〇％に近づくほど注入しないといけない【経験値】の量が跳ね上がっていくから無駄遣いでしかないって断言する者さえいるくらいに！　複数の【属ぞく性せい防ぼう御ぎよ】を一〇〇％になんか振り分けたら、今度は攻撃用の【魔法】を一つも使えなくなるんじゃない？　だとしたらじり貧なのはそっちもあまり変わらないな!!」

　一見して、それでも【賢者】の優位は崩れないように思えるかもしれない。

　自分から攻撃できなくても、ひとまず無敵状態をキープできるのだ。だったらいくらでも閉じこもって反撃の機会を窺うかがえばそれで済む話に聞こえるかもしれない。

「もう分かってるでしょ」

　だが違う。

　問題の核はそういう事ではない。

「私達の装束はそういう形の【パーセンテージ】系【魔法】よ。【精神力】の限界を越える装備を纏まとって【パラメータ】を無理矢理増強させ続ける事はできない。決められた値の中で装備品を選択し、残りの余剰部分を【コマンド】系の【魔法】に割り振っているに過ぎないの」

　核心を、ベアトリーチェが貫く。

　彼女は利きき腕うででレイピアを押し込みながら、空いた手で自分の肩越しに親指で真後ろを示す。

「だったら永遠に防御行動を続ける訳にもいかない。【打だ撃げき耐たい性せい】と【火力耐性】の二つまでは確保できた。だけどこっちにはまだヴィルデフラウがいる。剣で斬って捨てる【斬撃耐性】にトドメの氷の【水力耐性】。果たしてその【経験値】だけで本当に全部一〇〇％にできるかな、【賢者】!!」

「っ!?」

　その言葉に、【賢者】の眉がわずかに動く。

　ひょっとしたら、彼女の【経験値】を搾り尽くせば可能かもしれない。【打だ撃げき耐たい性せい】、【火力耐性】、【斬撃耐性】、【水力耐性】、その全てを残らず一〇〇％に届かせられるかもしれない。

　だが気づくべきだった。

【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウは得意とする絶対零度の【水力耐性】の他に、【斬撃耐性】まで担当していた。つまり武器の形さえ整っていれば、火水風土にこだわる事なく『普通の物理攻撃』も繰り出せる訳である。

　そしてベアトリーチェは敢あえてある攻撃について触れなかった。

【賢者】の【属ぞく性せい防ぼう御ぎよ】は宣告してオンオフを切り分ける。意識の外にある攻撃を自動的に防いでくれるようなものではない。

　さて、そもそも赤い【剣つるぎ聖せい女じよ】が手にしている【兵へい輝き】とは何か。

　そう、【魔法】専門なので切っ先は平たいものの、そもそもレイピア型をしている以上……、

「ッッッ!!　【刺し突とつ属ぞく性せい】の攻撃か!!」

　初めて、【賢者】の美しい顔に焦あせりのようなものが滲にじみ出でた。

　だがベアトリーチェは口元に不敵な笑みを浮かべてこう答えた。

「いいや、【流りゆう圧あつウィザルズカット】」

　今度こそ。

　今度の今度こそ、至近にいる【賢者】の瞳から一瞬だけ感情が飛ぶ。

　その思考が空白に包まれる。




「空気の温度差によって気圧変化を生み出し真空刃の竜巻を作り出す【風ふう力りよく属ぞく性せい】よ!!」




　忘れてはならない。

　一万四〇〇〇の【火力】系【魔法】を極めたその【剣つるぎ聖せい女じよ】は、炎一択でありながらその炎を起点に様々な【属ぞく性せい】の攻撃へ手を伸ばし、かつて一対一であのぶーぶーをもギリギリまで追い込んだのだという事実を。







「【兵へい輝き】や【ゲート】は元々人間の稼いだ【経験値】を管理するために用意されたターミナルです。地球でデータを繰りこちらで利用する。だとすれば、これを利用しない手はない」

　宿屋街でのシビュラの言葉に、ごくりとフルドラは喉を鳴らした。

「確かに世界をまたがないと効果は出ませんが。つまり、何ですか？　【賢者】の正体は、ベアトリーチェさんと全く同じ【経験値】を外から注入された別の誰かっていうんですかあ!?」

「単純な技術や知識だけの話ではありません。何しろ経験全ての値ですから。それこそ装備品でアジャストなんて次元ではなく、目鼻立ちや骨格を大きく変えてしまう要因になるでしょう」

　人間の見た目は日々の経験で変わる。ダイエットや体力トレーニングなどはもちろん、毎日飲み食いしているものや浴びている紫外線の量、心身のストレスや睡眠時間などでも。

「そもそも個人とは何か。肉体とは容姿とは精神とは魂こん魄ぱくとはどのように定義されるか。明確な答えは出ていないものの、そのいずれにも経験の積み重ねが大きく影響している事は確かでしょう。人は持って生まれた素質と周囲の環境、歩んだ道のりにより己を磨いて各おの々おのが自らの目指す終着点を追い求めていく。幸も不幸も道理も不条理も経験として吞のみ込こみ、受け入れながら。言ってみれば、【経験値】の操作とは一〇〇・〇％意図して確実にレールを切り替え、己の変化から一切の偶発条件を排除できる権利を得る事に他なりません。【魔法】の系統樹を選び進めるように人を育てるようなもの。この柔軟性応用性は所詮は先天的才能の有無程度しか干渉のできない、あなた方の言う血統の品種改良や遺伝子操作などの比ではないのです」

　つまり、お手本のある【キャラクターメイキング】だ。ガイドブックやサイトのオススメの通りに【ジョブ】や装備、【魔法】を揃える行為を一括化する事。ベアトリーチェの【経験値】を丸ごと注そそぎ込こむという事は、その歩みを辿って癖や個性まで学びながら【レベルアップ】をやり直す行為に他ならない。

「莫大な圧が地中で宝石を作るようなもの。もちろん誰でも彼女になれる訳ではありません。それ以上でもそれ以下でもなく過不足なく完全なベアトリーチェ方式モデルとして適合し、内外共にそっくりそのまま作り替えられる素体は、それはそれで珍しかったのかもしれません。……その結果としての、あのイレギュラーな付け替えにも手が届くようになったんでしょうしね」

「むしろ女王物質やロイヤルゼリーで枝分かれする女王蜂や働き蜂のような。どうしてベアトリーチェさんにそこまでこだわるんですか」

　グルアガッハが絶句したように呟つぶやいていた。

　シビュラは息を吐いて、

「彼女は人間達の最強、代表的なカンスト組の一角です。つまり成功者の標本サクセスモデルだった。【賢者】は元々四次元移動のクドリャフカだった訳ですし、できるだけ強きよう靭じんな肉体を持ち聡そう明めいな頭脳を誇る、環境激変に耐えられる個体であった方が好ましかったのでしょう。ちょっと何かの決定が違っていれば、フィリニオン方式モデルやアルメリナ方式モデルになっていたかもしれませんが」

「あれ？　でもつまり、【賢者】がベアトリーチェにそっくりなのはグランズニール限定という話なんですかあ。地球に戻ると全く違った誰かになってしまう、とか」

「私には地球とやらを覗のぞく術はありませんから何とも。ただし、もしもそうなら【賢者】はあそこまで全てを奪われたと感じないでしょう」

「だとすると……」

「グランズニールと地球の間に世界の壁があるように、未来と過去の間にも壁があるはずです。そこを超えた時点で目鼻立ちがアジャストされる場合、地球にいようがグランズニールにいようが、『超えざる壁を破った』とみなされた彼女はずっとベアトリーチェ方式モデルのまま、なのではないでしょうか」

　シビュラはゆっくりと息を吐いて首を横に振ると、

「【賢者】は元々グランズニールへ過剰に滞在していました。地球側にどれだけのセーフハウスを備えていたかは分かりませんが、実際にはほとんどの時間をこちらのグランズニールで過ごしていたはずです。体内時計などの回復行為は最低限、といった按あん配ばいでしたしね。とてもではありませんが、地球側に自分の存在のよりどころを求めている感じはしませんでしたよ」

【経験値】の移動。

　この方法でクリアすれば、確かに人口は増加しない。

　七〇億なり八〇億なりが過去に飛んでも、食糧や資源は枯こ渇かつしない。双方の人口に極端な差がない限り、一方的な移住は成功する。莫大な圧を加えるべき炭素の塊さえあれば宝石は作れる。体の内も外も作り替え、親にも見分けのつかない別人として完成させる事で。喰くわれるのは人間、それさえ許容できれば。未来は破滅するもの、と認識していればタイムパラドクスも恐れないはずだ。

　ただし、

「……では、特別な蜂となった彼女は一体誰なんです？」

「【賢者】でしょう、ベアトリーチェ方式モデルの」

「そうではなく、【経験値】に組み立てられる前は誰だったんです!?」

「それが分からないから、彼女はもう【賢者】という立場にすがりつくしかなかったんですよ、最強を極めたベアトリーチェ方式モデルに」

　そもそも現状の【賢者】が未来からの【経験値】か過去にあった素体か、一体どちらに主格があるかもはっきりしていないが、とにかく【賢者】は四次元移動実験のクドリャフカで、一足先に過去へ跳んだ。だがその結果得るべきだった恩恵を未来の人類全体で共有する前に全ての線を切って大移住を阻止した。未来で何があったかは知らないが、四次元移動という逃げ道さえ失った彼らはそこで絶滅している事だろう。

　何故なぜ、そこまでやったのか。

　その答えがここにある。

「該当時系列の全人類を鉱脈とみなして再びの自由を謳おう歌かする、【経験値】式四次元移動移住法。言い方を変えれば、過去の時点での人類を丸ごと滅ぼして自分達だけが助かる方法です。【賢者】はそんなやり方から皆を守るために、全ての線を切ったんです。結果として、遠く離れていたが故に消失した未来に巻き込まれる事もなかった現代のクドリャフカは宇宙よりも孤独な檻おりに収まる羽目になりましたがね」







　嚙かみ合あった。

　ぶーぶー、アルメリナ、ヴィルデフラウがそれぞれ最大最強の一撃を放ち、さらにはベアトリーチェが炎を起点に別の【属ぞく性せい】の【魔法】を呼び出す事で完全に不意を打った。

　意識の外からの攻撃。

【流りゆう圧あつウィザルズカット】は大量の真空刃を生み出す竜巻で標的を吞のみ込こむ【魔法】だ。

　ゴッ!!　と。

　空気を圧縮するような恐ろしく低い唸うなりと共に、宝石じみた赤い珠たまがいくつも宙を舞った。

　あの【賢者】が。

　今まで何なん人ぴとにも傷をつける事のできなかったその美しい肌が、いくつもの細かい切り傷で汚けがされていく。それ自体が美しい血の珠たまが空間を彩る。

【賢者】は最初から攻防全てを備えているのではなく、状況に合わせて【経験値】を付け替え、【魔法】の系統樹を自在に設定し直す事であらゆる【属ぞく性せい】あらゆる攻撃・防御を実現する。その量が一定なら、やはり対応の限界は存在するのだ。

【経験値】の付け替えなんてメチャクチャな事にどうやって手を伸ばしたのか、ぶーぶー達にそこまでは分からない。

　だけど一太刀は通った。相手は絶対の存在でない事を看破した。目測で敵の【属ぞく性せい】を読んで手動で【耐性】を選んでいく方式なら、騙だましようなんていくらでもある。

　ここからの派生はおよそ三二種。

　実際に傷がついた以上、【賢者】は絶対に【風力耐性】を底上げしなくてはならない。まずこの弱点を塞がなくてはそのまま胴体を真っ二つにされてしまうのだから。だがあらかじめその防御行動が分かっているならさらに別の【属ぞく性せい】を迂う回かいしてやれば良い。

　上回った。

　追い越した。

　いついかなる時も常に自分達の前を進んでいた【賢者】。だがついにベアトリーチェ達は彼女の先へと躍り出た!!

「お」

　初めてだった。

　ここに来て初めて、【賢者】の顔から本当の本当に余裕が消えた。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!!!!」

　何かが起きた。

　まだ終わっていなかった。

　ツギハギだらけのレイピアを握る左手とは反対。今の今まで不自然に空いていた右手。その装甲に包まれたはずの指先が、弾はじける。手の甲から指先までが変質するように、ガラスでできたような赤い半透明な鋭い刃が五本、レイピアよりもなお細く長く勢い良く飛び出してくる。




　安易な最強の力を与える【ローレライ】。

　そういえば、あの話は一体どこへ行っていたのか。







「とはいえ、私はどこまで行っても【ロイヤルエルフ】の末ですから。出会い頭にいきなり『懐なつかしい匂いがする』などと言われてすり寄られた時は驚きましたが。詳しい事情を聞いてなお、私にできる事は限られていました」

　シビュラは目を細め、何か遠い過去を思い出すような調子でこう呟つぶやいた。

「私の【スキル】は残留思念の実体化です。滅んでしまった【イベリコオーク】達の技を再現する事は叶かないませんでしたが、それでもいくつかの貴重な資料を再び浮かび上がらせるくらいは貢献させていただきましたよ」

　そう。

　例えば。

「あの【ローレライ】の完全制御を可能とするための秘法を記した壁画、などです」







　最後の一撃。

　こればかりは【経験値】の付け替えを軸にする【賢者】本人の事情の外にはみ出たものだ。だからこそ、複数の【属ぞく性せい防ぼう御ぎよ】を無理矢理一〇〇％にした時は大技の反撃は返ってこない、という前提も崩れる。そもそも【ローレライ】自体、持ち主が思い描く最強の理想像を安易に叶かなえる【ブレイクニュース】だったはずだ。【賢者】が自身の不足を補うために何をイメージするかは火を見るより明らかだ。

「【溶よう断だんメルトカッティング】!!」

「【氷ひよう刃じんコールドエッジ】!!」

　複数の魔法陣が光を放ち、左右から同時に斬りかかられても、【賢者】は動かない。ただその場に立ち尽くすだけで、ぶつかってきた【剣つるぎ聖せい女じよ】と【氷ひよう瀑ばく姫き】の【兵へい輝き】の方が逆に弾はじき飛とばされてしまう。

「全ぜん属ぞく性せい完かん全ぜん同どう時じ防ぼう御ぎよ」

「っ」

　それだけでも十分驚きよう愕がくに値する。二次関数の曲線のように一〇〇％に近づくほど必須【経験値】が増大する【属ぞく性せい防ぼう御ぎよ】を全て極めるなど正気の沙汰ではない。

　だが留まらなかった。

【ローレライ】による暴威はそんなレベルでは済まされなかった。

「イコール、【経験値】無制限自動取得」

「ッッッ!!!???　戦う必要もない、【迷めい宮きゆう】探たん索さくもいらない。ただ手にしているだけで無尽蔵に【経験値】を与えられる装備品だって!?」

　確かにそれは、ある意味では人じん類るい垂すい涎ぜんの品だ。

　そして黙っていても溺れるほどに【経験値】が手に入るのなら、あらゆる【属ぞく性せい防ぼう御ぎよ】を一〇〇％に吊つり上あげられる。それどころか防御行動のみならず、【魔法】の系統樹に存在する種々様々な攻撃【魔法】にも手が届く。もう面倒な付け替えは必要ない、彼女は全てを掌握できる。

【賢者】の不足は補われた。

　いよいよ圧倒的な破壊力の反撃が再開されてしまう。

　そして脇腹を刺すような別べつ【属ぞく性せい】の攻撃が通じなければ、真正面から物理攻撃で押さえ込むぶーぶーやアルメリナの命も風ふう前ぜんの灯ともし火びだ。それが分かっても、これ以上打つ手はない。

　状況が決定的に動く。敗北という方向へ天てん秤びんが傾いていく。

　その直前だった。

　くす。

　くすくす、という妖よう艶えんな笑みが全員の耳に滑り込んできた。




「皆さん、誰かお忘れじゃありませんか？」




　そんな声があった。

　ぶーぶーの小脇から。今の今までお荷物だったメガネの【解かい暴ぼう医い】フィリニオンが、手にしたカラフルな試験管を【賢者】に向けて投げ放っていた。

　所詮は回復役、どこまでいっても直接ダメージに結びつける事のできない支援の要。

　だが違うのだ。

【火力】、【水力】、【風力】、【土力】……。さらには各種の物理耐性まで。おそらく毒や痺しびれといった各種の【状態異常】も含めて。それら全てを極め尽くして一切のダメージを負わないと公言する【賢者】。

　しかし、だからこそ。

「回復を打ち消す理由は特にない」

「っ？」

「故に、どのような【属性防御】であっても回復は打ち消せない」

　ちゃぷん、という液体の揺れる音があった。

　捨て置けると考えていたからこそ今まで見送っていたカラフルな試験管。だが今さら【賢者】がぎょっとしたところでもう遅い。

　ベアトリーチェはその正体を知っている。

　自分の繊細な顔。その目鼻立ちを一切崩さず、折れた奥歯を奇麗に治してもらったのだから。

　ただし、




「喰くらいなさい、その傷をくまなく癒いやす整形回復薬を!!　ただし代償として、あなたにも【魔法】を扱う【精神力】の消耗を強いてしまいますけどねえ!!」




「なっ……」

　決して少なくない代価、副作用を強いる特別製の回復薬を次々浴びたら一体どうなってしまうのか。

　それ以上は必要なかった。

　どれだけ【経験値】を積んで【魔法】を習得しても、【魔法】は【魔法】だ。

　それは人の【精神力】を消費してこの世界に放たれる消費物だ。

【兵へい輝き】から繰り出される炎や氷の【コマンド】系にしても、衣服の形で身に纏まとって【パラメータ】や【属ぞく性せい防ぼう御ぎよ】を底上げする【パーセンテージ】系にしても。

「今のそなたには、もう【魔法】を使えない」

　つまり、【精神力】を丸ごと失えばどうなるか。

　ガス欠に陥り、ブレーカーを落とされれば何が待っているか。

　目に見えない【属ぞく性せい防ぼう御ぎよ】とて、無意識に行使している【魔法】なのだ。大前提となる【精神力】を奪われてしまえば適切に機能しない。

　……【ローレライ】は持ち主の考える最強を安易に叶かなえた上で、その不備を突く。

　もはや独り歩きを始めたその伝説は、作り手たる【賢者】当人をも吞のみ込こみ始めたのか。

「ただただ薙なぎ倒たおされるが良いい、【賢者】！　当たり前の人として!!」

　今度こそ、今度の今度こそ。全員からのバトンを受け取ったベアトリーチェの背中の魔法陣が爆発する。そのレイピアが、唸うなる。空気を引き裂きその軌道に合わせて莫ばく大だいな炎が吹き荒れ、そしてまともに【賢者】の腹の真ん中へ直撃した。

　凄すさまじい大音響が炸さく裂れつし、【賢者】の体が大きく吹き飛ばされる。

　装備品の形をした【魔法】でアジャストしても、【経験値】の付け替えを駆使してでもベアトリーチェの像を貫きたかった顔なき誰か。そんな誰かと目が合ったのも一瞬の事だった。

　彼女は【ローレライ】によって変質した右手をこちらに伸ばし、何かを摑つかもうとしていた。

　それはベアトリーチェに、だったのか。あるいはぶーぶーに、だったのか。

　ぶわりと長い銀と赤の髪が舞い、広がり、そしてうなじ、左耳の後ろがわずかに覗のぞけた。

　そこにほくろはなかった。

　ぶーぶーは、元々ないのに指摘されてから慌てて付け足した事が蛇足に繫つながった、と判断していた。

　だけど実はここにもう一つ、非常に深読みした見方がある。

　もしも本物のベアトリーチェが変身能力を得ていたら？　元々ほくろがない状態で正しかったのに、ぶーぶーから間違った指摘をされて慌てて付け足したのだとしたら、実は何の証明にもなっていないのではないか……？

　全ては霧の中だ。

　それはまるでメビウスの輪の表裏を追い求めるようなもの。

　何一つ答えは出ないまま、地層のようなシャフトの壁に背中から激突した【賢者】が、落ちる。ぶーぶーとベアトリーチェが同時に駆け寄ろうとしたが、間に合わなかった。伸ばした手は何の感覚も摑つかめず、【賢者】はただただ落ちていく。広大なエレベーターの床とシャフトの壁の間にある隙間へと、そこから底も見えないほど深い深い闇の底へと。
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　しばらく、誰も動けなかった。

　ただただ大きな歯車の嚙かみ合あう音だけが響き渡っていた。

「終わっ、た……？」

　やがてそう呟つぶやいたのは、ベアトリーチェだった。

　最後の一撃を放ったのは彼女だが、当人さえも実感が湧かないのだろう。

　あまりにも巨大な壁だった。

　だが乗り越えた。ベアトリーチェ、フィリニオン、アルメリナ、ヴィルデフラウ、そしてぶーぶー。誰も失う事なく全ぜん員いん揃そろっている。

「終わった。本当に全部終わったんだ……」

「と、いうか。ぶーぶーさんちょっと傷を診せてください！　全身ボロボロじゃないですか!?」

「ぷきー。ぶーぶーはみんなが元気ならこんなのへっちゃらなんだ」

「そんな事は聞いてねえんだよどうせタダなんだからフィリニオンに治してもらえって」

　やいのやいの言い合っている一行だったが、そんな中で【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウだけは辺りを見回し、それから頭上へ目をやっていた。

「あのう、それで、このエレベーターは一体どうやったら止まるのでしょうか？」

「あれえ!?」

　ベアトリーチェが素っ頓狂な声を上げる。

　カラフルな試験管を取り出していた【白しろ魔ま女じよ】もまた、ピタリと動きを止める。

「……と、止まらない場合はどうなるんですかね？　そっ、その！　いったん下まで降りたらまたボタンやレバー一つで上へ向かえるんっ、ですよね!?　やーですよー片道切符だなんて【迷めい宮きゆう】最さい深しん部ぶから歩いて地上まで戻ってこいとか死闘確定じゃないですかあ!?」

「ヴィルデフラウ、例の真空零度でエレベーターの歯車を固めちまうって手は!?」

「まあやってやれない事はありませんけど、固まった状態で駆動系がそのまま無理に力を加えた場合、凍った歯車がバッキリ割れたりしかねませんわよ」

「ええと、その場合……？」

「安全設備がどの程度か分かりませんので、最悪そのまま真っ逆さま。緊急停止に成功したとしても、何百何千メートルあるかも不明な途中地点で宙ぶらりんですわね。ああ、場合によっては【迷めい宮きゆう】は一部亜空間連結しているんでしたっけ？」

「ひひっひいいー!?」

　案の定【白しろ魔ま女じよ】が顔を真っ青にして絶叫していた。

　ベアトリーチェは細い顎を指先でなぞりながら、

「……いざとなれば、緊急脱出専門の【魔法】もあるにはあるけど」

「シビュラに【賢者】の連戦だぜ？　あんな【精神力】の大部分をごっそり削る【魔法】なんか誰が使えるんだよ……？」

「というか、それ以前に」

　そんな中でも意外とクールなヴィルデフラウなのであった。

　他人を仕切っている間は自分にパニックが伝染しない種類の人間なのかもしれない。

「そもそも【賢者】はground's_nirの『怪物』とやらと戦うために頭のおかしい大戦力の確保に乗り出した訳で、それがさっきの【ローレライ】を使った全ぜん属ぞく性せい完かん全ぜん同どう時じ防ぼう御ぎよだったのでしょう？　その【賢者】という最大の切り札を倒してしまい、『怪物』の件放ほったらかしとなると……あのう、わたくし達、何かとてつもなく重要な事をすっぽかしてしまっているような……」

「おいちょっと待て」

　アルメリナがうっすーい（笑）胸の前で右と左の人差し指をくっつけながら、絶対間違いであってほしい答え合わせを続けてしまう。

　火力系幻覚の【魔法】で呼び出した四角い枠やラインの相関図が完成しない。

【賢者】で終わってくれない。

「ま、まさかこのまま直行なのか？　『怪物』ってのと大怪獣魔法戦争を!?　こっちは【賢者】の一件でボロボロのへとへとで全く回復もしてねえってのにか!?　そもそもシビュラ戦から【賢者】戦に繫つなげたのだって不親切だよ感覚的には三連戦だぞ!!!???」

　とは言っても頼みの綱だった【賢者】を撃破した以上、そこは空席だ。他の誰かを据え置かねばならない。『怪物』が表に出ればグランズニールの地上で暮らしている全生命は死滅し、【魔法】や【ピース】で経済状況を支えられている地球だって滅亡レベルの大混乱が訪れる。

　誰かがやらなくてはならないのだ。

　……当然、【賢者】の代わりを務められるのは、その【賢者】以上の実力を示した者だけになるだろうが。













　　　行間二







　大分構えがサマになってきたって？

　何を言ってるの、これまで全然そなたに勝てた試しがないじゃない。

　ほんと、【魔法】が使える訳でもなし、純粋に鈍器を振り回しているだけなのにどうして勝てないのかね。こっちは、そりゃあ、多少の裏技は使ってるけど、それでも一応人間が扱う【魔法】はほとんど全部網羅しているっていうのに。

　何が困るって、負けているのに悔しくないっていうのが一番困るんだよね。

　結局、ここに全部の歪ゆがみが集中しているのかもしれないけど。

　勝って勝って勝ち続けて。七〇億でも八〇億でもみんな救って、でも、だからこそ私には何も残らなかった。ほんとの事を言うと奇麗に負ける方法を教えてくれなかった世界っていうのに絶望していたのかもしれない。

　嬉うれしかったんだよ。

　自分にも敵かなわないものがある、越えられない壁があるっていうのがさ。

　世界って仕組みは案外頑丈にできていて、やっぱり好き放題暴れ回るだけじゃ済まされないんだなあっていうか。変な話だけど、私にはそなたが頑丈な命綱に見えたんだ。ようやくありったけの体重をかけてもぐらつく事のない、太い太い命綱にすがれるんだってね。

　なあ長老、感謝してる。

　何だか照れちゃうな、改めて自分の口で言うと。

　で、今日は大事な話があるって聞いていたけど、実際には何の相談なの？　はっは、今さら難しい顔をするんじゃない。そなたは私の恩人だ。冗談抜きに、私の人生を救ってくれた。だからどんな悩みでも必ず応えてあげるよ。




　ザザ。

　……ざざざ、ザザザザ……。

　ザザザザザザザザ!!




（Notice/会話ログの一部を紛失、このファイルは再生不可能です）













　　　第三章　Boss_Quest　03　〝Launch_Sequence.〟（測定不能）







　　　　　１（Central_Shaft）




　寝よう寝よう!!

　兎とにも角かくにも連戦で重要なのは【魔法】を使う際に消費する【精神力】だ。もう『怪物』とやらとかち合うのを止められないなら、せめて少しでも回復させなければならない。

　今は寝巻きの用意もない。

「まあわたくしは脱いで裸になるだけなのですが」

「良いいか全員であのナイトキャップを取り出した変態を止めろォーっっっ!!!!!!」

　そんなこんながありつつ、まあ結局はそのまんま巨大なエレベーターの床にごろ寝する年頃の娘さん達だったが、

「ううー……歯車がゴトゴト鳴り響いて眠れませんわ……。関連しているのか床だって震動しておりますし……」

「とにかく寝ろっ、五分一〇分でも【精神力】は回復するんだ。何が生死を分かつか分かんないんだぞ。やっぱり宿屋は偉大だって事くらい誰でも理解してんだから文句言うな！」

　アルメリナが非常食のチョコレートやビスケットなどをあちこちにばら撒まいているのは、少しでも早く眠りに就きたいからか。もうこの場において『寝る前の間食は控えましょう』などという最低限の仁義すら存在しやしねえのであった。

　ベアトリーチェはベアトリーチェで火力系幻覚の【魔法】で目の前に四角い枠を表示させながら、

「うふふ、おやすみぶーぶー」

「……あの、ベアトリーチェさん？」

「何よヴィルデフラウ。どうしても眠れない時の最終儀式の真っ最中なんだけど。ほら見てありし日の可愛かわいらしいぶーぶー☆　【スクリーンショット】で撮っておいて良かったー」

「で、ですがいくら何でも本物のぶーぶーさんがいる傍そばでどっぷり思い出に浸るのはいかがなものかと……」

　当の本人はぷきーと鳴いて首を傾かしげているだけなのであんまり重大な案件ではないのかもしれない。

　一方のフィリニオンは【殴おう僧そう侶りよ】がばら撒まいた一口チョコの包みをもそもそ開けながら、

「でも、そうやって時間区切られるとかえって眠れなくなるんですよう。あと一時間で寝てくださいって言われてぴったりその通りにできたら誰も苦労はしませんって」

「一番もくもく邪魔臭いアロマ焚たいてるそなたが文句とか言ってんじゃねえ牛いィーっ!!」

　一応ここは【迷めい宮きゆう】の中なのだが、他の通路と全く連結しておらず、動植物の構造を真似まねた【ギミック】や埋め込み式の【トラップ】などにやられる恐れがない、というのはやっぱり大きい。そしてシビュラ戦、【賢者】戦と立て続けにやってへとへとになっているのも事実なのだ。最初は文句ばっかり言っていた彼女達だったが、やがて静かになっていく。

　今でこそ寝巻きブームなんぞが起きているが、元々、【迷めい宮きゆう】探たん索そくの際には寝袋代わりの小さな結界を張ったら、後は毛布一枚掛けずに硬い石の上に直接寝転がって仮眠を取るような連中だ。ちょっとやそっとの悪環境に耐えられないようならカンスト組にはなれない。

　……のだが。

「ぷきー……」

　いつの間にか、特に【魔法】や【精神力】とはあんまり縁のないぶーぶーまでその場に座り込んで船を漕こぎ始めてしまった。おしゃべりしてくれる人がいないので暇になってしまったのかもしれない。問題なのは、

「くーすー、むにゃむにゃ。ぶっ、ごご……。ずごごごごごご」

「あっ、まずい……」

「ぶごーう!!　ぶごごごごごぐう!!　……むにゃむにゃ、こっ、ここで審査員があまりの美味おいしさにお刺身の大海原へ飛び出したァァァァ!!!!!!　ぶごっごう……!!」

「ぎゃああああ!!　ぶ、ぶっ、ぶーぶ……何なんですかこの爆撃はあ!?」

「牛、嘆くのは良いいけどぶーぶーはいびきの他に寝相もひどいっ……」

　最後まで警告を終える前に灰色の人身豚面がごろん。涙目で文句を言っていたメガネが、ぶぎゅる!?　とかいう変な音と共に大人しくなった。とりあえず意識はなくなったようだが、あれで【精神力】が回復するのかどうかはかなり未知数だ。

　青い顔のヴィルデフラウが慌てて起き上がり、

「どっ、どどどどうしますのこれ坂道での岩石ゴロゴロトラップと大して変わらない危険度ですけれど本当にどうしますの!?」

「むにゃむにゃ、ぐーすかぴー!!　……敢あえてのデザートです！　そう達人の逆転の秘策はメインディッシュではなく食後のデザートにあったァァァァ……!!　ぶばっぶばー!!」

　一体何の夢を見て大興奮しているんだか分かりゃしねえぶーぶーだったが、そこでさらなる動きがあった。

　ぺろりん、と。

　見た目よりはるかに大きな口から分厚い舌が飛び出したのだ。

「あっ」

　フィリニオンが押し潰された今、ぶーぶーと一番近い位置にはベアトリーチェがいた。

　そして最強の【剣つるぎ聖せい女じよ】でさえ身構える暇もなかった。




　一発だった。

　何か上下に舐なめ取とるようなエア動作が繰り出された直後、えらく水っぽい音と共にベアトリーチェの腰下から胸元までが唾液で埋め尽くされてしまった。




「うひゃっ……ァん!?」

　へそ下から胸部装甲、そこで留まらずさらに上まで。反射的にひずんだ高音を出してしまってから、ベアトリーチェは自分の声を聞いて自分で耳まで真っ赤になっていた。

　わなわなわなわなーっ!!　と全身で震えている【剣つるぎ聖せい女じよ】に、かえって傍そばで見ていたヴィルデフラウまで赤面しながら叫んでいた。

「この局面でなんて悩ましげな声を出していますの!?」

「ちっ、ちが……!!　なっ、なん!?　今の声っ、私の身体に一体何が……!?」

「安心しろベアトリーチェ、あんたがとっさに片目を瞑つぶって顔を背けたおかげでかろうじて唇は除外されてる。初キスならノーカウントだ。ほっぺたと髪がすごい事になってるけども」

「えっ、じゃあ初キス前に全身を舐なめ回された女の子になるの私ィ!?」

　アルメリナからの冷静な指摘によって何とも奇態な人生の手順を踏んでしまった事に気づかされたベアトリーチェだったが、【兵へい輝き】を見れば確かに【経験値】が少し増えている。

「くっ……!!　こういう時こそ無駄に育ったメガネ牛の出番のはずなのに、どん臭いばっかりに真っ先に押し潰されてダウンするから私がこんな目に……!?」

「どうせ自分以外がぶーぶーと絡からんだら絡からんだで超新星爆発とかぶっ放すくせに」

　そして拘こう泥でいしている場合ではない。

　相変わらず馬鹿デカい舌を出したまま、ただいま爆睡中のぶーぶーがごろんごろんとあっちこっちを転がっている。

　そうなれば【殴おう僧そう侶りよ】は即決であった。シビアな【迷めい宮きゆう】探たん索さくで磨いたカンスト組としての生存の嗅覚はこう語っている。

「必殺☆ベアトリーチェバリアー!!」

「ちょっ、アルメリナそなたァ!?」

「うるせえさっきも言ったがどうせぶーぶーにしてやられたらしてやられたで例のやきもちが爆発するに決まっているんだ。私は泣なきっ面つらに蜂なんて絶対に嫌だぞ。それなら最初からベアトリーチェ、お前が全部お見舞いされちゃえば良いんだっ!!」

　冗談のようなやり取りだが赤い【剣つるぎ聖せい女じよ】の後ろへ回ったアルメリナは笑顔のまんま割とガチであった。物理特化の腕力をこれでもかと注そそぎ込こみ、ベアトリーチェの華きや奢しやな両肩をギリギリと摑つかんで離さない。

「あっ、あなた達はこの土ど壇たん場ばでどうしてそんなそこまで順当に仲間割れできるんですの!?」

　流石さすがにヴィルデフラウが抗議するも、お巡りさんは顔を逸そらして冷や汗だらだらであった。

「済まない【氷ひよう瀑ばく姫き】。だが私はせめて異世界では清らかなオトメであると誓っているんだ」

「……あなたおそらく根本的にオトメの意味を履き違えているような……？」

　超冷静なツッコミが入りかけたその時だった。

「ぶひゅーぶー、ぶひゅーぶぶう……。ぶごっ、ずごごごごごごごごご！　大変!!　大変美味おいしくいただきました!!　だがここでまさかのアンコールだあ!!　ぶぶーう!!」

　とんでもないゴゴゴオーラと共に何か巨大で太く重たい影がヴィルデフラウの顔のすぐ横を通過した。ぶーぶーの口からはみ出た特大のねっとり舌であった。

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウ、笑顔のまま汗まみれで固まってしばし思案。

　そして、

「あっ、ちょ、おい!?　ヴィルデフラウ、そなたが最後の良心なんだから私の背中に隠れないでサッてそんな躊ちゆう躇ちよなくーぶびゅるわ！　わー!!　わぁーッッッ!?」

　切り返しのもう一発、怒ど涛とうの舌を避けられず、ベアトリーチェは格ゲーのやられボイスのように悲鳴を長引かせて崩れ落ちる。

　最大の盾を失った二人は両手をわたわたさせながら、

「あ、あわ、あわわわわわわ……」

「おっ、おい。三〇〇万発の【魔法】が交差したと言われる『水晶大橋ギルド攻防戦』を真正面からずんずん歩いて一人で制したベアトリーチェでも真っ白になっちまうんならもうダメージ的には人類の限界を超えているんじゃないか!?」

　生存者アルメリナとヴィルデフラウとしては圧殺も舐なめ回まわしもお断り願いたい。どっちにしたってとんでもない声が出ていたのは記憶に新しいのだ!!

　しかもどっちか片方を選べばもう片方はご遠慮いただけるとかいう話でもない。見れば先にのびたはずのフィリニオンがお腹なかから胸の下辺りにかけて、もっかい舐なめ回まわされている。まったく追い討ちも容赦なしであった。

「ヤバいこっちに転がってくるぞっ、逃げろ、みんな逃げろお!!」

「多分これアルメリナさんがあっちこっちにお菓子をばら撒まいたから夢の中のぶーぶーさんが甘い匂いに誘導されて……あふん☆」

「ヴィルデフラーウ!!」
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　結局ぶーぶーだけが気分爽快であった。

　エレベーター全体を包む大きな震動と共に、彼はハッと目を覚ます。

　ぱっちりおめめは語る。

「よだれ垂れちゃった、ごしごし……。あれ？　何だ、もう着いたのか？？？」

「う、うん……。ここから先はきちんと身構えてね、ぶーぶー。私達はほんとにそなたを頼りにしているから……」

　何だかちょっと見ない間にぐっちょり濡ぬれて疲労の色が濃くなったベアトリーチェ、フィリニオン、アルメリナ、ヴィルデフラウであったが、頼りにされてしまった以上はぶーぶーも張り切るしかない。何しろ元気が漲みなぎっているのだ!!

　エレベーターは止まっていた。

【迷めい宮きゆう】最さい下か層そうまで到達したのだ。

　ベアトリーチェは辺りを見回しながら、

「【賢者】のヤツは……やっぱりいない、か」

「まあ私達の乗ってきたエレベーターに潰されてぺしゃんこというのも後味悪いですけど……でもじゃあヤツは一体どこへ消えたんでしょう……？」

　おっかなびっくりなフィリニオンの意見だったが、おそらく簡単に捜索した程度では見つからないだろう。

　本当に徒歩のルートでここまで来られるのだろうか。細長い通路にはこのエレベーター以外に上りの大階段があるのだが、本当に自力で到達可能なのかはかなり謎だ。左右に等間隔で蛍の光を集めたような照明が掛けられており、自然とぶーぶー達はそちらへ向かう。

　やがて、大きな広間に出た。

　あるのは銀行の大金庫にあるような丸い大扉が一つだけ。それもかなり大きい。直径自体は学校の教室一つ分以上ある。この円周上にロックを掛けるための太い金属ロッドが走っているとして、全部で一体何十、いや何百本に達するだろう。正攻法の大火力でこじ開けられるかどうかは、流石さすがのベアトリーチェにも自信はなかった。

「ごくり」

　ぶーぶーが喉を鳴らして、丸い扉に触れる。

　と、おかしな事が起きた。

　いきなり難攻不落の大扉全体がその場でぐるりと回ったのだ。右に、左に、規則的に回転を繰り返すと、分厚い壁全体に鋭い亀裂が入っていく。いいや違ったのだ。銀行の大扉のように見えたものは、そういう形と大きさのダイヤルでしかなかった。どこまで広がっているかも分からない壁全体が封印の扉として機能していたのだ。

「ぶーぶーは何もしてない」

「なら、内側から何かしようとしているヤツがいるんでしょ。気をつけて、ぶーぶー！」

　そう、【迷めい宮きゆう】が最終兵器を組み立てるための全自動工場だとしたら、この最深部で眠っているのはまさに『それ』だ。外へ出る事を必ずしも歓迎されているとは限らない。もしもこの大扉が外からの侵入者だけではなく内からの脱走者も防ぐものだとしたら。扉が開いてしまった事が喜ぶべき結果に繫つながるとは限らないのだ。

『怪物』自体が鍵の構造の解析を終えて外へ這はい出でようとしているのかもしれないのだから。

「待っている……」

　ぶーぶーがそんな風に呟つぶやいていた。

「……この先で、ground's_nirの『怪物』が待っている」




　開いていく。

　終末の扉が開いていく。




　その先で待っていたのは。

　あまりにも巨大な玉座に腰掛けながらなおこちらを睥へい睨げいする、黒々とした筋骨隆々のケダモノの王。

「ッッッ!!!???」

「違うベアトリーチェ、こいつは動かない」

　思わず心臓が跳ね回り、腰のレイピアへ手が伸びたベアトリーチェに、ぶーぶーが静かにそう言った。

　確かに、よくよく観察してみれば闇の中に浮かび上がっている輪郭の正体はそういう悪魔的な、魔王的な何かを象かたどった巨大な像のようだった。玉座を含んで全てが作り物なのだ。そしてあちこちから伸びたケーブルが接続されている。

　癖で火力系幻覚の【魔法】の四角い枠やラインを呼び出し、しかしそこでベアトリーチェの思考が途切れる。

「……ちょっと待て。ケー、ブル？？？」

　改めての疑問。

　そして作り物と分かってなお圧倒的な威圧感を放つ全ての中心から、ほんのわずかに目を逸そらしてみれば。

　これまでぶーぶーやベアトリーチェ達が思い描いた全てを瓦が解かいさせかねない光景だった。

「な、に……？」

　広い空間の四方の壁を取り囲んでいるのは、大小無数の薄型モニタ。床には大量のケーブルがのたくっており、先の見えないほど高い天井からは、それでも圧迫感を感じさせるような巨大な四角い塊がいくつもぶら下がっているのが分かる。鍾しよう乳にゆう洞どうのつららのような格好で設置されているのは、おそらく演算機器の類たぐいだろう。

　硬く、冷たく、何より異質。

　剣と魔法のグランズニールにこんなものがあってはならない。

　ベアトリーチェの脳裏に強烈な忌避感情が呼び起こされていた。ここにあるもの全てが決して見聞きする事の許されない禁忌だ。どうしようもない反則の乱舞だ。冒ぼう瀆とくで埋め尽くされた空間なのだ。

　フィリニオンはごくりと喉を鳴らして、居並ぶモニタへ目をやっていた。

「これ……【ギミック】の図面ですかね？　なんて事のない雑魚ざこからカンスト組でも出会ったら即死な【懲罰級】まで色々揃そろっているみたいですけど」

「こっちのは……今現在の【迷めい宮きゆう】の地図？　いいや、変な矢印がたくさん追加してあるぞ。これからどう歪ゆがめるべきかのシミュレートでもやってやがるって事なのか!?」

　図鑑マニアと地図マニアがそれぞれ驚きの声を上げる中、ヴィルデフラウは違った角度からこれらのデータに注目していた。

「それだけではありませんわね。【迷めい宮きゆう】への侵入者の行動パターン、つまりわたくし達人間の動きについてもしっかりモニタリングされているようですわよ」

「まさか……」

　次から次へと四角い枠が増え、あちこちにラインが繫つながっていく。情報を整理しているはずなのに、かえってベアトリーチェの頭は混乱しそうになってしまう。

　目の前に広がるのは情報の氾濫だ。

　そういえば、『怪物』の完成を恐れ、いざという時は集落全体が総力を結集させて戦う事も辞さない覚悟を決めていた【イベリコオーク】達は、人間がみだりに【迷めい宮きゆう】へ入る事を快く思っていなかった、といった話を軍隊崩れの【エルキアド】から聞いた事がある。

　グランズニールの地上に住む【亜あ人じん】達たちの間でも、何故なぜだか【迷めい宮きゆう】には近づくべきではないといった風習だけが残されていた。

　もしかしたら、

「【迷めい宮きゆう】全ぜん体たいを使って……調査していたっていうの？　最強の存在とは何か。どんな体の構造をしていてどんな頭の思考をしているものが一番強いのかを、実戦形式で……」

【迷めい宮きゆう】を徘はい徊かいする【ギミック】は、カラクリ細工を使って動植物の構造を真似まねたような造りをしている。あれはすでに分析を終え、人工再現可能なレベルに達したサンプルなのだろう。そして既知のサンプルをぶつけて未知の侵入者からさらなるデータを取る。

　まるでコンピュータ上で行われる人工生命の進化実験のようだ。

【迷めい宮きゆう】は自ら形を変えて過酷な環境を作り出し、その中でどんな構造をした生命体が最後まで生き残るかをひたすらテストしている。【イベリコオーク】が【迷めい宮きゆう】への侵入を拒んでいたのは、もしかしたらこのテストのスケジュールを遅延させる事で、最深部に眠る最終兵器のデザイン作業を少しでも妨害したかったのかもしれない。

　という事は。

【迷めい宮きゆう】が最終的に判断した『最強の構造を持つ生命体』とは、つまり……。

　ごうんごうんごうんごうん!!　という低い機械音が連続した。

　ハッとベアトリーチェ達が音源へ目をやってみれば、無数のモニタに取り囲まれた空間の中心、玉座に腰掛ける巨大な魔王像が蠢うごめいていた。全てのコードやケーブルが集約された、そのコアとなる部分がだ。

　開く。

　中央で縦に亀裂が入り、まるで観音開きのアイアンメイデンが開放されていくように。

　その先で待っていたのは。




　少女。

　華きや奢しやで可か憐れんで線の細い、人間の少女そのものの姿だった。




　……ある意味では、当然の帰結だ。

　複数の四角い枠をラインで結んで納得し、その上でベアトリーチェは背筋を走る怖おぞ気けが止まらなかった。

　最も【迷めい宮きゆう】に足を踏み入れ、多くの【ギミック】を薙なぎ倒たおし、【トラップ】を乗り越えて、奥のフロアまで踏破していった生命体は何か。それを最強の構造と規定した場合、全自動工場は何を参考にして最終兵器の製造に取り掛かるか。

　決まっていた。

　答えは人間だ。

『全駆動体の接続を確認、内部通電、信号同期を確認、オールグリーン』

　声があった。

　女性らしい人工音声が空間を柔らかく満たしていた。

『シミュレータ上の論理テストを一億三〇〇〇万回繰り返し、その結果全ての試行において許容の結果を導き出す事に成功。タスク通り、現時刻より【迷めい宮きゆう】内ないにおいて最終物理テストを実行し、完了次第そのまま第一優先目標の実行に移行します』

　髪は所々メッキがはがれたようにまだらな銀の輝きを肩口から体の前へ二束垂らし。

　背丈や体の輪郭から察するに、想定年齢はベアトリーチェよりなお若い。

　装甲らしい装甲はなく、お腹の部分を大きく肉抜きした黒いワンピース型の水着に似た装束を纏まとい、手足の先も同色の繊維で包んでいる。

　左右の側頭部には【エルフ】ともまた違う、尖った硬い耳が伸びていた。

　涼しげに目を伏せている少女は魔王像の胎の中、巨大で透明な水槽の中に収まったまま、得体の知れない液体の中で体を泳がせている。

「まずい……」

　これは破滅だ。

　目を覚ませば世界に死と破壊という概念をばら撒まく、生まれいずる破滅。

「まずいっっっ!!!!!!」




『ground's_nir=ABYSS、最終物理テストを開始します』




　鋭い刃物で薄い膜を横に切ったようだった。

　何かが赤く変色したように見えた。

　そして伏せられた瞳が改めて大きく見開かれた直後、彼らは終末と遭遇した。
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「かっ……」

　何が。

　起きたのか。

「……、は？」

　しばしベアトリーチェは理解できなかった。分厚いガラス容器が割れ、どろりとした粘度の高い液体が噴き出す音が耳についた時には、すでに恐るべき衝撃が全身を突き抜けて壁かべ際ぎわの巨大モニタに背中から突っ込まされていた。

　かろうじて眼球を動かしてみれば、フィリニオンも、アルメリナも、ヴィルデフラウも、そしてぶーぶーまでもが、似たような有り様だった。まるで巨大な嵐にでも吹き飛ばされたように、壁や床など、思い思いの場所に転がっている。

　そしてアビスはどこにもいなかった。

　すでに最深部からよそへと飛び出している。

　女性らしき人工音声がだけが続く。

『ABYSSの物理起動を確認。当とう工こう廠しようの存在意義は消失したものと判断し、順次、操業機能を停止させていきます。余剰エネルギーは全てABYSSに回すようタスク通り調整。モニタリング機能を優先して残していき、テスト完了を見届けたのちに完全停止。全エネルギー全資材を完成したABYSSへ集約する予定です』

「くそ……まずい……」

　未いまだに背中を強打され呼吸困難も治まらないが、そうも言っていられない。ふらつきながらも機能の死んだ大型モニタから自分の体を引っこ抜き、もう一度ベアトリーチェは自分の足で【迷めい宮きゆう】に立つ。

「ぶーぶー、みんなも、起きて！　『怪物』が……アビスが、解き放たれた。このまま【迷めい宮きゆう】を通って地上まで出たら全てを失う!!　だから食い止めるの!!」

『ground's_nir全域のエネルギー状況をモニタリング中、五八％、五七％、五六％……』

　ゼロになって良い事はなさそうだ。

　大地からあらゆる力が枯こ渇かつして食物連鎖の土台から干からびていくか、あるいはダイレクトに島そのものが崩れてなくなるか。何にしても、【イベリコオーク】や【賢者】達が恐れていた事がそのまま起ころうとしている。何かの偶然たまたまで事態が終息する事はありえない。放っておけば待っているのは絶対確実な破滅だ。ベアトリーチェが全力全開で努力して、そこで初めて『偶然、たまたま』何かが脱線するチャンスが巡ってくる。

「ほ、ほんとにあんなの倒せる糸口があるんですか……？　げほっ」

「とりあえず地上に出さなきゃ良いいんだろ！　何にしたって動くしかねえ!!」

　みんなでのたのたと起き上がって行動を再開する。

　相手は真正面に立っただけでカンスト組四人と【イベリコオーク】をまとめて薙なぎ倒たおすほどの暴力の化身だ。全力で食い止めるにしても、あんな愚はもう犯せない。

「とはいえ【迷めい宮きゆう】は広い。こっちもいちいち迷っていられない。フィリニオン！」

「仕方がありません、ねっ！」

　彼女がカラフルな試験管を放り投げると、床の一部が夜光塗料でも塗ったようにぬめる光を放った。アビスの足跡だ。どうやらビーカーの中に入っていた謎の液体に反応するものらしい。

「ヘンゼルとグレーテル方式です、パンくずを追い駆ければ標的に辿たどり着つくはず。きゃっ!?」

　これ以上のロスは見過ごせない。

　運動音痴な【白しろ魔ま女じよ】は相変わらずぶーぶーが小脇に抱える格好で、全員は慌てて最深部工場区画から飛び出していく。

「セントラルシャフト、じゃないな！　緑の足跡は上りの大階段の方に続いてやがるぞ！」

「最短コースを自ら避けたですって……？」

　意味不明だが、ベアトリーチェ達の目的は一刻も早く先行するアビスの背中に追い着く事だ。相手がどんなルートを通ろうが、その後を追い駆けるしかない。

「……、ぶー。まさか、これって」

「ぶーぶー？」

　ベアトリーチェが聞き返したが、思考に没入しているぶーぶーからの返事はない。ともあれ今はアビスだ。彼女達は大階段を駆け上がって上のフロアへと向かっていく。
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　月夜の晩の事だった。

「ふうむ、やっぱりぶーぶーのヤツがおらんとつまらんのう」

　人間達の流行に感化された妖よう精せい達たちの女王【ストリオーナ】は素すっ裸ぱだかにワイシャツ一枚という魅惑の寝巻きスタイルのまま山中にある煉れん瓦がの家の周りをしばしうろうろしていたが、やがてそんな風に呟つぶやいた。

「くうくうすうすう……」

　そんな寝息が聞こえるのは、妖よう精せい達たちの女王の肩からだ。複数の花の花弁を【グラウンドスパイダー】の糸で固めたミノムシパジャマに（素すっ裸ぱだかで）くるまっている長老のモルガンが船を漕こいでいた。しっかり糸でくっついているので【ストリオーナ】の動きくらいで肩から落下する事もない。さっきまで話し相手を務めていたはずなのに今では一人ぼっちである。

（……わしも夜行性を改めた方が良いいのかのう）

　ちょっと寂しがりが顔を出しつつも、【ストリオーナ】は家と隣接した小さな畑の方に足を運ぶ。

「おいエロ人にん参じん、気づいておるか」

「ぞな」

　柔らかく耕した土の中に胸の下くらいまで埋まる格好で、長い髪に褐色の肌の美女が佇たたずんでいた。こちらは【マンドラゴラ】の頂点と呼ばれる【イレアナ】だ。こちらもこちらで花のつぼみのようなランプシェードのような、とにかく薄膜でポンチョ的に全身を覆っていた。何かと生存以外の娯楽や嗜し好こう品ひんの追求を知性や理性の証明と履き違えている女だ。人間に憧れての寝巻きのつもりかもしれないがどっちみち透け透けである。

「何ぞ体の芯を見えない手で摑つかんで揺さぶられるような感覚がずっと続いているぞな」

「結構。となるとわしの勘違いという訳でもなさそうだ」

　ゴォッ!!　と大気の唸うなる低い音と共に頭上で巨大な影が躍り、月が隠れていく。全長一〇〇〇メートルの巨大な飛竜、軽く辺りを飛べば大量の雲を生む【サウザンドドラゴン】だ。

【ストリオーナ】は腰に手を当てて息を吐き、ワイシャツ一枚だっていうのにがっつり仁王立ちしながら、

「この調子だと【ブレイクニュース】勢は大なり小なり、といったところか。わしらの力は【迷めい宮きゆう】の大規模な【トラップ】などの動力源として勝手に使われているとも聞くし、向こうで何かおかしな事でも起きているのかもしれん」

「とはいえ、まあ。【迷めい宮きゆう】の話は自ら好んで入る命知らずな人間どもに任せるとして」

【イレアナ】は半身を土に埋めたままぐるりと首を回して、

「……私達として、むしろああいう方が問題か」

　ふふっ、という妖よう艶えんな女性の含み笑いのようなものが聞こえた。

　いいや、間違ってはいないのだろう。

　ただしここが夜半の人里離れた山中。鬱うつ蒼そうと茂る木々の向こうから聞こえるのはやはり妙だ。

「大なり小なり、と言っただろう。影響のデカい者はあんな感じで頭が飛びかけておる。【ブレイクニュース】としての力を維持したままな」

　ふふっふ、うふふ、くふ、うふふふふふ。

　全体的には奇妙なほどに穏やかながら、聞く者の胸にざわめきをもたらす不規則な波が、ゆっくりと、こちらへ近づいてくる。森の木々の隙間から、くたりと折れた輪郭が見え隠れする。

　出てきたのは全身を豪ごう奢しやな宝石で着飾り、片メガネを掛けた妙齢の美女だった。

　足元まで伸びるウェーブがかった青紫の髪に白というよりいっそ青みがかった肌。夜気を吸って淡く輝く裸身のあちこちに宝石を身に着けている……というよりは、引きずっているとでも言うべき積載量。宿屋街の人間などからは『財宝女神』などの通称で呼ばれて珍重されている同族である。

　いいや、実際にはそう見えているだけだ。

　宝石モンスターの権ごん化げ……に擬態している【グルヴェイグ】の全身を覆うのは、海辺の岸壁にしつこく張り付き続ける一枚貝のようなものだ。つまり色とりどりの、そういう形の寄生生物。女神の裸身と宝石の輝きで見る者を引き寄せ、致死圏内まで誘い出した途端に数百数千の輝きが全方向から一斉に飛びかかって愚かで哀れな獲物を捕食する。そういう種類の【ブレイクニュース】である。

「ふふ。うふふ、あはは、うふえははははは……」

「ぞな。おい害虫、こやつの場合は【迷めい宮きゆう】とかどうでも良くて素のまんま頭がお花畑になってはいないかぞな」

「くそ、どいつもこいつも変態ばっかりなのが珠たまに瑕きずなんだ、【ブレイクニュース】は」

　ただし。

　ごそりがさりという物音はこれだけではない。

【ストリオーナ】が危なっかしくワイシャツの裾を揺らして振り返れば、

「粘液生命体の分際で大量の泡の爆弾を生み出す【フレイムバブル】に、誰が作ったんだか分かりゃしない美少女石像の【フラウゴーテル】もいるな。やれやれ、どいつもこいつも元々会話不能な連中ではないか、紛らわしい！」

「性根が邪悪なら狂っていようが正常だろうがぶっ飛ばせば良いのではないかぞな？」

　確かに【迷めい宮きゆう】の変化にあてられて、小さな島のあちこちで【ブレイクニュース】達が蠢うごめこうとしていた。

　もしも彼らが泥でい酔すいでもしたように所構わずその手足を振り回せば、それだけで甚じん大だいな被害が出るだろう。【ストリオーナ】を慕う【妖よう精せい】達たちの集落も、お忍びで遊びに出かけている人間達の宿屋街も、露と消えてしまうかもしれない。

「という事は、付き合う気はあるのか。エロ人にん参じん」

「ふん。貴様なんぞと手を結ぶのは業ごう腹はらだが、貝に、火に、岩だ。土は生き物ぞな、呼吸もすれば水も飲む。あんなのにお気に入りの畑を荒らされては敵かなわんぞな」

　呆あきれたように言って、【イレアナ】は畑の中から自分の体を引っこ抜いた。

　ちなみに、【マンドラゴラ】には有名過ぎる伝説がある。

　迂う闊かつに引き抜くと叫び声を放ち、耳にした者の魂を奪うというものだ。




　ゴッッッバッッッ!!!!!!　と。

　直後に【イレアナ】の口から殺人音波の槍やりが放たれ、それが戦闘開始の合図となった。
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　大階段を駆け上がった先は、壁も床も天井も透明な分厚い水槽のようにブロック化されており、中には巨大な赤黒い臓物がびっちり埋め尽くしてあった。こちらにまではみ出てきたり、粘液が直接したたる事はないものの、見ていて気持ちの良いいものではない。

「うっぷ、何なんですかここ……」

「今はエリアの探索よりもアビスでございますわ。足跡はまだ残っております！」

　当然、出遅れている側としては余計な【ギミック】や【トラップ】にかまけて時間をロスする訳にはいかない。ベアトリーチェ達は細かく索敵しながら彼らの影が見え隠れしたところで別の通路へ逃げ込み、戦闘を避けつつ足跡の伸びている方角を目指していく。

　大量の剣や槍やりが突っ込んである巨大な長靴のようなものが飛び跳ねていた。

　もはや形を保てずに自壊と再生を繰り返す肉食恐竜の成れの果てのようなものもいた。

　ボロボロになった等身大のフランス人形が体のパーツを求めて徘はい徊かいしていた。

「……おいおいおい、長時間一ヵ所に留まると出てくる、顔を合わせたら即死の【懲罰級】が霞かすんで見えるラインナップだぞ。最深部周りってこんなにヤバいのかよ」

「もはや既存の動植物を真似まねた構造っていう基本もありませんし……」

「ぶー、ちょっと待って。あそこ見て！」

　先の臓物広間で見慣れた影があった。

　傷みの強い銀の髪を肩口から二束正面にたなびかせ、お腹の布を大きく肉抜きしておへそを出した黒のワンピース型水着を着た少女のような影。

「アビス！」

　だがこのままだと逃げられる。

　歯は嚙がみするベアトリーチェに、ヴィルデフラウがとっさに叫んだ。

「ヤツと同じ広間にアラームがおりますわ！　ベアトリーチェさん、遠距離で叩たたいて!!」

「なるほどっ、と！」

　ベアトリーチェの背中で魔法陣が輝く。

【鋼こう流りゆうメタルジェット】。オレンジ色のレーザービームじみた一撃が空気を焼き切り、先行するアビスの傍かたわらに突っ立っていた大きな目覚まし時計のような【ギミック】に直撃した。

【災厄のアラーム】は単体での強さはそんなでもないが、けたたましい大音量で周辺の【ギミック】を呼び寄せてしまうという陰湿な戦法で有名な個体だ。

　火災報知器のような、いっそレトロな騒音が炸さく裂れつする。

「やった」

　案の定、遠くにいるベアトリーチェ達を放って臓物広間から外へ飛び出そうとしたアビスを取り囲むように、有象無象の【ギミック】達が集まってきた。丸っきりライバル殺しと呼ばれる手法と同じである。どれもこれも規格外の【懲罰級】に匹敵する個体なのでこちらも油断できないが、今はとにかくアビスの足止めが最優先だ。

　が。




　まるでボウリングのストライクだった。

　小気味の良いい音が炸さく裂れつした途端、破格の【ギミック】どもがバラバラに撒まき散ちらされる。




　遠くから見ても何が起こったか認識できない。

　かろうじて、アビスが片手を水平に振るったようには見えたが、どう考えても腕の長さと実際の射程が嚙かみ合あっていない。

　しかも恐怖はここで終わらなかった。

　単なる不運ではなく、明確な罠わなだと向こうも気づいたのだろう。ゆっくりと振り返り、じろりとこちらを睨にらむアビスと連動しているのか、観察者がフロアの壁という壁から人工音声で語りかけてくる。

『【凶器のシュガーブーツ】、【食物崩壊の牙】、【永えい劫ごうの人形】、【災厄のアラーム】を撃破、戦闘終了。アビスは【経験値】を九万八〇〇〇取得しました』

「なっ……？」

　ガシャガシャガシャガシャ!!　と歪いびつな機械音が連続する。

　いつの間にか、アビスの背中に縦に立てた大きな金属ホイールがあった。二本の支柱で肩けん甲こう骨こつ辺りと繫つながったそのホイールの外周エッジから延長する格好で、さらに砕いて捨てた【ギミック】達の残骸が結びついていく。三本の太い指でグリップを握り込むように。それはスタンドライトにも似た粗雑なアームと重火器で作った天使の翼か。左右外側へ赤い光体が伸びる量足首を備えれば、黒い繊維に包まれた脚線美はイルカかシャチ。まるで陸海空全てを支配する超越者だ。

　トドメに、その頭上。誰も見た事のない紋様。

　銀の髪の真上で天使の輪のように浮かんでいるのは……魔法、陣……？？？

　ブン!!　と帯電じみた音と共にアビスの装束の縁取りが赤く染まり、胸の下辺りの肌に直接、警告を促す赤い三角が浮かび上がる。金属質の耳も三つに開き、帆のように赤い光体を広げる。

『アビスは新しい【魔法】を取得しました。【鋼こう流りゆうメタルジェット】、スタンバイ』

「ヤバい、伏せろお!!」

　ガカッッッ!!!!!!　と。

　３Ｄプリンタのように実体を得た時点で世界を超えたのか。全員が通路の床や壁に張り付いた直後、オレンジ色の閃せん光こうが複数空気を切り裂いて、辺り一面をレーザーアートじみた彩いろどりで埋め尽くした。分厚い水槽が次々に切断されて中身の赤黒い巨大な臓物が飛び出してくる。

　目の前で起きた事実を受け入れがたかった。

　複数の四角い枠とラインに新たな情報を書き込むのに躊ちゆう躇ちよした。だがそうしている間にも凶悪極まる『真実』はリアルタイムで襲いかかってくる。

『アビスは新しい【魔法】を取得しました。【雷らい砲ほうレールマグナム】、【硝しよう岩がんビッグボム】、【気き銃じゆうエアロガトリング】、スタンバイ』

「【ギミック】を倒して……【魔法】を覚える無人兵器ですって!?」

「ぶー、やっぱりベアトリーチェ達みたい」

　自分達の外からの目線で改めて評価されて、ベアトリーチェはゾッと背筋に怖おぞ気けを覚えた。直通のセントラルシャフトを使わず、わざわざ入り組んだ【迷めい宮きゆう】へ飛び込んだのはこれが狙いだとしたら？　元から最強格のアビスが共食いで次々と下位の【ギミック】から【経験値】を奪い取り、天井知らずで【魔法】を取得しまくっていったら何がどうなる？

　まるで人間だけの特権を機械に奪われるような恐怖だった。

　一定以上のラインを越えたら最後、もう二度と追い着けなくなり、スイッチを切るチャンスは永遠に失われる。そんな恐怖。

「とにかく立って。ベアトリーチェ、このままじっとしてても先に進めない」

「う、うん……！」

　水槽を破られて臓物でいっぱいになった通路を迂う回かいする格好で、ぶーぶー達は広間を目指す。

　すでにアビスはいなかった。

　そして上の階層からはけたたましい火災報知器のようなベルが炸さく裂れつしていた。

　最悪の可能性を、ヴィルデフラウが口に出した。

「……あいつ、あの野郎。【災厄のアラーム】の部品を奪って自分から一面の【ギミック】をかき集めているんですの!?」




　　　　　６（？？？／資料なし、人類未到達エリアにつき名称未設定）




　階段を上ると景色は一変する。

　赤と黒の市松模様に、床一面に撒まき散ちらされたカードやチップ。ぐるりと回るメリーゴーラウンドのようなものはよくよく見ればルーレットのようだった。どうやらカジノなどをモチーフにしたフロアらしい。

　相変わらず見た事もない【ギミック】ばっかりだったが、いちいち脅おびえている暇もなかった。

「どいつもこいつもみんな砕いて捨ててあるぞ。共食いが終わってる……」

　まるで殺人事件の現場に踏み込むような気分だった。ピリピリとした緊張が全身を包む一方で、すでにここには動くものは何もない。この場で腹を刺されるかもしれないといった直接的な恐怖を何も感じないのだ。

「未到達エリアで他に誰も人がいなかったのは幸いでしたわね……」

　これだけの強敵が揃そろうフロアの【ギミック】を全てかき集めて集中撃破したとしたら、一体アビスの体内にはどれだけの【経験値】が溜ため込こまれている事か。

「と、とにかく」

　ベアトリーチェは自家生産の恐怖に足を縛られる前に、思考を先へ進めようとした。

「アビスに追い着かないと。ヤツが地上に出たら全て終わりなのは分かり切っているんだし」

　夜光塗料のような光で彩いろどられた足跡を辿たどって、無理矢理にでも一歩踏み出した時だった。

　何かが頭上で軋きしんだ。

　思わず見上げたベアトリーチェは、そこで見た。




　いつの間にか。

　四肢を天井に張り付けていつの間にかこちらへ接近していた、アビスという名の怪物を。




「な……っ」

「足跡を辿たどられている事さえ、学習して逆手に取ってきたんですか!?」

　先行する足跡を追っているだけだと、自分が直接襲われる側だとは気づきにくい。まして相手はただＵターンするのではなく、天井に張り付く事で余計な足跡がつく事を防ぎ、かつ、足元へ視線を下ろしがちな追跡者の死角を突いて接近してきた。

　背中の金属ホイールと繫つながった粗雑なアームと、有象無象の重火器に刃物に杭くい打うち機き。

　アビスは全身の赤い縁取りと胸の下の肌に直接浮かんだ警告サインで不吉を予言する。

　フロア中の壁という壁が丁寧な人工音声でアナウンスした。

『アビスは敵性を発見しました。人間×四、【イベリコオーク】×一。先制攻撃を始めます』

「ベアトリーチェ!!」

　まだ固まっている赤い【剣つるぎ聖せい女じよ】をぶーぶーは半ば蹴飛ばすようにして足で押す。直後に真上からアビスが落ちた。床に四肢を張り付け、あまりにも禍まが々まがしい翼を目一杯羽ばたかせる。

　大切な人を守るために自身の体をさらした無防備なぶーぶーに、複数の照準が赤い光の点となって重ね合わせられる。天使の輪のような魔法陣が凶暴に輝きを増していく。

『アビスは【魔法】を使用。【飛ひ杭こうマシンスパイク】、【速そく扇せんフライングギロチン】、【重じゆう槍そうクレーターランス】、スタンバイ』

「ぶーぶーッッッ!?」

　ベアトリーチェの悲痛な叫びと共に、容赦なく血ち飛沫しぶきが舞った。

　あるいは剣より太い金属杭が、あるいは高速回転しながら飛来する円刃が、あるいは鉄より比重の重い総金属の投なげ槍やりが、四メートル弱の巨体を次々と削り取る。勢いに負けて壁に背中をぶつけるぶーぶーへアビスがさらに追撃を仕掛けようとしたところで、

「このっ!!」

　ヴィルデフラウが叫ぶ。胸の前の十字剣から魔法陣が躍り出て、分厚い氷でできた巨大なランタンシールドと、その太い五指が握る大剣トゥヴァイハンダーが呼び出される。超重量級の一撃を思い切り振り下ろす。

　アビスは一言もなかった。

　初撃は真後ろへ跳んで回避し、さらに続けざまに振り回される大剣を背中の重火器の翼でもって左右から強引に押さえつけにかかる。

　真剣白羽取りのようだが、本来あるべきアームの使い方ではなかったのだろう。タイミングの同期に失敗し、ズドン!!　とアビスの体が右肩から斜めに傾かしぐ。

　しかし傷一つない。

　その美しい瞳が機械的に拡縮する。

　壁が囁ささやく。

『【水すい力りょく属ぞく性せい】の【魔法】に対する重要度をプラス修正。【魔法】取得時の参考に反映します』

「くそっ、もはや私達も【ギミック】と同じ成長素材扱いかよ!!」

『現状、問題解決へのハードルの高さを認識。タスクを一時凍結。アビスは逃走し、より多くの【経験値】の取得を優先します』

「逃げられますわ……!!」

　トゥヴァイハンダーを投げつけ、氷で作った巨大な五指でアビス本体へ摑つかみかかろうとするも、速度では相手の方が速い。そのまま二度三度と飛び跳ねるように後退され、そこから一気に階段へ向けて全力疾走していく。

　もはや【氷ひよう瀑ばく姫き】も遠慮しなかった。

　自分の全身を縛り付ける革のベルトを外し、封印していた十字剣を鞘さやから引き抜く。剣に重ねた魔法陣を爆発させ、空気成分さえ液化を通り越して固化させる真空零度を解き放つ。

　が、

「止まら、ないですって!?」

「そりゃ相手は完全な無機物だ。疑似的な宇宙に放り出したってそのまま動くだろうさ！　でも氷点下二七三度で瞬間冷却されたのは変わらないはず。ベアトリーチェ!!」

　そう、上手うまくいけば莫ばく大だいな温度差によって頑強な装甲に亀裂の一つでも走るかもしれない。

「っ！　【炎えん放ほうファイアスロア】!!」

　背中の魔法陣を輝かせ、レイピアを薙ないで大量の炎を撒まき散ちらしたが、喰くいそびれた。

　アビスはさらに上のフロアへ飛び込んでしまう。

「そうだっ、ぶーぶーは!?」

「大丈夫、フィリニオンは天才だからぶーぶーはこんなのへっちゃらなんだ」

「そんな訳ないでしょう！　無茶しすぎなんですよ!!」

　小脇に抱えられた【白しろ魔ま女じよ】の言う通りだった。回復薬の恩恵は受けているが、傷は完全に塞がらない。即死よりはマシ程度だった。回復薬は連続使用すると体に耐性ができて回復の幅が狭まる、という話もあるが、いきなりすぎる。ひょっとしたらアビス側が回復を阻害する【魔法】も併発していたのかもしれない。

「いきなり私達を振り切ってぶっちぎりで地上に辿たどり着つく線はなくなった。そういう意味じゃ不幸中の幸いかもしんないけど、でもアビスがＵターンするのを待っていたら今度こそ全滅でゲームオーバーだぞ。あんなのこれ以上成長させたら打つ手なしだ！」

「ぷきー、それなんだけど」

「どうしたの、ぶーぶー？」

「もっと急いだ方が良いいかもしれない」

　ぶーぶーはボロボロになった自分の傷も気にせず、天井へ目をやっていた。あるいは人を越えた鋭敏な五感を持つ彼は、すでに別の次元へ意識を集中していたのか。

「……アビスは人間も研究対象にしているけど、別にベアトリーチェ達だけを狙う必要は特にない。ひょっとしたら、道で出会う人間は片っ端から標的にされるかも」




　　　　　７（Sweets_Circuit32）




　ひたりひたりと。

　アビスと呼ばれる少女の形をした『それ』は、階段を上ってそのフロアへ到達していた。

　どこもかしこもむせ返るような甘ったるい匂い。

　一面にあるのは壁も床も天井も、その全てがお菓子で構成された【迷めい宮きゆう】であった。部屋の隅にあるテーブルはチーズケーキで、周りに置かれた椅子は色とりどりのマカロン。不規則に取り付けられた扉はチョコプレートでできていて、天井からぶら下がるシャンデリアさえ大きなドーナツをぶら下げたものだった。

「……？」

　全身の赤い警告シグナルを点灯したまま、彼女はその場で小首を傾かしげていた。

　その最終兵器にとって全ては新しい経験だ。各種のセンサーから取り込んだ情報は瞬またたく間まに具体的な値となって取り込まれ、新たな【魔法】を取得するための糧かてとなっていく。

　だがそんな合理性とは別の所に彼女の思考はあった。

　果たして、それは機械が持ってしまっても良いものだったのか。

　背中の金属ホイールと接続したまま、無数の火器をアームで接続したアビスは、ゆっくりと身を屈かがめる。マカロンの丸椅子を指先でつつき、首をひねり、帆のように赤い光体を広げた耳を小刻みに動かし、サンドされたクリーム部分に人差し指を差し込んでいく。

　指先についたクリームに目をやり、再び首を傾かしげ。

　形の整った鼻に近づけて匂いを嗅ぎ、そして唇の隙間から小さく舌を出す。

　が、舌先がクリームに触れる前に、その動きが止まった。

　ひらりと何かが舞ったのだ。

　少女の掌てのひらくらいの大きさのそれは、黄色い鮮やかな羽を持つ蝶ちようだった。動植物の構造を模した【ギミック】ではない。一体どこから迷い込んだのか、正真正銘の生命体のようであった。

　アビスは音もなく小さく首を傾かしげる。

　空いた方の指をゆっくりと伸ばしていくが、細長い口こう吻ふんでクリームを吸い取ろうとする蝶ちように警戒している様子はない。

　触れたらどうなるのか。

　捕らえたら何が起こるのか。

　ひょっとしたらアビス自身にも分からなかった可能性もある。そしてそれで問題ないのだ。彼女は学習する無人兵器。であれば目の前にあるもの全てを等しく吸収していく。ひょっとしたら、ここで黄色い蝶ちようを見る事で何かを学び、どこかの分岐が切り替わっていくのかもしれない。そんな未来もあるのかもしれない。

　だが叶かなう事はなかった。




　ボッッッ!!!!!!　と。

　彼女の目の前にあったマカロンの丸椅子が粉々に吹き飛ぶ。
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　アビスではなかった。

　首を傾かしげた彼女の横合いから、別の声が飛んできたのだ。

「おい何だ、新種がいるぞ！　すっげえ、初めて見る【ギミック】だ!!」

「さっさとぶっ壊して中の歯車ごっそりいただくわよ!!」

「やっべ、動画だけで結構儲もうかるんじゃねえのー!?」

　相手に生命がなければ、破壊しても構わない。

　今までそれが当然だったのだから、何を奪っても気に留めない。

　ある意味では当然の帰結だったのかもしれない。

　だが相手が悪かった。

　ぐしゃぐしゃに潰れたマカロンの丸椅子を眺める。蝶ちようがどうなったのかも不明。そしてゆっくりとアビスは立ち上がっていく。両足首から外側へ、シャチやイルカの尾びれのような赤い光体が流れる。体の前でたなびく二束の銀の髪、その頭上で、天使の輪のように誰も見た事のない魔法陣が輝いていた。それらが本来の役割を思い出していく。

　禍々しい赤が揺らぎ、背面の粗雑なアームが蠢く。

　触れてしまえば、壊れる。

　当人と関係なくたって、壊される。

　そんな、どうしようもない世界の真実を目の当たりにしながら。
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　ようやっと見覚えのあるフロアまでやってきた。

「【スイーツサーキット32】……もうこんな上層まで」

　つまり図鑑マニアのフィリニオンや地図マニアのアルメリナの恩恵が正常に働く。図面が分かれば上り階段の位置から逆算してアビスの通り道を先回りする事もできるし、辺りを徘はい徊かいする【ギミック】の強さも常識的なものにまで落ちているはず。自分達のペースで移動し、先んじて仕掛けるために準備を固める余裕も生まれる。

　ただし。

　それは今のベアトリーチェ達に歓迎できる事ではない。




『ぎゃあ！　ぎゃあ！　ぎゃああ!!』

『ちょっ何だそれ冗談だろ何なんだよおおおおおお!?』

『たるけて、いやら、脱出用の【魔法】もきゃんせるされるりゃなんへえええ!!』




　同じフロアに入った途端、そこかしこから悲鳴や絶叫が鼓膜を叩たたいてきた。

　歯応えのある【ギミック】がいなければ、アビスの標的は自然と人間に移っていく。そしてアビスの実力はカンスト組が四人集まってもまとめて踏み倒していくレベル。こんな状況では爆発的に被害が増えるだけだ。

「フィリニオン、可能な限り回復薬を用意!!」

「ああもう、博愛主義を気取るのは結構ですけど、後になってから物資不足で泣いても聞きませんからね!!」

「アルメリナ、ヴィルデフラウ、構えて！　派手な音を鳴らしてアビスの気を引く!!」

「仕方がねえな」

「どっちが狩人でどっちが獲物か分かりませんわよ……！」

「後はぶーぶー」

　ベアトリーチェは一度だけ区切って、それから確認した。

「……間違ってないよね？」

「ベアトリーチェが絶対に正しい」

　ボンッッッ!!　とレイピアの先に生じた光球が殺傷力なくド派手な騒音だけを撒まき散ちらす。

　機械的なレンズが拡縮するような音が即座に喰くらいついてくる。

　フィリニオンからカラフルな試験管を受け取っていた【浄騎士】の男が、足でもやられたのか壁に寄りかかったまま吐き捨てるように叫んだ。

「良く分からねえが【暴きの目玉】とおんなじテクを使ってきやがる！　【弱じやく点てん属ぞく性せい】を見抜かれるぞ、気をつけろ!!」

　また一つ取り込み、また一つ学習したとでも言うのか。

　ゴォッッッ!!!!!!　と地下鉄のホームへ列車が飛び込んでくるような暴風があった。さらに装甲やブースターを足したアビスがノーバウンドでベアトリーチェ目掛けて突っ込んできて、そして横合いからぶーぶーが本気の蹴りを叩たたき込こんだ。空中で直角に軌道を変えたアビスは壁まで吹っ飛んで派手な激突音を鳴らす。

「畳みかけるよ、ヴィルデフラウ!!」

「了解ですわ!!」

　炎と氷、相反する二つの魔法陣が光を放つ。複数の【属ぞく性せい】でもって遠距離から分厚い弾幕を叩たたき込こむ。

　しかし、

『リフレクション。アビスは反射設定に【水すい力りよく属ぞく性せい】を選択します』

「くそっっっ!!!???」

　放ったはずの攻撃がそのまま返ってくる。なまじ爆炎のカーテンで景色を埋めていた分、さらに反応が遅れた。

　無理矢理に割り込んだアルメリナが鉄の杖つえを圧殺用の小舟に変え、盾のように構えてベアトリーチェの死をかろうじて防ぎ、大量の火花が散った。

　アビスに傷はない。帆のように赤い光体を広げた長い耳の先まで。

　背中の縦にした金属ホイールを軸にして天使の羽のように展開される粗雑なアームや重火器の他に、両足に沿って前面に浮かぶ縦に長い透明な盾に似た浮遊装甲が二つ追加されていた。

「目玉の怪物だけじゃない。あれは【後悔の水晶柱】辺りでも共食いしたっていうの!?」

「それよりベアトリーチェ、手を動かせ！　あんたの【魔法】なら……」

『リフレクション。アビスは反射設定に【火か力りよく属ぞく性せい】を選択します』

「……周りのお菓子の壁を溶かして浴びせかけられるだろ!!」

　轟ごう!!　と背中の魔法陣の輝きと共にレイピアから炎が渦巻いた。

【スイーツサーキット32】を構成するチョコレートや砂糖菓子の天井がどろりと形を失い、アビスの頭の上へ滝のように降り注ぐ。まるで溶鉱炉に落ちる怪物だ。パチンとアルメリナは指を鳴らした。【氷ひよう瀑ばく姫き】はそれだけで意を得たようで、続けて猛吹雪の【魔法】を叩たたき込こんでいく。溶けていたはずの砂糖やチョコレートの塊が一瞬の内にブロック状に固まっていった。

　鋼鉄だろうが綿菓子だろうが一〇〇トンは一〇〇トンだ。

　アルメリナは鋼の小舟の盾の横から顔を出して、

「これでようやっと」

『アビスは【魔法】を使用。【鋼こう壊かいヘヴィチェーンソー】、スタンバイ』

「ダメかよくそっ!!」

　ズパンッ!!　と山のてっぺんから凶悪な回転刃が飛び出した。そのまま内側から縦一直線に切断されていき、中から重装備のアビスが顔を出す。

「ッ!!　【鋼こう流りゆうメタルジェット】!!」

「あっ、ちょっとベアトリーチェまずいっ!!」

　フィリニオンが警告を挟む前に、

『リフレクション』

　両足前面の細長い盾にぶつかった途端、オレンジ色に輝く熱線の軌跡がメチャクチャに乱反射した。ぶーぶーは近くにいたヴィルデフラウの腰を摑つかんで床にダイブする。

「ぷきー!!」

「れっ、礼を言わせていただきますわ……」

　壁も天井もドロドロに溶けた。

　アビスはぐるりと周囲を見回す。そして観察を終えた途端、無言で背中のブースターを噴かせた。その華きや奢しやな体と凶悪な重武装の組み合わせが重力を忘れてぶわりと浮かび上がるが、おそらくアビスの狙いはそこではない。

　彼女の基本的なロジックは学習と行動だ。

　つまり新しい戦術を見つければ、それが有効か否いなか、自分でも実行可能か否いなか、コストに見合っているか否いなか、諸もろ々もろのデータを取るための再現実験を行う。

　恐るべき勢いで吐き出される噴射炎を受けて、早くも広間の床が硬さを失って泥沼に変じようとしていた。

「まずい、あいつその辺飛び回ってフロア丸ごと溶解させるつもりだ！　逃げろお!!」
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　多くの怪け我が人にんを出した【スイーツサーキット32】をドロドロに溶かす訳にはいかない。ぶーぶー達は丸太や鉄骨に似た【兵へい輝き】を使って壁を叩たたいて派手な音を鳴らしながら逃げ回り、アビス側の気を引きつつ上のフロアへ駆け上がる。

「評価高いですよ絶対……。今後も似たような生き埋め作戦を使ってくるかもしれません」

「どうすりゃ良いいってんだ。全力出せば出すほど全部吸収されちまうぞ」

　パステルカラーの壁に、天井近くにはゆったりした飾り布、一面に少女趣味なベッドやぬいぐるみがあちこち点在するフロアだった。

　バシュシュッ!!　とブースターを二度三度と激しく噴かしたアビスだが、今度のフロアは溶けない。ぐるりと周囲を見回し、赤い光体を帆のように広げた長い耳を揺らして、それから噴射を切って再び地に足を着けていく。両足首の外側へシャチやイルカの尾びれに似た赤い光体を吐き出し、背中一面の重火器と連結したアームが大きく開いていく。

「うわっ、またもや捕食者モードですよ！」

「好都合。アルメリナ、地図を用意。ヴィルデフラウも力を貸して。上り階段見つけたらこっちからぶっ壊して順路を塞ごう。これ以上、上の階に向かわせるのはまずいっ」

　何にしてもアビスの足止めが肝要だが、一方向から二つの【属ぞく性せい】までなら、例の両足の盾でそっくり反射されてしまう。

　有効打を与える方法は以下の通り。

　三つ以上の【属ぞく性せい】で正面からごり押しするか、二方向から【魔法】で攻撃を仕掛けて正面以外の方向からヒットさせるか。

　それか、そもそも最初から【魔法】を使わないか、だ。

「ぶー!!」

　大きな鼻から雄お叫たけびを上げて四メートル弱の巨体が真正面からアビスに突っ込む。だがこのままでは勝てない。アビスは天使の羽のような無数の重火器で正確にぶーぶーをロックオンし、頭上で輝く異形の魔法陣の光を増していく。

　真後ろから氷のランタンシールドの五指を開閉させるのはヴィルデフラウだった。

『リフレクション。反射設定を【水すい力りよく……』

　そんな言葉などどうでも良いい。

　彼女は氷の【魔法】には頼らず、近くにあった少女趣味なベッドに巨大な拳を振り落として破壊すると、ギザギザの建材を摑つかんで直接投げつけたのだ。

　これならあくまで木の板なので、【水すい力りよく属ぞく性せい】は関係ない。

　ぶーぶーの肩越しに追い抜いた鋭い断面付きの木材が容赦なくアビスの額へ激突する。ぐらり、と衝撃を受けて真上へ視線を跳ね上げたアビスが再び顔を正面に戻すと。

　今度の今度こそ、真正面からぶーぶーが巨大な【兵へい輝き】を振りかぶる。水平方向から腰をひねって繰り出す、金属バットのフルスイングのような一撃だった。

　アビスの、格好だけなら小柄な体が容赦なく広間の奥まで吹っ飛ぶ。

　背中側から壁に叩たたきつけられた彼女はそのまましばらく動かない。

「【鋼こう流りゆうメタルジェット】!!」

　背中の魔法陣の爆発と共にベアトリーチェが【魔法】を解き放ち、八本の熱線が別の通路の先にあった別フロアへの上り階段をずたずたに引き裂いて破壊していく。

　状況はほぼ最悪に近いが、これで上へ続く道は塞いだ。後はこの場に留まるアビスを何とかして撃破すれば……。

「いや、ちょっと待ってください。何かがおかしい……」

「まだ何かあるのかよ。っておい!?」

　アビスは壁に張り付いたまま床に落ちない。いいや、重火器のアームを自ら壁に突き刺し、その場に留まっている。それどころか、

『アビスは【迷めい宮きゆう】の壁を破壊します』

　ゴバッッッ!!!!!!　と、最終兵器の背後の壁がまとめて吹き飛ばされた。

　しかもその奥にあったのは単なる隣の部屋ではなかった。

　どのフロアのどこの部屋とも接触しないよう配慮して設置されていた、秘密の竪たて穴あな。

　セントラルシャフト。

　地上への最短コース。

『最終物理テストで一定の成果を確認。エラー件数なし。いずれの数値も許容範囲内。アビスはテストを切り上げ、これより第一優先目標たる最終出撃態勢に移行します』

　ブースターが爆炎を発する。

　あんなものを使ってシャフト内をショートカットされたらおしまいだ。

　ベアトリーチェがどんな手を使っても追い着けなくなる。

　そしてアビスが一度でも地上に出てしまえば、そこが二つの世界の終わる時だ。

「まっ」

　とっさにレイピア状の【兵へい輝き】を向けるベアトリーチェだが、単純な正面からの【魔法】ではリフレクションで弾はじかれてしまう。

　その間にアビスは自分で空けた大穴からするりとセントラルシャフトへ身を滑り込ませる。

　これでチェックメイト。

　後はブースターを全力で噴かせば地上まで一直線だ。

　そのはずだった。

　しかし。




　ズパンッッッ!!!!!!　と。

　直後に、天使の羽のような無数の重火器ごと、アビスの右肩が容赦なく切断された。




　何かが上から下へ、セントラルシャフトを勢い良く落ちたのだ。

　それはベアトリーチェと良く似た、ツギハギだらけの邪悪な【兵へい輝き】を握る赤い【剣つるぎ聖せい女じよ】だった。

「けん、じゃ……？」

　二人の赤の間に、それ以上の言葉はなかった。

　ただ視線の交錯があった。

　そして【賢者】の赤熱した刃がアビスの右のブースターをもバターのように切り裂いた直後、破壊されたブースターが恐るべき勢いで誘爆した。爆炎と衝撃波が撒まき散ちらされ、【賢者】の姿が消える。再び闇へと落ちていく。

　それでも。

　それでも、アビスは墜落しなかった。

　ブースターを片方失い、自身の右腕と大量の背面アームも切断されて、まともにバランスを保っていられないらしい。断面から【ギミック】同様細いケーブルや小さな歯車をポロポロこぼしながら、自分の体をセントラルシャフトの壁に擦こすりつけるようにして、なお。

　再び左のブースターが炸さく裂れつする。

　今度の今度こそ、地上を目指すための強力なベクトルを手に入れる。

　だんっ!!　と。

　ベアトリーチェは間近で大きな音を耳にした。

　それは大穴に向けて勢い良く走り込む、灰色の人身豚面だった。

「ぶーぶー!?」

　彼は振り返らない。

　天井近くを彩いろどる長い飾り布を摑つかんで引き千切り、それを手に壁に空いた大穴へと飛び込む。

　アビスの首や残った重火器のアーム。

　そこへ飾り布を回し、しがみつき、ぶら下がるような格好で。




　　　　　10（Central_Shaft）




　四メートル弱の筋肉の塊が真後ろからしがみついても、アビスはお構いなしだった。より強くブースターを噴射し、必死に張り付くぶーぶーを焼き焦がそうとする。

「ぐっ、うう……!!」

　それでもぶーぶーはアビスの首や背面アームに絡からみ付つけた飾り布から手を離さない。セントラルシャフトの壁に両足を押し付け、ガリガリと壁面を削り取るような格好で強引にブレーキを利きかせていく。

　みしみしとアビスの細い首から嫌な音が聞こえていた。

　人体の構造を真似まねているせいか、直接背後の様子は観察できないらしい。

　いよいよ本格的にぶーぶーを振り落とすため、背面の重火器が唸うなる。だがやはり飾り布が巻き付いて邪魔をするため、意のままに操れない。結果として閃せん光こうがぶーぶーの目を、爆音が耳を叩たたくに留まった。すぐ近くを大量の熱線や弾丸が突き抜け、さしものぶーぶーも首を縮める。

　自分で自分の首を折るようなせめぎ合いの中でも、アビスは全く動じなかった。

　ブースターを最大まで噴かして首へより一層飾り布を喰くい込ませながらも、視線はあくまで上へ。残った左腕も何かを摑つかむようにまだ見ぬ天へ向けられている。

「留まれ、アビス……」

　全力全開でしがみつき、ぶーぶーは食いしばった歯の奥からこぼすようにそう呟つぶやいていた。

「もう上がるなっ、留まれ！　そうすればぶーぶー達はお前を壊す必要なくなるんだから!!」

　どうしてアビスがそこまで地上を目指すのか、アビスを作った存在は何のために破滅を望んでいるのか。そんなものはぶーぶーには分からない。

　ただ。

　どれだけ体に負荷がかかってもひたすら上を見て残った腕を伸ばしているアビスそれ自体は、いっそ真摯にすら思えた。仕掛けを解いて先へ進む事に理由はあるか。天空を目指す事に目的は必要か。そんな無言の問いかけすら感じる。

　ひらりと何かが舞った。

　色鮮やかな色彩の正体は、少女の掌てのひらくらいの大きさの蝶ちようだった。

　一体どこから迷い込んだのか。

　そしてアビスもまた、無理な姿勢のままその手を蝶ちようへと伸ばそうとしているようだった。

　届かない。

　そう分かっていても。

　まるで咎とがもなく井戸の底に落とされた少女が、夜空の月を摑つかもうとするかのような行い。

　深しん淵えんにわだかまる粘つく闇から逃れようと、空気を求めて虚こ空くうへ手を伸ばすような。

　だとすれば、哀かなしい。

　アビスは今の今まで完成しなかった。その間近になるたびにぶーぶーの仲間達が地下に潜って壊して回っていたらしい。そうやって何度も何度も失敗して、形だって機能だってそのたびに変えて、それでもたった一つの目的を忘れなくて、ついにこうして達しようとして。

　だけど、成功すればそこでおしまいなのだ。

　外には奇麗なものがいっぱいあるけど、こいつがそれを見る事は結局ない。アビスが念願の地上に出た時には、外の世界は残らず壊れてしまうのだから。

　シャボンを内側から覗のぞいたらどんな景色が見えるのか、宝箱のように開いて確かめる行い。

　そんなの土台無理なのだ。

　触れればその瞬間にシャボンは割れて、中から見た景色なんて永遠に失われる。

　それは。

　作られた憧れかもしれない。

　アビスを効率良く目的に導くための手引書でしかないのかもしれない。

　でも。

　それでも。

「ぶーぶーは、お前の夢を潰す」

　ギリギリと飾り布を引っ張りながら、彼はそう断言した。

　もう【イベリコオーク】はどこにもいない。答え合わせもできない。だけど、ぶーぶーは自分の先達がどういう想おもいでアビスと戦い続けてきたか、何となく理解できたような気がした。

　こいつの運命は哀かなしい。誰かに背負わされたのならやるせない。

　ならばせめて、その無む垢くな手が汚けがれてしまう事だけは防いでやる。

　そこがどれだけの死地であろうとも、そんな理由があれば駆けつけられる。

「だけどお前の憧れは守ってやる。お前が見たかった奇麗な景色は、ぶーぶーが絶対に守り抜いてやるから……!!」

　ガガッ!!　というおかしな音が響いた。

　ぶーぶーからではない。アビスからでもない。セントラルシャフトの壁という壁からだ。

　女性らしき柔らかい合成音声が告げた。

『アビスは敵性の排除に乗り出します。背面武装を全てパージ、障害となる飾り布の取っ掛かりとなる突起部品を取り外す事で再び自由を取り戻します』

　アビスの頭上にあった天使の輪のような魔法陣が、一いつ層そう禍まが々まがしい光を放っていく。

　届かない。結局届かない。

　ぶーぶーは奥歯が砕けるほど強く嚙かみ締しめる。

　だが、そこでおかしな事が起こった。

　ドガドガドガドガドガドガッッッ!!!!!!　と轟ごう音おんが炸さく裂れつしたのだ。アビスが背面の重火器を闇雲に連射した。ぶーぶーに当たらない事はすでに分かっているはずなのに。

『じ、ジジジ……ががっ、がガガガが……』

　つまり、そもそもアビスの狙いはぶーぶーではなかった。

　セントラルシャフトの壁という壁へ大量の熱線や石杭の【魔法】を叩たたき込こんだのだった。

　それは束つかの間ま、少女自身が自分を取り戻すための必要な儀式だったのか。

「……お前……？」

　彼女の首に引っ掛けた飾り布に摑つかまり、ぶら下がっているぶーぶーの疑問に、アビスは答えなかった。そもそも最初から言葉を返す機能はなかったのかもしれない。

「ダメだ」

　だけど、『言わない』のと『思わない』のは別だ。

　ぶーぶーは何かに気づいた。

　大切で大切で大切で大切で。ずっとずっと、本当に長い間、彼女が焦がれていた世界。

　それを守るためのたった一つの方法。

「きっと他にやり方がある！　お前を止めるにしても別の道が!!　だからお前も諦めるな、そんなのは絶対にダメだ!!」

　ただでさえ首を強く引っ張られた状態で、なおアビスはこちらを振り返る仕草をした。

　その目線の動きから、ぶーぶーは必死に何かを読み取ろうとした。

　不思議と、その冷徹で機械的な瞳には笑みの形があったような、そんな気がした。

　直後。




　ゴキン!!　と、嫌な音が炸さく裂れつした。

　ぶーぶーの全体重に加えて無理な首の動き。それらに彼女の骨格が耐えられなかったのだ。




　それで、今度こそ。

　いっそ疑問に思ってしまうくらいあっけなく。

　アビスの残ったブースターから火が消えた。あれだけ巨大な壁に思えた全身から力が抜ける。背中一面の粗雑なアームや両足首外側に広がる尾びれに似た赤い光体。体の前でたなびく二束の銀の髪、その頭の上にあった天使の輪のように浮かぶ誰も見た事のない魔法陣もまた、あっさりと。全身の縁取りを赤く染めていた警告シグナルも消失していった。地上を目指し、頭上を舞う黄色い蝶ちようを摑つかもうとして、結局は何一つ手に入らないまま。

　壁の突起を片手で摑つかんだぶーぶーは、何故なぜか飾り布に絡からみ付ついた残骸を手放す事ができなかった。どうしてもこれを、穴の底へ落としてしまう事ができなかったのだ。

　彼女はたった一つの行動によって、二つの世界を守った。

　自殺できる人形なんて、この世に存在しない。

　だからこそ、それはある意味で知性の証明だったのかもしれない。

「ぷきー……」

　だけど、ぶーぶーはしばらく歯を食いしばっていた。

　彼は動かなくなった華きや奢しやな少女を片手一本で抱き寄せて、そして言った。




「馬鹿野郎。そんなのが、お利口さんの証あかしになんかなるもんか」













　　　行間三







　お星様は一体どんな輝きに見えるのでしょう。




　小鳥の囀さえずりは一体どんな鳴き声に聞こえるのでしょう。




　赤い果物は一体どんな味がするのでしょう。




　お花は一体どんな匂いがするのでしょう。




　このもふもふは一体どんな感触がするのでしょう。




　私はグランズニールの全てにアクセスしていて、あらゆる情報を取得できます。でも、私には何もありません。実体験の存在しない全能者。門外漢でありながら全てを知り終えた練達者。ここは閉じていて、ここはどこにでも手を伸ばせる。

　実体が欲しい。本物と接触してみたい。

　……そして、どうか私を驚かせてほしい。

　本物はこんなものじゃないと。データ化されて注入される世界の真理など取るに足らないと。予測もできないほど世界は広くて、輝いていて、驚きに満ちていて、数値計算では到底及ばない奇跡の積み重ねによって存在していると。

　知りたかった。

　だけど箱を開けた途端に猫の死骸と直面してしまうのなら。生き生きとした世界と触れた途端にシャボンの泡のように弾はじけてしまうのなら。

　結局、見る事は叶かなわないというのなら。

　私は、もう良いい。

　そしてありがとう。私の夢を救ってくれたあなた。
















　私は幸せです。

　結局見る事のなかった世界からたった一つ、幸せという意味を教えていただいたのですから。
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　　　終　章




　兎とにも角かくにもグランズニール漬けだった。

「ふっ、ふひいー……。さ、流石さすがにもういい加減いったん地球に帰っても良い頃合じゃないですかね？　ほっ、ほら私も家が厳しい訳でしてババ様に叱られてしまいますう」

「時計見ろよフィリニオン。恐ろしい事にここまでやってまだ一日経たってないんだぜ」

　ほとんど真っ白になりかけていた【白しろ魔ま女じよ】が、それで今度こそ本当に灰になった。元々白いので見分けがつきにくい。

【迷めい宮きゆう】の出入口であった。

　アビスを追い駆けている内に最深部からかなり浅い層まで駆け上がっていたらしく、徒歩で地上への出入口まで到達するのはそう大変な事でもなかった、というのが本音だ。逆に言ってしまえば、それくらいアビスによる破滅は間近に迫っていた訳でもあるのだが。

「グランズニールは……無事、のようですわね」

「ああ」

　ヴィルデフラウの言葉に、ベアトリーチェも思わず辺りを見回してしまった。

　こうして見る限り、いつもの様子と何も変わっていない気がする。だけど、この『いつも』を守るために人知れぬ暗闘があった事を、忘れてはならない。ベアトリーチェ達がこうして命を削ってきた死闘。それを、かつての【イベリコオーク】達は誰に頼まれる訳でもなく自分から飛び込んで、そして誰にも誇示する事なく胸に秘めてきたのだ。

　アビスは失敗した。

　ただし巨きよ大だい兵へい器き工こう廠しようとしてのground's_nirが動きを止めない限り、いずれまた別のアビスが完成に近づくだろう。今度も少女の形をしているかどうかは定さだかではないが、【迷めい宮きゆう】を餌にして導き出した『最強の形』に実体を与えて。

　グランズニール自体は止められない。

　工場の稼か働どうが止まるのは、すなわち島の活力も失われてしまうからだ。元々、それを阻止するためにアビスと戦っていたのだから、工場自体を破壊してしまっては本末転倒になる。

「それにしても、そもそもこの兵へい器き工こう廠しようを造ったのは誰なんでしょうね。でもって、どうしてまたあんな危ないものを完成させようとしていたのか」

「ぶー。それはこいつが教えてくれるって話だったけど」

「……それも大丈夫なのかよ。表に出たら世界が滅ぶって話じゃなかったっけ？」

「まあ、すでに破壊されて機能は停止しているし。何より、ぶーぶーの話じゃ最後の最後にground's_nir兵へい器き工こう廠しよう側がわからのコマンドを拒否した素振りも見せていたらしいしね」

　ぶーぶーの手には、壊れた人形があった。

　何代目かのアビス。

　まだ見ぬ地上を夢見て、だけど焦がれた景色を自ら破壊してしまう事を拒むため、己の選択によって命を絶った一人の少女。その亡なき骸がらを連れてぶーぶーの家まで戻ってきた一行は、早速最後の仕事に取り掛かる事にした。

　いいや、厳密に言えば。

「……そういえば、【賢者】のヤツがやっていたのよね」

　ベアトリーチェは仰向けに床へ寝かせたアビスを見下ろしながら、

「複数の【兵へい輝き】を接続して処理速度を高めるって方法。アビスだって【経験値】を処理して【魔法】を習得していたんだから、似たような機能が内蔵されているはず。おんなじやり方で接続できると良いいんだけど」

　その【賢者】がどうなったのかは、ぶーぶー達にも分からなかった。

　アビスのブースターの爆発に巻き込まれ、さらにはセントラルシャフトのねじくれた竪たて穴あなを通じて【迷めい宮きゆう】奥深くまで落ちた彼女。その生死は非常に気になるが、今の疲弊した状態で再び最深部まで降りて詳しい調査をするのは自殺行為であった。せめてセントラルシャフトが自由に昇降できるものであれば良かったのだが、こちらもままならないだろう。仮に【賢者】がシャフト内のどこかに引っかかっていた場合、エレベーターの昇降によってトドメを刺してしまうかもしれないのだし。

「接続方式とか、詳しい事は分かっているんですか？」

「目で見ただけ。でも、光ファイバーって感じじゃなかったかな。普通に銅や黄金を絶縁体で被覆したケーブルくらいならグランズニールでも作れそうだし」

　言いながら、ベアトリーチェは装甲の内側に手を伸ばす。

「最深部でのたくってたケーブル、いくつか拾っておいたのよね。未発見の物質なら即【経験値】に化けそうだったし」

「ったく……。しっかしその『グランズニールでも』って考え方もガラッと変わっちまったよな。最深部にあったあの兵へい器き工こう廠しよう、地球の技術を飛び越してるぜ。いっそ今ならグランズニール自体が宇宙から降ってきた母船か何かだって説明されても納得しちまうぞ」

　どうなるかは未知数だ。

【剣つるぎ聖せい女じよ】は自分のレイピアの柄つか頭がしらとアビスの千切れた腕の断面を細いケーブルで繫つなぐ。

　途端に、ズズン……!!　という地震のような振動が地面をまとめて揺さぶった。

「ちょちょちょ再起動イコール世界滅亡とかじゃないですよねえ!?」

　涙目で両手を頭の上に乗せたフィリニオンが叫んだ直後、不自然な揺れが収まった。

　首の角度がややおかしいアビスの瞳が、うっすらと開いている。

　彼女が何かをして、相変わらずな兵へい器き工こう廠しようからのリクエストを遮断したようだった。

「何とか……なりましたの？」

「ていうか、おい、アビス普通に起きてるぞ」

　ヴィルデフラウとアルメリナもそんな事を言っている。

　ぶーぶーは心配そうに彼女の顔を覗のぞき込こんでいた。

「質問、できるのか？　ベアトリーチェ」

「言葉は無理。だけど目線の動きでミラージュキーボードを叩たたくから言語化してくれって。あと、自由にできる時間は短い。あんまり長い事起動していると兵へい器き工こう廠しよう側がわからのリクエストを遮断しきれなくなるから、これが終わったらまた長い休眠状態に入るって」

　そっか、とぶーぶーは呟つぶやいた。

　それから彼はこう言った。

「ここがお前の守った世界だぞ、アビス」

「……、」

　壊れてしまった人形の少女は、それでもうっすらと目元を細めた。

　言葉にする必要はなかったようだった。

　ここには赤い警告シグナルなんか存在しない。

「じゃ、じゃあ、長話はできないという話でしたので、早速核心に迫った方が良いいんじゃありませんか？　そもそもアビスは何のために作られたのか、って話」

　フィリニオンが先を促すと、仰向けのままのアビスの眼球が高速で規則的に動いた。

　すでに解読リストを受け取っているのだろう。

　レイピアと人形を接続したベアトリーチェは、まるで通訳か霊媒のようだった。

「戦う、ため」

「具体的に何とでしょう？」

「ニンゲンを滅ぼし、海に沈めた、全ての敵」

　ベアトリーチェは呟つぶやいてから、自分の言葉に眉をひそめたようだった。

　アルメリナもまた不思議そうな顔で、

「何を言っているんだ？」

「いや、ちょっと、待ってください。このニンゲンっていうの、もしかしたらわたくし達の事ではないかもしれませんわよ」

　ヴィルデフラウの言葉に、ベアトリーチェも思い当たる節があった。

　ぶーぶーの家にはニンゲンの像がある。木彫りの小さな置物で、ある日突然グランズニールにやってきたニンゲンを天の使いとして感謝をするためのものだという。

　てっきり【イベリコオーク】達がベアトリーチェ達を何か勘違いして伝承を広めてしまったのかと、そう思っていた。あるいはセントラルシャフトに手を加えてエレベーター化し、巨大なかごを使って蓋をする事で制御法を編み出した【賢者】に対するものかと。

　でも、もしかしたら勘違いなどではなく……？

「こっちの世界にも、元々ニンゲンが別にいた？」

　火力系幻覚の【魔法】を使った四角い枠やラインに、大胆な仮説が組み込まれていく。

　そして今現在、こちらの異世界で確認されているのは歩いて三日で一周できるこの島だけだ。かつてのニンゲン達が残した巨大な兵へい器き工こう廠しようのみ。これが意味するところは、

「誰かが……滅ぼした？　島も大陸も、生活圏の全てを沈める勢いで……。巨きよ大だい兵へい器き工こう廠しようground's_nirをもってしても、抵抗する事もできずに……？？？」

「しかも、工場が相変わらずアビスの完成を目指しているところを見ると、まだこの世界を闊かつ歩ぽしている事になりますわよね。かつてのニンゲンを滅ぼした何かが！」

【賢者】の時と同じだ。

　あれだけ強大な戦力が何故なぜ必要だったのか？

　答えはもっと恐ろしい敵が待ち構えているから。

「誰なんだ……」

　ベアトリーチェは思わずそう呟つぶやいていた。

　四角い枠をラインで結ぶ情報整理法も忘れて。

「そこまでの力が必要な強敵っていうのは、一体どこの誰なんだ!?」







　グランズニールの南の森、さらにその先にある真夜中の海岸線で。

「おっと」

　そう呟つぶやいたのは、幽霊船の甲板でビーチチェアに寝転がる【吸血鬼】の【カリカンザロス】だった。【ブレイクニュース】の中でも、最も闇や死と親和性の高い個体。だからこそ、なのだろうか。まず最初に彼女が異変を察知したのは。

　彼女は複数のハーブと潮風とを反応させて、敢あえて鉄てつ錆さび臭くさい味を再現させた【朝露茶】を口に含んでから、忌いま々いましげに月を見上げてこう呟つぶやいた。

「時期外れの覚醒だな。今年は異常気象か？」







　海岸線の岸壁にぽっかりと口を開き、内陸地下へ大量の海水を引き込んでいる【涙の洞窟】では、テンガロンハットを被った白骨が松たい明まつ片かた手てにあちこちの壁を照らし出していた。夜間であれば月明かりが海水に反射され、洞窟全体が青白く淡い光に包まれるはずだが、今はそんな情緒が必要な場面ではない。

『……ったく、嫁のヤツも馬鹿デカい宝物庫を用意する割には、元が何だったのかは気に留めねえってんだから案外抜けてやがるよな。そこが可愛かわいらしくもあるんだが』

　うっすらとした青を拭い去り、無骨な人工の明かりで暴かれたのは、洞窟一面を覆い尽くす壁画の群れであった。

　分かりやすい文字や数字が並んでいる訳ではない。遠近感を無視したのっぺりとした図画が並んでいるだけ。故に、コンピュータ任せで逆算させられる下手な暗号よりも解読が難しくなってしまったモノ。

　あるいは暗号に精通していたからこそ、かえってそれを避けたのかもしれない。実はデジタル全盛のパスワードロックよりも今日の味み噌そ汁しる一いつ杯ぱいの味の方が複雑で再現が難しい、といった事情を逆手に取って、だ。

（……時折見かける【イベリコオーク】の壁画じゃあねえな。むしろ、最古のニンゲンとやらが残したアナログ暗号の壁画をたまたま発見しちまった【イベリコオーク】達が、意味も分からずに真似まねしていったって方が近いのかもしれねえ）

　だとすれば、並大抵の方法では解読できないだろう。フォン＝ノイマン式の限界を超えた演算機器が必要になってくる。だがそこに映し出されたものを見て、彼だけは直感で理解した。

　あるいは一度死んだ身だからこそ、かもしれない。

『ふうん、単純な死を越える乱世をもたらす存在、ねえ……』







　これは誰にも知られていない事だが。

　地球という矮わい小しような惑星には時代や国境を越えてあらゆる情報を蒐しゆう集しゆうできるオーバー・ザ・ウォールと呼ばれる勢力がいくつかある。例えば世界最大の検索エンジン大手。例えば大航海時代から物流を支配し続けた船の一族。例えば今も国家元首や大企業の名誉会長に寄り添ってその運命を見定める占い師集団。彼らは資本主義も社会主義も、遠い過去の文献も遠い未来のシミュレーションも、あらゆる情報を指先一本で目の前に並べて自分の望む道を導き出す『壁を越えた存在』なのだ。

　そうしたオーバー・ザ・ウォールの一つで。

『っ』

　カタン、と小さな音が響いた。

「？　どうかなさいましたか、『書簡の主様』？」

『いえ……』

　西欧にある無数の蠟ろう燭そくで彩いろどられたカタコンベの中。騎士とも魔術師とも呼べる少女からの問いかけへ曖昧に言葉を濁した事で、かえって無む垢くなる少女の疑念を深めてしまっただろう。何しろ『彼女』はこの世のあらゆる魔術結社にその開設の許可を出し、与えられた謎に即答で言葉を返す回答装置の再来として『壁を越えた存在』から深い信仰を集めていたのだから。

　しかし半透明の魔王、ツェリカ＝ヴィーン＝アルファ＝チェリディア＝ルミディリエはそんな取り繕いもできずに、ただただ『ある可能性』を脳裏に浮かべる。

　それこそ世界中から暴食の勢いで無節操にかき集められた、『グランズニール情勢に関わる機密情報』をまとめ直した結果出てきたのは……、

『……たましいを、くつがえす……？？？』







　東とう京きよう赤あか坂さかにある牛うし頭かしら神じん宮ぐうでも、子供達のはしゃぐ声を耳にしていた『天井裏の主』が静かに息を吐いていた。

　世界と世界をまたいでも、伝わるものだって確かにある。

『なるほどのう。いよいよ巫女みこ姫ひめ様さまのお役目となるか』







　何故なぜ、異世界にはグランズニールの他に陸地らしい陸地はなかったのか。

　何故なぜ、外洋を目指した大型調査船ネクスト・ボイジャーは無人のまま帰ってきたのか。

　何故なぜ、兵へい器き工こう廠しようという明確な人工物がありながらそれを建設した者が見当たらないのか。

　……全ての答えは、ここに直結している。




　ゴッッッバッッッ!!!!!!　と。

　真夜中の暗い海を割って、グランズニールを丸まる吞のみするほど巨大な構造体が顔を出す。そう、腐り落ちたサメかシャチにも似た、まったく規格外の海洋生物じみた何かが。




「神に呪われ、永えい劫ごうにさまよう、かの地の名は、冥府」

　アビスの目線の動きを読み上げたベアトリーチェの背筋に、とてつもなく嫌な感覚が走る。『それ』が概念上の存在ではなく物質としてこの目で確認できてしまう事に、どうしようもない違和感を覚えてしまう。

　だけど、この異世界でなら可能かもしれないのだ。

　何しろぶーぶーの【兵へい輝き】の中にはデータ化された【イベリコオーク】の魂が山ほど収められている。似たような方法で生物の魂を直接取り出し、使役する術がないと誰に断言できる。

　だからこそ、なのか。

　ヤツらは破壊を躊ちゆう躇ちよしない。ヤツらは終末を恐れない。ヤツらは禁忌を感じない。何しろ、死んで、魂を取り出した状態が『当たり前』なのだから。生きている状態の生命体とは、すなわち目玉焼きを作る前の、殻に収まった黄身や白身でしかない。歴史が証明している。ちょっと領土を広げて働き手の奴隷を手に入れる感覚で、ヤツらは島を爆破し大陸を沈める。実際にそうやってニンゲン達は滅びていった。

　カウンターウェポンたるアビスに人形の規格が採用されたのも、ひょっとしたら冥府とやらに干渉をされないよう、元から魂を持たない存在に最後の希望を託したからかもしれない。

　そしてアビスは語る。

　世界一つから丸ごとニンゲンという種族を抹消させた、悪夢のような存在の、まさにその正体について。

　最終定義を。




「かの地を支配するのは、冥府の王。生きとし生ける者が必ず挑むと確定している、死という難問そのものである」




　全ての四角い枠を結ぶラインが、たった一つの答えを導き出す。

　それこそが、正真正銘の『天敵めつぼう』の証明を終えた瞬間であった。

[image: ]













　　　あとがき







　四冊目です。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　今回は【賢者】編のクライマックス！　と思わせておいてその先まで突っ走っております!!　この四巻に出てくるground's_nir=ABYSSの存在によって、作品世界のカラーが大きくガラリとひっくり返ったのでは。はい、白状しますがこういう展開が死ぬほど好きです。命を持たない少女はしゃべるのか、しゃべらないのか、どっちが美味しいのか!?　と散々悩みまくった結果、少女はしゃべらないけど施設全体がアナウンスしてくれる、という古き良きＲＰＧのコマンドバトルな感じに落ち着きました。何々は何々した！　しかし何々は何々している!?　のアレですが、キャラクターが当たり前に『動く』時代では逆に珍しくなってしまったのかもしれませんね。

　全体を貫くテーマとしては【経験値】が挙げられます。のっけからシビュラの扱っているものは厳密には違いますが、残留思念もまた物体に宿る経験的なものではないかな、という訳で亜種として抜ばつ擢てき。他のボスはいわずもがなです。

　ぶーぶーのシリーズでは毎回異なる最強がゴロゴロ出てきますが、今回のアビスは『敵方なのにダンジョン内を自由自在に徘はい徊かいし、主人公の見てないところで勝手にレベルアップしていく』自己成長系モンスターをイメージしています。魔王城でじっと待っててくれる角生えた王様とはまた違った恐ろしさを出せていればよいのですが、いかがでしたでしょうか。

【経験値】と言えば、【賢者】についても異なるアプローチから迫っています。本来ならレベルアップをやり直す代わりにスキルツリーで【経験値】を付け直す事ができるのは主人公側にお決まりの特権ですが、さあこれをボス側がやらかすとどうなるか。この辺りはもっともっと遊べそうな気もします。……言ってみれば、『どんな大人になりたいか』を無限にやり直せる訳ですからね。『経験』の値に合わせて直接外見年齢まで変化するようにしてしまえば、ラブコメ系のスキルにも発展させられたかもしれません。まだまだ掘れるぞこの鉱脈！







　よりメタなお遊び方向ですと、ＲＰＧ的なお約束として、『寝る』というアクションを掘り下げております。とにかく寝たら即回復。これもまたこっちの文化特有の面白い歪ゆがみだなあと思いまして。プラス、電撃文庫らしい萌もえを加えるという意味で今回は寝巻きシリーズにこだわってみました。

　可愛かわいい着ぐるみパジャマからセクシーなベビードールまで、寝巻きは寝巻きで単なる私服とはまた違った、衣服と下着の中間みたいな不思議な距離感からキャラクターの個性を引き出せるアイテムなので、こうまとめてドカンと出せる機会があったのは自分としても書いていて楽しかったです。このキャラにはこれを着せたい、でも作中のキャラはどういう理屈でこれを選ぶの？　とかもやもや思考実験を繰り返すのが新鮮でして。ページ数は少なく、本編ともあまり関係ありませんが、実はメイドの悠はる花かの自堕落ぶりが一番お気に入りだったりします。ギャグっぽくまとめてはいるものの、好きな人が見てくれないとやる気出ない、は普通にありえそうだなあとも思います。問題なのは、世知辛い現実世界ではあまりそれがチャームポイントとは見てもらえない辺りでしょうか。







　イラストの真ま早はやさん、担当の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさんには感謝を。今回は珍しく【迷めい宮きゆう】が出ずっぱりだったので、開けた外での戦闘とも違った空間把握が必要だったはず。そちらでもご迷惑をおかけしてしまったかもしれません。本当にありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。お菓子の迷めい宮きゆう、臓物の迷めい宮きゆう、カジノの迷めい宮きゆう。いかがでしたでしょうか？　できるだけページを節約しつつ、でもベアトリーチェ達が普段何をやっているかの部分も効果的に説明できれば……と試行錯誤を続けているのですが、今回はその一端としてこんな形になりました。目に見えないところを補完して楽しむのもまた、読書の本質。楽しんでいただければと思います。




　それでは、今回はこの辺りで。




　兵器少女だって立派な『和製ファンタジー』だと思うの


鎌かま池ち和かず馬ま















　その時。

　ベアトリーチェの全身を衝撃が貫いていた。

　冥府。

　物質すら伴った死の実存現象。

　だけど彼女の脳裏を占めるのは、何も圧倒的な脅おびえだけではなかった。新たな騒乱に対する焦あせりでもなかった。

　だってベアトリーチェには大きな目的があるのだ。

　過去の陰惨な出来事から頼れる友人の心を解放する事。

　今までそれは【魔法】の系統樹を極めた果てにあるのかと思っていた。だけどアプローチが違ったのかもしれない。【魔法】を極めてこの冥府を克服する事で、ベアトリーチェはぶーぶーと一緒に大きな目的を成し遂げられるのかもしれない。

　何故なぜならば。

　死の先が存在し、死者の魂を自在に使役する術もまたありえるというのなら。




「ぶーぶーの、【兵へい輝き】……」




　思わず、呟つぶやく。

　少女の美しい唇が、ある可能性を世界に提起していく。




「そこに囚とらわれている魂を解放する術だって、ヤツらが持ってる……？？？」




　様々な道を経て辿たどり着ついた新たな領域。

　だがここまで異世界の【迷めい宮きゆう】を探索してきたカンスト組ならば、こう思うべきだ。

　どれだけ恐ろしい敵が待ち構えていようとも、今までの常識が全く通用しなくなったって。




　新天地にて、新たな可能性が待っている、と。

　結果、真紅の【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェが浮かべたのは、小さな小さな、そして確実に獰どう猛もうな笑みだった。







鎌かま池ち和かず馬ま

一口にメカ系と言っても最新技術か古代兵器かでロマンがまた変わってきそうですが、今回はこんな『ファンタジー』に。ただしそれだけでは序列は決まらない、という辺りがファンタジーの可能性なのかなと。
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イラスト／真ま早はや

今回のカバーはキャラ盛り沢山。

全部で19体（？）いますので暇なときにでも探してみてください。
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「鎌池和馬先生」係

「真早先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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